

































Ｆ級討伐屋の死にスキル２




魔術女子をパーティーに入れてはいけない理由は？
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……お願い……置いて、いかないで……」
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『加か護ご』は少し、熱に似ている。

　その恩おん恵けいは、加護を宿した物質・竜の遺い骸がいで作った装備の頑がん強きようさを高めるのみに留とどまらない。

　加護は、宿す物質の周囲にも、大なり小なり伝達される。

　装備であれば、着用者の肉体にまで伝わり、筋力や耐久性の強化といった恩恵を与えてくれるのだ。

　ちょうど、寒い日に懐ふところに入れた温おん石じやくの熱が、血流に乗って全身を廻まわり、身体からだ全体を温めてくれる時のように。

　討伐屋スレイヤーの装備の隙すき間まを狙ねらって攻撃しても、生なま身みを傷つけられないのは、加護が持つこうした性質のおかげである。

　とはいえもちろん、素す肌はだより装甲に覆おおわれた部分の方が防御力は高いし、同じ素材なら、加護の強さは使用された遺骸の量に比例する。ガチガチに隙間を埋うめ尽つくした全身鎧の方が、単純な防御力はやはり高い。

　ではなぜ、たとえばジン・アマルギアのように、一見、軽装にも見える形状の装備を好む討伐屋がいるのかといえば、

「っ、く……ッ！」

　頭に被かぶった兜かぶと、Ｆ級『小しよう竜りゆう』の頭骨が作る影の下、ジンはわずかに表情を歪ゆがめる。

　ジンの左肩を少し掠かすめ、背後へ突き抜けていった巨大な影を視界の隅すみに入れながら、ステップを踏ふむ。

　距離を取りつつ反転し、獲え物ものに向き合う。

　足は止めない。

　獲物を中心に円を描くように、一定の距離を取りながら、ステップを刻きざみ続ける。

「ゲギョギョギョギョギョッ！」

　渾こん身しんの体当たりを回避されたことが腹立たしいのか、特徴的な鳴き声が、高原の澄すんだ空に木こ霊だまする。

「にーさまーっ！　がんばえー！」

　離れた位置から響くのは、慣なれない大声のせいか舌したっ足たらずで、懸けん命めいな声せい援えん。

　ライラの声だ。そばには護衛の、セシル・ヴィ・ヴァルギニヤがついているので、万が一その声に獲物が敵意を向けても問題はないだろう。

　ヤバい。うちの妹、超可愛い。……などと緊張をほどくわけにもいかず、ジンはせめて表情ばかりは引ひき締しめた。

　あの街を出て約半月が経たっている。

　ジンたち一行は今、ジンとライラ、セシルの故郷・アムスガルドと、隣国を隔へだてる国境地帯の一角、さながら壁のように並び連つらなる広大な山岳にいる。

　山とはいっても、今いる所はそう標高は高くなく、気候も比較的穏おだやかだ。

　空は晴れ空気は澄んで、ほどほどに涼すずしく、緑も目立つ岩の足場の傾けい斜しやはゆるやか。遠目には平地にすら見える。もう少し人里に近ければ、ピクニックや保養所にでも使えそうな快適な環境である。

　もちろん、

「ゲギャギャギャギャギャギャギャッッッ！」

　人を見るなり対話の余よ地ちなく突つっこんでくる、好戦的な竜の存在がなければの話ではあるけれど。

「一、二、三……今ッ！」

　その竜の突進の予備動作、三度、小さく地面を蹴ける仕し草ぐさからタイミングを計はかり、ジンは大きくサイドへ跳とんだ。

　ひゅっ、と鋭するどく大気が裂さけて、左脇を竜の巨体が走り抜けていく。攻撃の不発を悟さとってか、ずさささ、とすぐに制動をかけ地面を削けずる音も響ひびいた。

　よし。今度は完全に回避できた。

　ジンはまたステップを踏み、さっきの手順を繰り返す。

　再び視界の中央に捉えた獲物の姿は、たとえるならば羽毛を抜かれた鶏にわとりが一番近いだろうか。

　羽毛の代わりに全身が鱗うろこに覆われ、嘴くちばしの隙間からは鋭い歯が並んでいるのが見える。目はぎょろりと不ぶ気き味みで、頭にはトサカのような形状の部位もある。

　二足歩行し、腕部は翼になっているのにほとんど飛翔できないという点も、やはり鶏に似ていると言えるだろう。鶏にしては尾が長めだが。

　通称は、見た目の通り鶏けい竜りゆう……と、なるところだが、この竜の場合、もっと通りのいい名が別にある。

『ゲッギャ老師』。

　一種の敬意と親しみをこめた、そんな別名だ。

「一、二、さ……いやこっちか！」

　ゲッギャ老師の予備動作を見て、またサイドへ回避しようとしたジンは、ギリギリで行動を切り替え、上へと跳んだ。

　突進時と異ことなり、地面を二度蹴るだけで予備動作を終えたゲッギャ老師は、突進を思わせつつジンの眼前で急停止、ぐるんと身体を反転させた。鞭むちのように振るわれた長い尻尾が、直前までジンの立っていた地面を薙ないでいる。

　ジンは着地後、全速力でバックステップを繋つなぐ。

　尻尾の打撃をかわされ、よろりとバランスを崩していたゲッギャ老師は、ジンの正面に向き直ると、またお怒りの咆ほう哮こうをひとつ響かせる。

　まぎらわしくはあるが、予備動作からの予測を間違えなければ確実にかわせる、パターン化された攻撃だった。

　往おう々おうにして竜は同種でも個体差が大きいのだが、ゲッギャ老師たちは独自の法律でも守っているのかというくらい、見事に画かく一いつ的てきで単純で、反復練習に最適なお決まりの攻撃しかしてこない。

　突進、嚙かみつき、尻尾、翼の先についた鉤かぎ爪づめでの引ひっ掻かき、さらに体内の油を吹き出し、鉤爪を打ち合わせて生じる火花で着火する火炎放射など、ゲッギャ老師は『典型的な竜の攻撃』と、その対処法を丁てい寧ねいに教えてくださるのである。

　対策法を頭ではなく身体に叩きこみ、ミスさえしなければ確実に成果を出させてくれるのがゲッギャ老師だ。ゲッギャ老師を単独で倒せるようになる頃には、討伐屋としての基本技術、心こころ構がまえ、知識はおおむね自然と身についていると言っていい。

　Ｆ級からＥ級装備への切り替えが新人卒業なら、ゲッギャ老師の単たん独どく討とう伐ばつは、討伐屋が半人前から一人前へ成長するための登竜門だろう。

　……とまあ、要するに新人時代に学んだ技術と知識の総仕上げというか、この先も討伐屋を続けたいなら、これぐらいはできるようになっておけ、というひとつの目安というか、そういう存在なのであるけれど、

「熱あつッ、あッッつ！」

　思いのほか深い距離まで届いてきたゲッギャ老師の火炎放射を、左の盾で阻はばみながら、ジンは小さく苦く悶もんの声を漏もらす。

　半人前向けの相手とはいえ、ゲッギャ老師はＥ級の中でも中の下くらいの竜だ。

　半人前どころか新人を脱ぬけ出だせているかどうかも怪あやしいジンの装備では、防御と回避に徹てつしても相手取るのがやや厳しい。

　下半身こそＥ級『岩がん竜りゆう』の装備で覆っているが、岩竜は決して敏びん捷しよう性せいに優すぐれた竜ではない。

　装備の加護によって強化される人体の機能ステータスは、主に二つ。

　ひとつは筋力。人体の膂りよ力りよく、パワーを引きあげる。

　二つ目は耐久性。人体の組織、皮ひ膚ふや筋肉、骨、内臓の頑強さそのものを引きあげる。

　竜によっては、この機能のどちらかを引き上げるものに偏かたよっていたりもする。

　岩竜は典型的な後者の装備だ。耐久性を強化してくれるタイプだが、攻撃力やスピードに必要な、筋力上昇の割合は小さい。

　それでもＦ級よりは筋力上昇の恩恵も大きいのだが、装備の重量もあり、ゲッギャ老師の攻撃を回避するにはギリギリのスピードしか出せない。

　セシルと戦った時のように全身が岩竜装備なら、攻撃を回避せず受け止める方向での攻略もありだが、上半身の大部分がＦ級の現状、それも厳しい。

　Ｆ級小竜の遺骸は筋力、耐久、どちらの上昇も揃って最低限度だ。うっかり隙間のない全身鎧の形状に加工すると、装備重量増加に対して筋力上昇が追いつかず鈍どん足そくとなり、そのくせ防御力もＥ級竜の攻撃で粉ふん砕さいされかねない程度と、いいことがない。

　ここまで極きよく端たんな例はＦ級ぐらいのものだが、上位の討伐屋でも軽装に見える形状の装備をつけることがあるのは、自身の武器や戦術に、筋力と耐久、重量とのバランスを最適化した結果である。

　それはさておき。

　ゲッギャ老師は今のジンには荷の重い相手である。

　防御と回避に徹してもギリギリで、Ｆ級の片手剣はほとんど効きかない。

　よくも悪くも決まったタイミングで攻撃してくるので、セシルに通じたような『霞かすみ』の幻惑に引っかかってもくれない。人体の構造やバランスを利用した投げ技だの足払いだのは言わずもがな。

　それでもジンがこうしてゲッギャ老師と対たい峙じしているのは、逃げる手段がないからではなく、彼を『討うつ』という明確な目的があるからこそだ。

「っ、エイン！」

　火を吐きながらじりじり距離を詰めてくる習性のあるゲッギャ老師を、目的の地点まで誘導した後、ジンはそう声をあげた。

　背後にそそり立った大岩から、影が跳ぶ。

「は、ぁあああああああッ！」

　影の正体は、エインズ・エルテンシア。

　白銀の長い髪と、赤い瞳ひとみ。紅あかの結晶を散りばめた、Ｃ級『紅こう爪そう竜りゆう』の装備を身に纏まとう、可か憐れんな美少女討伐屋である。

「ゲギッ──」

　ジンに向けて鋭い嘴を突き出そうとしていたゲッギャ老師は、哀あわれ、エインが落下しながら振り下ろした大おお太た刀ちの斬ざん撃げきに耐たえられず、首と胴とを分かたれた。

　短い断末魔の後、ジンの脇をゲッギャ老師の首が飛び、岩壁へと嘴が突つき刺ささる。

　それは思ったより深く刺さっている。これなら、嘴が刺さってゲッギャ老師が身動きできないところでエインを呼んだ方が、確実だったかもしれない。

「おお……」

　と、ゲッギャ老師の首の断面に目をやったジンは、その鮮あざやかさに目を見み張はる。

　大太刀の刃筋を立てていなければできない見事な斬きり口くちだ。意識して素す振ぶりを続けたおかげか、最近はこういう斬り口も増えていたが、不安定な空中でもこれをやれるとは。

「うえ……グロい……なんかごめん……」

　が、当のエインはいまだに慣なれないのか、首を失い痙けい攣れんしたまま倒れていく胴体を、心苦しそうに見つめている。

　気持ちはわかるが、元より生き物を殺す前提の仕事だ。あまり気に病やみすぎるのもよくないとは思うのだが、

「ね。どうどう？　どうだった？　凄すごくない？　アタシ最近調子よくない？」

　杞き憂ゆうだった。

　相変わらずの目まぐるしさで表情を変えたエインは、ジンの方に寄ってきてキラキラした瞳を向けてくる。

　尻尾があればパタパタ振っていそうなぐらい、「褒ほめて褒めて」と顔に書いてある。

「やっぱ才能っていうか？　覚かく醒せいしちゃったみたいな？」

　Ｃ級装備でＥ級の中の下を葬ほうむったぐらいでそこまで誇ほこらしげなのもどうだろう……とは思うが、スタート時点を知っているジンとしては、たしかに目を見張る成長ぶりである。

　アムスガルドまでの道中、エインの訓練も兼かね、出立前にいくつか達成期限のゆるいクエストを受けて、消化しながら旅をしている。そして今回に限らず、はっきり言ってエインは頼もしかった。

　もともとエインの最大の問題は「竜に怯おびえすぎている」という精神的な要素だった。

　それがどうやら「暴走状態のジン」と向き合った経験のおかげで、大幅に軽けい減げんされたようなのである。

「そこらへんの竜より、あの時のアンタの方が数百倍怖かったし」と、笑顔で言い放たれるとジンとしては複雑なのだが、思わぬ副作用ではある。

　大だい王おう竜りゆうに挑んだ時に比べると落ち着いてジンの指示を聞き、まだぎこちなさはあるものの防御や回避もそこそこにこなし、大太刀で刃筋の立った斬撃も増えてきた。

　たった半月という期間を思えば、

「うん。凄いよ。ほんとに」

　と、素直に称しよう賛さんの念しか出てこない。

「え」

　ジンが率そつ直ちよくに褒めると思っていなかったのか、エインはそこで目を見開き、みるみる顔を赤くしていく。あわあわと唇くちびるを震わせ、ちらりと助けを求めるようにセシルたちの方を見るも遠すぎる。すると感かん極きわまったように涙目になってから、

「ま、まーね！」

　胸を張って言う。

　これは、思ったよりもお役やく御ご免めんの日も近いかもなあ、という内心は秘ひめておいた方がいいという判断ぐらいはジンにもできた。

　エインは指導役であるジンに、妙みような依い存そん心しんでも持ってしまったのか、ジンがエインに教えられることがなくなり別れた後について話そうとすると、やたら反発したり、話をそらそうとしたりする。

　しかし、エインのためにも、技術が一人前になった後は、同格の、できれば同性の仲間を見つけた方がいいだろう。

　今はまだ、屋敷から持ち出してきた資金が豊富にあるが、そのうち装備の維い持じ費ひだって自力で稼かせがねばならないのだ。ジンに合わせたクエストではそれも難しい。

　ジンだってエインの成長と巣立ちは、喜ばしいと同時に寂さびしくもある。

　師し弟ていというと大げさだが、それに近い関係ではある。

　師匠って難しいもんですね……と、ジンが「いやこっちは師匠やってるつもりねえよ」と返したいだろうゲッギャ老師の頭部に目をやっていると、

「ま、まあこれからも、どーんとアタシを頼ってくれていいから！」

　エインがどん、と自分の胸を拳こぶしで叩きながら言った。

　するとピシ、と、乾かわいた破は裂れつ音おんめいたものがエインから響いた。

「「？」」

　ジンはエインを見て、エインは周囲をきょろきょろ見回す。

　異常はない。ないはずだ。

　なのに、漠ばく然ぜんとした嫌な予感だけが、ジンの胸きよう中ちゆうにわだかまる。

　ぴしぴしぴし、ぴし。

　予感を裏づけるかのように、謎の異音はエインの体から連れん鎖さ的てきに生じた。

　より厳げん密みつには、エインの装備、Ｄ級『粘ねん竜りゆう』の一撃を「痛い」で済すむ程度の衝撃にまで抑おさえる、驚きよう異いの頑強さを持つ装備が、異音の発生源だ。

「え、え？　何？　これ何？　え？」

　亀き裂れつが走っている様子もないのに、ぴしぴしと小さな異音は鳴り続け、やがて、パァンッ！　と、ひときわ高い破裂音が響いた。

　するり、ガンッと、まずエインの前腕を覆う籠こ手ての片方が、滑すべるように抜けて、岩の地面にぶつかった。

「……あ、あれ？　アタシちゃんと留とめ具ぐ」

　エインが首を傾かしげつつ、籠手を拾ひろおうと伸ばした腕の籠手が、こちらも落ちる。

　そのままガッ、ゴッと、二の腕に固定されていたはずの装甲が重々しく落ち、

「ね、ねえこれ、ねえこれちょっと、やな予感しかしないんだけどっ！」

　悲鳴じみた声で焦あせるエインの予感を裏切ることなく、腿ももの、膝ひざ上うえ辺りに輝いていた紅の結晶と、それを固定する部品がはずれて落ちる。

「や、やば、ヤバいあの助け、いやこの場合アンタはまず、きゃっ!?」

　ジンの方に一瞬、警戒するような目を向け後退し始めたエインは、はずれた腰の鞘さやベルトにつまずいて尻しり餅もちをつく。その拍ひよう子しに靴状の装備がすっぽ抜け、髪飾りも吹っ飛んだ。

　いかにも装備らしい装備、金属製に見えるものはそれでほとんど全部だ。

　が、討伐屋でない人々には勘違いされがちだが、実は装備というのは、金属製に見えるものがすべてではない。

　布状の、パッと見には普通の衣服に見える部位も、竜の遺骸を縫ぬいこんであったり、竜の体毛を編あんだ強きよう靭じんなものであったりする。

　エインの装備はそれだった。

「わわわっ！」

　尻餅をついた拍子に露あらわになりかけた何かを隠そうと、エインが慌てて引っ張ったスカートがスポンと、一枚の布のように剝はがれる。

「ひぁ!?」

　なおさら慌てたエインは、露になってしまった──唯一、普通の布製らしい──下着を隠すべく、座りこんだ姿勢で腿の辺りに手をかざす。膝上まで覆う靴下状の装備はこの時点でくたりと、やる気を失ったかのように緩ゆるんでいる。

　それでも一応、この時点で隠すべきものは隠せていた。

「あ、危なかっ……え」

　ぴしりとトドメの如ごとき追撃音が鳴り、はらりと胸を覆う布地が地に落ちるまでの、ごく短い時間ではあったが。白い、小さくはなく、大きすぎもしない曲線が、高地の涼しげな空気にさらされ──ことここに及およんでようやく、ジンはグンッと首を巡らせ、助けを乞こうようにゲッギャ老師の方を見た。












「ふ」

　なぜ、何がどうしてそうなった。

　いつもの涙目で赤面しているのだろうエインが把は握あくしているとは思えず、ジンはこの異常事態の原因を思し索さくする。確証はない。だが可能性として残るのはひとつ。

　この推すい測そくが正しいとすればつまりはそう、ジンはエインを、

「ふにょぁああああああああああああああああ!?」

　甘く見ていた。別の意味で。
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「いっそわざとやってるんじゃないかと疑うたがわしいんだが、オレとしては」

「だったらまだ救いもあるんだけど。まずわざとやるメリットがないし」

　呆あきれ果はてたようなセシルの言葉に、ジンは力の抜けた声でそう応じた。

「メリットならあるだろう」

「……どんな？」

「それはその……好きな男を誘惑するとか」

　言いにくいことなのか、セシルの言葉の後半は小さくて聞き取れなかった。

　さらに「いや、まあ、そういう搦からめ手てを使うタイプでもないか」と首を振るので、ジンは詳くわしく聞き直すタイミングを失った。

「いずれにしろ、監かん督とく不ふ行ゆき届とどきというやつじゃないか？」

「……面めん目もくない」

　今となっては笑い話で済ませられるが、事件が起きるタイミング次第では、たとえば戦闘中なら、ライラにも危険が及およんでおかしくなかった。

　その場合でもジンがスキルを使えばしのげただろうが、地形や状況、ジンの姿勢次第では絶対とは言いきれない。

　装備に不安のあるセシルを補助し、ライラを護衛するという形式的な『依頼』という形で報ほう酬しゆうも約束してもらっていた手前、ジンとしては不ふ慮りよの危険をもたらす不ふ手て際ぎわは詫わびるしかない。

　まあセシルもＥ級とはいえ武装していたし、いざとなれば守る自信があるからこそ道中のクエスト消化を許可してくれていたはずだ。今のも本気で咎とがめているわけではないのだろうが。

　ちなみに道中、ライラは王族専用らしい、小ぶりな防護服──素材はＢ級相当──を身に着けていた。一番潜せん在ざい的てきな戦闘力が高いのは彼女だったりする。

「で、さすがにあれ以上の見落としはないんだろうな？」

「……一から全部、確認はした。もう大丈夫、な、はず」

「断言はできないか」

「…………面目ない」

　ジンとセシルがそんな言葉を交かわしていると、隣となりでガタンと、椅子を鳴らして立ちあがる気配があった。

「黙だまって聞いてりゃなんなのよもーっ！　言いたいことあるなら直接言いなさいよぉ！」

　涙目のエインである。

　その服装はいつもの装備ではなく、白を基調とした色合いの、豪ごう奢しやなドレスだ。

　装備があんなことになってしまったから……という理由だけでなく、これからとある人物に会う上で、小こ汚ぎたない恰かつ好こうはまずいというのもある。

　さすがにエインはお嬢様らしく、上品なドレスを見事に着こなしていた。唇くちびるに控ひかえめに引いた紅べにもよく似合っている。討伐屋スレイヤーよりこっち側こそ本ほん領りようじゃなかろうか。

　セシルは糊のりの利きいた軍服の礼装で、パッと見は舞台役者のよう。

　ジンはといえば過去に潜入任務で着て以来の紳士用の礼服だが、二人ほど着こなせている自信はない。

　ライラは別室で、より入念に準備中らしい。

　四人はすでに、アムスガルドの王都に到着し、王城内にいた。

　エインの装備崩壊は半月ほど前になる。

　Ｃ級装備の崩壊、その原因に思いを至いたらせつつ、ジンは苦い顔で口を開いた。

「……いや、確認を怠おこたった俺も悪かったよ。本当に、一から全部丁てい寧ねいに教えるべきだってことはわかってたはずなのに」

「あ、謝あやまんないでよぉ！　逆にみじめになるんですけど!?」

　うろたえるエイン。彼女は討伐屋としての、いや、世間一般の常識というものを著いちじるしく欠かいている。

　そんなことは、彼女と最初に出向いたクエストで重じゆう々じゆう承しよう知ちしていたはずだった。

　だが。

　ぽん、と慰なぐさめるように肩に置かれたのはセシルの手だ。

「無理もない。盲もう点てんというか、予想もできないだろう。まさか──」

　それ以上は聞きたくないとばかり、エインは自分の耳を塞ふさいでアーアー言っている。

　構わずセシルは先を続けた。

「──Ｃ級装備を持つ者が、補給の必要性を欠片かけらも認識していない、など」

「……なまじＣ級装備だからこそ、これだけ長期間、気づかずにいられたのかもしれないけどね」

「アーアーアァアーッ！」

　エインの装備崩壊の原因、それはごくごく単純なものだった。

　ジンたちにとって驚くべきことに、エインはＣ級装備購入後、ゲッギャ老師を倒したあの日あの瞬間に至いたるまで……一切、まったく、装備の手入れも『加か護ごの補給』もしていなかったのである。

「し、知らなかったんだもん……だってほら、討伐屋が主役の物語にも伝説にも、そんなシーン出てこなかったし……」

　アーアー喚わめいていたエインは、それでも話がどこに至いたったかはわかったのだろう、しょんぼりと肩を落としその場にしゃがんで、床を指先でいじっている。

「まあ、物語に出すとテンポが悪くなるからはしょるものだし……」

　包丁や鍋なべ、馬の鞍くら、鐙あぶみ、馬車といった日常の道具を長く使い続けるためにも、定期的な手入れ、洗浄、補修といった作業が必要になるように、頑がん丈じような竜の遺い骸がいを使った装備といえど、似たような作業は必要だ。

　刀剣類は使った後、竜の血を拭ぬぐい、研といだりせねば斬れ味が鈍にぶるし、弓は折を見て弦つるを張はり替かえる必要がある。魔ま砲ほうなんかも高温になる薬室や砲身の煤すす汚よごれはひどいらしく、刻まれた魔術式や魔ま力りよく炉ろの点検と併あわせ、特に入念な手入れが要る。

　鎧にしても、装甲同士を繋ぎ合わせる留とめ具ぐは装甲ほど頑丈な素材で作られていないことも多く、交換や点検は必要である。

　が、エインの装備にとって致ち命めい的てきだったのは、それらの『長保ちさせたかったらやっておくべき』程度の、基本的な手入れの不足などではない。

「……ちなみに、どういう認識で補給なしでも大丈夫だと思ってたの？」

「そ、そりゃ、竜の遺骸だし。詳しいことはわかんないけど、宿ってるすごい『加護』のおかげでとにかく超便利、みたいな…………まさか、減るなんて思ってなかったし」

　加護は減る。

　熱に似ているとはいえ、懐ふところに入れておいた温おん石じやくが翌朝には冷え切っている、というほど極きよく端たんな減り方はしないが。

「確認のためにもう一度教えておくけど……」

　前置きして、ジンはエインに復習を求めた。

　加護とは、言いい換かえれば魔力のことだ。

　竜の遺骸を使った装備は、他の物品とは比較にならないほど大容量の、魔力の容いれ物ものなのである。

　装備を身に着けている限り、着用者の肉体強化、装備自体の頑強性強化といった働きにより魔力は消費され、減っていく。

　水がめに張った水を汲くみ出だせば、中身の水が減っていくのと同様に。

　生きた竜であれば、ほかの生物や竜を捕食し、あとは眠っているだけでも、魔力炉である心臓から魔力を生み出せるが、生物としての活動を止めた装備となるとそうもいかない。

　四六時中着用して、まして戦闘行動など行えばその魔力の消費量は跳はねあがる。

　装備は『生きている』と謳うたわれるだけあり、ある程度は着用者の感情や鼓こ動どうに呼応して状況ごとに必要な魔力量を調節してくれる。

　平時には最低限の肉体強化、戦闘時には最大限の肉体、装備自体の頑強性強化といった具合に。

　そうやって消費した魔力は、どこかで補給しないと、いずれは底そこをつく。

　底をついた結果が先日の装備崩壊だ。

　エインのような高級装備、特に布のようなものは、着用者の身体からだに合わせ伸しん縮しゆくする機構を備そなえている。その機構の作動に使われるのも装備が秘ひめた膨ぼう大だいな魔力の一部で、魔力を失えばあんな風にほどけもする。

　一切交換しなかったせいでガタの来ていた留とめ具ぐは、魔力喪そう失しつと同時に強度の限界に達して壊れ、装甲が剝はがれ落おちていく結果に至ったのだろう。

「ま、まあほらでも、結果的になんとかなったし、今のうちに勉強できてよかったっていうかさ、ね？」

　エインは誤ご魔ま化かすように、目をそらしながらそんなことを言う。

　たしかに、水がめのたとえを続けるなら、魔力が切れてもそれは水がめが空になっただけのことではある。水を注そそげばまた満ちる。

　問題はその、水の値段だ。

「エイン。今、所持金は？」

「………………ゼロです」

　いっそ笑みさえ浮かべて問いかけてみると、エインは縮ちぢこまりながらそう答えた。

　以前、エインの装備が金で賄まかなったものだと知った時、ジンは思った。

　どこの世界にＣ級装備なんてものを娘に買い与える親がいるのかと。

　値段も『維い持じ費ひ』も戦力も、軍隊を買い与えるようなものではないか、と。

　もちろんジンも正確な軍隊の維持費など知らないが、規模次第にせよ、給金や衣食の面だけでも、軍隊が金喰い虫と化さざるをえないことぐらいは聞きかじっている。

　軍隊における給金、食事といった『それらを十分に機能させる』のに必要な出費、維持費が、竜の遺骸の装備においては魔力ポーションの購入費用になる。

　Ｃ級装備は膨大な魔力貯蔵量と、その膨大な魔力を大量に使用した肉体強化を誇っている。当然、消費量も補給に必要なポーションの数も膨大だ。

　その膨大な魔力が底をつくほどに使い切ってしまったのだから、補給に必要なポーションの量も費用も推おして知るべしである。

　王都へ到着するまでに立ち寄ったいくつかの街で買いこんだポーション、王都の鍛か冶じ屋やに払った留め具の交換等の修繕費用で、屋敷から持ち出してきたエインの資金は底をついた。

　最終的にかかった費用のいくらかはジンが立て替え、修繕費用に至っては（護衛クエストの報ほう酬しゆうという名目で）セシルに頼らざるをえなかったほどである。

　もう素す寒かん貧ぴん。

　どうすんのこれから。

「せめて孤島で四六時中装備つけてる違和感にもっと突っこんでいれば……いや、俺自身がもっと節約して、ギルドでも装備をつけずにいれば、エインの方から疑問に思って教えるチャンスが……」

「やめて！　ごめんって！　アタシが悪かったから！　自分を責める感じで結果的にアタシの無知っぷりが浮うき彫ぼりになるやつやめて！」

　呟つぶやいているとエインががくがく肩を揺ゆらしてすがりついてくるが、いや実際、ジンが気をつけていれば早めに正せた勘違いではありそうなのだ。

　凍とう土どの孤島で寝る時にすら装備をつけている理由については、ジンの夜よ這ばいを警戒しているということで納得してしまった。

　手入れや補給のタイミングは身体を拭ふくため、あるいは寝る前など、装備をはずした時などが多く、そりゃ女の子のそういう場面を観察しているわけにもいかないので気づきようもないのだが……あれ、赤青コンビは気づかなかったのだろうか。

　ジンもクエストや、ギルドに用事がない日はできるだけ装備は寝かせて魔力の消しよう耗もうを抑えていたが、ギルドの酒場はうっかり生身で喧けん嘩かのとばっちりを喰らうと命に係かかわるので、すぐ被かぶれる兜かぶと以外は着用しておくのが習慣だった。

　エインとはギルドに用事がある時や帰りにしか会わなかったし、やはり気づくタイミングはなかったのだろうが……。

「失礼。ライラ様の御お支し度たくが整いました。陛下もお待ちです」

　ジンが持ち前の根暗ぶりで自省を重ね、エインが責任を感じて涙目になり、セシルがやれやれと肩をすくめていると、控室のドアがノックされ、ようやくお呼びがかかった。
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「噓うそだろ……」

　その人物を目にした瞬間、ジンの口から思わず漏もれたのは、そんな言葉だった。

　石造りの大広間。

　部屋の役割からすれば意外なほど飾かざり気けがない。しかしただ白い、磨みがき抜ぬかれた石の滑すべらかな照り返しが、入念な手入れを欠かしていないことを物語る。

　入り口からまっすぐに敷かれた赤い絨じゆう毯たんの先、部屋の最奥、周囲より何段か高くなった場所に据すえられた玉座に、その人物は悠ゆう然ぜんと座していた。

「おかえりなさい、セシル」

「は」

　凜りん、と響く厳げん粛しゆくな声。

　玉座の手前、数段の階段の下でひざまずいたセシルの態度からしても、その人物が、目的の彼女であることは疑いようもない。

　アムスガルド女王・シェリル。

　名実ともに現在のこの国、アムスガルドのトップであり、ライラと、ライナスの実母。ジンにとっては実父の後妻、義理の母に当たる人物である。

　父によって存在自体を秘ひ匿とくされていたジンは、実は今日がシェリルとの初対面になる。

　噓だろ、と。

　ジンは胸中で繰り返す。

　父が、後妻を迎えた後も、亡き妻、ジンの母親に執しゆう着ちやくめいた愛情を持っていたことは知っている。後妻との結婚は体面を保たもつためだけの、形ばかりであったのかもしれない。

　だが、しかし、だとしても。

　ライラがいるということは、子を成なすことはしたはずで。

　ジンはまじまじと、いっそ不ぶ躾しつけなほど、シェリル女王の姿を見つめる。

　見つめながら、またごくごく小さいながら、声を漏らしてしまう。

「親父、アンタ……」

　たしかに威い厳げんはある。

　宝石を散りばめたドレスと、それを着こなす気品と風格は、なかなか出せるものでもないだろう。

　とはいえだ。

　どうひいき目に見ても、シェリル女王のその姿は、端たん的てきに言って、

「…………ロリコン、だったのか」

　幼女だった。

　世間には、「娘さんとは親子というより姉妹に見えますねー」なんて世せ辞じの常じよう套とう句くがあるらしいが、そういう次元じゃないだろう。

　栗くり色いろの長い髪も、ライラによく似た翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみも完全に姉だから似ているとしか思えない。だってせいぜい十歳前後にしか見えないのだ。とても子どもを産んでいるようには見えない。ていうか産んでたらダメなレベル。何がダメかというと主にこの場合、父の性せい癖へきが最高にアレである。

「何か言いたげですが、ご安心なさい。あなたの父君は一応、正常でした」

　まじまじと向けられたジンの視線をどう解かい釈しやくしてか、シェリル女王は気を悪くするでもなく、そんなことを言い出した。

　玉座に腰かけたまま、妙に大人びた仕草で、（床に届いていない）脚あしを組くみ替かえる。

「さすがにわたくしの姿には抵抗しかなかったようで、行為の際は特殊な幻覚を見せる魔術薬で、もっと大人らしい裸ら身しんに」

「…………」

　たぶん親切心なのだろうが、できれば実の親のそういう話は聞きたくなかった。

　しかし、そこまでしてなんでこの人と結婚を……と、続いて湧わきあがってきた疑問は、次いで女王が発した言葉により、察さつしがついた。

「さて。あなたにもおかえりなさいと言うべきかしら。それと呼び名は、今この場では、ジン・アマルギアとしておくべきかしらね」

　ジンはいくらか、警戒感を引きあげる。

　ジンの存在自体は、ライナス経けい由ゆでバレていてもおかしくはない。

　ジン・アマルギアという名前自体も、セシルからの書簡や、王都にあるギルドの支部経由で情報を得るのは容よう易いだろう。

　だが今の言葉には、ジンという名前が偽ぎ名めいであり、かつ、ジンの本当の名前も知っているかのような含ふくみがあった。

　その名前は、ジン自身はおろか、父すらも、王位についてからは呼ぶことのなかったものである。

　父が生前に漏らしていたという可能性も排はい除じよはできないが、今、ここで牽けん制せいのように、そんなところにまで『調べがついている』と仄ほのめかすということは、ジンのスキルについても、深いところまで知っている。

　そう言いたいのだろう。

「警戒の必要はありません。わたくしはあの人のように、あなたを使おうなどとは思わない。危害を加えるつもりもなし。もちろん、この国の中で悪用するというのなら、その限りではありませんが」

「…………ああ、そういう」

　女王の言葉を聞いて、ジンは肩の力を抜いた。

　すると「あら」と、女王も眉まゆを軽く動かした。

「そこで力を抜けるということは……ふむ。こちらの杞き憂ゆうでしたか」

「……あー、勘かん弁べんしてくださいよ。心臓に悪い」

「失礼。紙の資料から、人間性まで測はかるのは難しいもので」

　などと二人して息を吐いていると、横に膝ひざをついて黙っていたエインが手を挙あげる。

「ちょ、ちょちょ、ちょっと？　何いまの？　何がどうして何をどう納得したのアンタた……お二人とも」

　言葉の最後を丁寧な表現に言い直したのは、セシルにギロリと凄まじい眼光を向けられたからだろう。

　エインからすると意味不明なやり取りだったのだから仕方ない。

「女王様は俺のアレについて知ってるっぽい。で、モノがモノだけに悪用されたら厄やつ介かいだろ？　そこに釘くぎを刺さしつつ反応を見てみたと」

「反応って？　なんでそんなの見る必要あるの？」

「そりゃもし俺が図ず星ぼし突つかれたような顔をしたり、裏で何か企たくらんでんなコイツって印象があったら始末するためだろ」

「しま……!?」

　エインは目を剝むいているが、一国のトップとしては当然の対応だ。

　そして当然の対応を当然のように取れるトップというのはそう多くない。今の心臓に悪いやり取りと圧力だけで、シェリル女王への『幼女』という印象は霧む散さんしている。

　いや見た目は何度見ても変わらないのだが、性癖とは無関係に、たしかに、父が好みそうな女性だというか。要するにとても……『使える』人なのだろう。

　ライナスが直接的なクーデターではなく、対外戦争で手柄を立てるなんてまどろっこしい手を選んだのも、対峙する相手がこの女王であるなら理解できる。

　できれば敵に回したくはないタイプだ。

「では改めて。ライラを無事に送り届けてくださったことに御礼を。それと、愚ぐ息そくの不始末について謝罪させていただきます。面倒をかけましたね」

　見た目通り過か度どに若わか々わかしい声で、女王は釈しやく明めいというか、懺ざん悔げを始めた。

　ライナスの企てや末まつ路ろについては今後も秘ひ匿とくされるはずだが、事情の把は握あくを許可されているのか、護衛を兼かねているらしい侍女二人も、そのまま脇わきに控ひかえて女王の声を聞いている。

　ライナスが、実父による虐ぎやく待たいで不安定な精神状態であったこと、そんな生活から救い出してくれた前王に、偏へん執しゆう的てきなまでの尊敬と執着を見せ、気づいた時には母である女王にももう、どうしてやることもできない状態であったこと。

　前王の死の直後から、ライナスは虎こ視し眈たん々たんと王位を狙い続け、女王は彼の暗あん躍やくを阻はばみ続けていたが、なかなか尻尾を摑ませず、民草に対する密かな凶行までは阻みきれなかったこと。

　エルテンシア家との婚約についても、半なかばライナスの独断によるものだったという。

　注意はしていたはずが、みすみすライラを連れ出される失態にまで至った。

　民草の反発を恐れ、ライナスの裏の顔についてセシルに明かしていなかったことも仇となった。

「こちらの不ふ手て際ぎわで、あなたがたには大変な迷惑を……」

「……まあ、公務もあるんでしょうし、アイツの暴走を密ひそかに抑え続けるってのも難しいでしょう」

　むしろ二年近く、それを成なせていたことの方が驚きではある。

　まんまと父を出し抜いてジンに殺害させた辺り、ライナスはそういった暗躍が得意なタイプだった。

　だからジンが気に留とめたのは、もっと別の点だ。

　女王は釈しやく明めいの間、淡々と、無表情で、事実をありのまま語っていた。口調からすれば息子であるライナスに対し、冷たいと言えるほどの態度だった。

　だが。

「……むしろこちらこそ、すみません」

　ジンはそう、謝罪を返した。

　隣となりで、エインとセシルが首を傾かしげる気配があった。善悪を語るまでもなく、ただ嫉しつ妬とと身勝手な私し怨えんで命を狙ってきたライナスを殺したことは、ごく正当な自己防衛の範はん疇ちゆうであり、ジンが謝るようなことではない。

　それでもジンは謝った。

　謝ることぐらいしかできなかった。

　たしかに、ライナスの暗躍を阻み続けるのは容易たやすいことではない。

　しかし阻み『続ける』ことに限界があるとしても、二度と暗躍ができないよう、始末すること自体はそう難しいものではないはずだ。

　事故、病気、行方不明、そのいずれかに見せかけて、世間には穏やかな悲劇に見えるよう工作することも、王位にいて、『使える』彼女には造ぞう作さもない。

　女王はそれをしなかった。

　できなかった、のだろう。

　非合理的ですらある選択肢を取る理由の候補は、そう多くない。

「……嫌な子どもですね、あなたは。素直に恨うらませてもくれませんか」

　フッと、そこで初めて、女王は皮肉げな笑みを浮かべた。

　ジンはそれに沈ちん黙もくで応じる。

　どんな息子だろうが、女王はライナスに親としての愛情を抱いていたのだろう。でなければさっさと、始末していたはずだ。

　事情があっても、ジンは女王にとって、息子と、そして夫の仇かたきである。

　二人を殺したことに後悔はない。

　それでも事実だけは認識しておくべきだ。

　目をそらした先に待つのは、自分を許してくれたかのように『見える』相手に、背中を刺さされる未来だろうから。

「……にいさま？　どこか痛いの？」

　と、綺麗な服を着て、今までおとなしくセシルの隣に控ひかえていたライラが、眉根を寄せて、心配そうな声をかけてきてくれる。

　ライラすら、いずれはそうした『警戒』の対象に入れなくてはならないのは、正直キツいなと思う。

「陛下。そろそろ」

　玉座の脇に控ひかえていた侍女からそんな声がかかり、手早くお互いに必要な事務的な確認を済すませ、それで会談は終わりだった。

　微妙に気まずい雰囲気ながら、ジンたちは立ちあがり、玉座の間を後にする。

　最後に、少し、

「かあさま、ばいばい」

　セシルに手を引かれ、振り向きながら手を振るライラへ向けられた、女王の目だけが気になった。

　実の子に向けるにしては剣けん呑のんな──ことさらに、冷めた目が。
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「……気づかれてはいませんね」

「は。最後に、やや違和感を抱いた様子はございましたが……それだけでは、おそらく全容を察さつするには至いたらないかと」

「そう。では引き続き、気取られぬよう」

「承知いたしました」

　ジンたちが玉座の間を去った後。

　女王と侍女がかわした短いやり取りは、ほかの、誰の耳にも届かなかった。
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「厳きびしい結果を告つげねばならない。少し、覚かく悟ごしてほしい」

　カウンターごしに、渋しぶい声でそんな前置きをされ、ジンとエインは早くも顔に苦いものを浮かばせた。

「結論から言えば成果はゼロだ。どのパーティーも、いや、誰一人として、君たちと組むことを承しよう諾だくしてはくれなかった。理由はわかるね？」

「え、ええと、一応アタシ、Ｃ級なんだけど……それでも？」

　おそるおそるといった様子で、エインが小さく挙手しつつ言う。

　はぁ、と物もの憂うげなため息をひとつ漏らし、カウンターの向こうに座る、初老のギルド職員は、机上の書類を指先で叩く。

　以前のギルドの、あの受付嬢さんと比べると、風格のある人物だった。

　白髪しらがが多く灰色に見える前髪は、片側だけがやけに伸ばされている。隠された右目の位置に見えるのは、竜の大きな鱗うろこ一枚で作られた眼帯だ。残された左目の視力も低いのか、鼻の根元には小ぶりな視力矯きよう正せい器き具ぐ、眼鏡めがねが乗っている。

　若い頃は美丈夫だったことを思わせる、彫ほりが深く、皺しわも深い理知的な面立ちは、学者にも、医者にも、銀行屋にも見える。

　実際のところは元討伐屋で、右目と膝の負傷で引退、ギルド職員となったらしい。

　糊の利いた制服の左胸には、『ジョスト・カリス』と刻まれたネームプレート。ここ、アムスガルド王都のギルド支部において、ジンとエインを担当してくれている。

　……本人からすれば、担当させられている、という印象かもしれないが。

「エインズ・エルテンシアくん」

「は、はい」

「各ギルド支部間の連れん携けいは、諸君らの認識以上に密みつだ。我々にとって情報は命。最近では全支部が、高価な遠距離通信用魔導器を導入、互いの動向を知ることで切せつ磋さ琢たく磨まし、登録者諸君に公平かつ良質なサービスを提供すべく、全力を尽つくしている次第だ」

「は、はあ。……それが？」

「君の前科、いや失礼、『虚きよ偽ぎ・誇こ張ちよう表ひよう現げんをふんだんに使った経歴の粉ふん飾しよくおよび、成せい果かの過剰申告による報ほう酬しゆう詐さ取しゆ未み遂すい』について、我々も承知していると言いたいのだよ」

「っ!?」

　ばっとエインが『話が違う』と言いたげに、ジンの方を見る。

　いやそんな顏をされても、通信用魔導器の導入などジンにとっても初耳だ。『街を変えれば風ふう聞ぶんも遠ざかる』という以前の認識については、お詫わびして訂正させていただきたいが。

「無論、登録者の生命と安全に責任を持つべきギルド職員として、これらの情報は公正に開示させていただいた」

「うぅ……それじゃ誰も組んでくれるわけないじゃない……」

「誤解をしているのなら訂てい正せい願ねがうが、私としても手は尽くした。ここアムスガルドまでの道中、君が目を見張るほどの成長を見せ、数々の竜を手て際ぎわよく処理したというアマルギアくんの証言も、こちらで把握している竜の遺骸の断面が君の『大おお太た刀ち』によるものだという証拠を添え、誇こ張ちようにならない範囲で強調している」

「え。じゃ、じゃあ」

「そう。これらの好材料程度では覆くつがえせぬほど、過去の悪材料が大きすぎるというだけの話だ。因いん果が応おう報ほうというわけだな」

　ばっさりと切り捨てられて、しゅん、と縮こまるエインだった。

　まあ、ジョスト氏ほど勤勉ではない前の街のギルドにも、詳細な経歴の確認、照会を怠おこたり（何しろ登録者の数が多いので、その辺り雑というか、ギルド間で注意を呼びかけられている人物ぐらいしか調査しないケースも多いのだと、ジョスト氏が苦にが々にがしげに言っていた）、エインが雇やとったサクラが吹ふい聴ちようする経歴を信じていた……という落ち度があるにせよ、諸しよ悪あくの根こん源げんはエインだ。

　実績を積んで地道に返上していくしかない汚名だろう。

「他ひ人と事ごとのような顔をしているがね。アマルギアくん」

「……あ、はい」

　眼鏡の奥の眼光を向けられて、ジンはビクつきつつもそう応じる。

「問題は君にも大いにあるのだよ。いや、君の方が根は深い」

「……あ、すみません」

「私に謝ってどうなる。二年、二年だ。二年もあってなぜＦ級装備のままだったんだね君は。この空白期間は一体なんだ？　コミュニケーション能力に不安があるにせよ、常軌を逸いつしていると断じざるをえない愚ぐ行こうだ」

「……あの、その、いや、はい」

「会話の際は、相手の目を見るべきだと思うがね？」

「……すみ、すみませ」

　ぐうの音も出ない正論だが、無理、怖い、顔、あげられない。

「ちょ、ちょっとやめてよ！　これ以上ひどくなったらどうすんのよ！」

「む。いや失しつ敬けい、つい。昨年まで人事部にいたものでね」

　エインに庇かばわれてしまった……ひどくなるってコミュ障しようがだろうか。どうしようすごく泣きたい。あとギルド職員の採用試験だけは絶対受けるのやめようと思いました。

「ほ、ほらジン、別に怒られてるわけじゃないから、ね？」

「……気き遣づかいをありがとう。……かえってみじめになるのであやすのはやめて」

「はいはいよしよーし」

　ジンの反応が面白かったのだろうか、何かくすぐられる、みたいな顔をしたエインが、ぐしぐしと頭を撫なでてくる。

「チッ」「クソが」「殺す」

　マジでやめて。ここ酒場だから。背後で同業のみなさんの舌打ちと殺意が咲き乱れているから。イチャついてるかのように誤解されてるから。

　ごほん、とジョスト氏の咳せき払ばらいが響いて、エインはようやく手を止める。












「さて、結果は最初に述のべた通りだ。君たちと組みたがる者はいない。現状、打つ手はないと言える」

「うー……」

「一応、エルテンシアくん一人なら受け入れてもいいという提案はあったが」

「それは絶対に嫌」

　ジョスト氏を遮さえぎり、エインは常よりキツい、断固とした語調で言う。が、ジョスト氏はそれに気分を害するでもなく、うなずいた。

「……だろうな。まあ全員男性の、ごく個人的な意見が許されるなら、私としてもあまりオススメはしがたいパーティーからの提案だ。聞かなかったことにしてくれ」

　公正なジョスト氏がそこまで言うからには、よくて下心が見え見えの、最悪、いつぞやの孤島で出くわした奴らの同類みたいな連中だったのだろう。

　あの時のように、いっそ二人だけでクエストに出られれば話は早いのだが、

「念を押しておくが、初日に言った通り、現在、単独ないし二人でのクエスト受注は許可できない。最低でも三人。条件を満たさずに竜の棲せい息そく圏けんへ出て、偶発遭遇による竜の討伐を装い、遺骸の買い取りを求められたとしても、支払いはない。そのつもりで」

　ジョスト氏の念押し通り、そうはできない事情があった。
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「結局マジなん？　あの噂うわさ」

「さあ。まあギルドが警戒を呼びかけてんだし、まったくのガセってこともないんじゃねえの」

「噂といやあ、知ってるか？　その噂の奴、何年か前にも噂になってたらしいぜ」

　ギルドが運営する酒場の空気は、街や国が変わろうと、そう大きくは違わない。

　夕刻になると、クエスト帰りや、食事を取りにやってくる討伐屋の姿が増えてきて、応対するウェイトレスの数も合わせて増える。

　酒場が活かつ気きづき、喧けん噪そうが大きくなると、周囲の音に負けないよう、近くにいる者との会話の声も大きくなる。

　自然、近くに座る討伐屋たちの噂話なんかは、ジンとエインの耳にもかえって届きやすくなり、

「前にもあったのか？　似たようなこと」

「いや、今回とは状況も場所も違うが。なんせ、内戦中の怪談、与よ太た話ばなしの類たぐいでよ」

「内戦中だぁ？　じゃあ関係ねえだろ今回のとは」

「いやいやそれがな、内戦中、噂になったそいつも同じなんだよ」

「何が」

「なんでもそいつも──」

　そこで、噂話を主導する討伐屋は、もったいぶるように一拍置いた。

「──『死ね』と一声出すだけで、相手をまとめて吹っ飛ばしちまうらしい」

　ごほっっっ！　と、隣でエインが盛せい大だいにむせ、食べかけのブルストが喉のどに詰つまったのか、その場で苦しみ始める。

　ジンは努つとめて平静を装よそおい、エインの背を叩き、水を飲ませて落ち着かせてやる。

　隣人たちは少しエインに目を向けていたが、自分たちとは関係ないとわかると、話を戻す。

「はあ、そいつはたしかに、『今回の』奴と無関係とも思えねえなあ」

「だろ。けど不思議なんだよなぁ」

「不思議ってーと？」

「や、内戦の噂の方だとそいつ、なんつーか、当時の反乱軍の秘密兵器っつーか、やべえ、こりゃもう負けた、って戦線に現れて敵を薙なぎ払はらっちまう、一種の『英雄』みたいに語られてたはずなんだよ」

「英雄ねえ……」

「あ？　なんだよその微妙な顏」

「そりゃあれだ、プロパガンダってやつじゃねえの。劣れつ勢せいな方がよくやるだろ、うちにはこんなやべえ奴がいるから大丈夫って士し気きあげたり、逆に敵の士気をくじいたり」

「ハッタリってことか？」

「おう」

「いやいや、そういう類いの『英雄』なら、反乱軍には前の王様がいたはずだろうよ」

「……それもそうか。神輿みこしとして担かつぐにしても、怪談扱いされるような、得体の知れない輩やからじゃなあ」

「で、ハッタリじゃなく、そういう『英雄』が実在したとしてだ。今回のと比べるとどうよ」

「……まあ今回のは、よく言っても『通り魔』の類いだしなあ」

「『英雄』が落ちぶれて、通り魔にでもなっちまったのかねえ」

「そっ──もがっ」

　警戒しておいてよかった。

　何が気に障ったのやら、立ちあがって彼らに声をあげかけたエインの口に、ブルストを突っこんで黙だまらせる。

　もぐもぐもぐごくん、ときっちり食べ終えた後、エインはジトッとした目でジンの方に顔を寄せてきた。内緒話に必要なのはわかるのだが、ちょっと近すぎやしませんか。

「あの『英雄』ってアンタのことでしょ？」

　アムスガルドまでの道中、セシルの口からも『得体の知れない力で軍勢を屠ほふる』存在の噂が出て、たぶん自分のことだとジンも肯こう定ていしたので、エインもジンが内戦に係かかわっていたことは承知している。

『「死ね」と声を発する』という条件まではセシルの知る噂にはなかったようだし、隠しようのない、木こっ端ぱ微み塵じんの大軍の死体はともかく、スキルを使う場面を一般の兵に目撃された記憶はない。

　どこか、父ですら手の回らないルートから情報が漏れたのか、あるいは『今回の』噂と結びついて、『英雄』の噂の方まで内容が追加されたのか。

　思ってたほど自分の存在は隠せていなかったんだなぁと、自由を得てすぐに国を出たため、今さら知ることになった状況への感想を抱きつつ、ジンはエインに応じる。

「だとしたら？」

「『今回の』奴は、アンタの偽ニセ物モノってことでしょ。いいの？　せっかく『英雄』だったのに、『通り魔』扱いされちゃってるわよ」

「……まず『英雄』なんてものになったつもりないし、単に俺と似たようなスキルを使える奴がほかにもいたってだけの話かもしれないだろ」

『偽物』つまり、ジンの仕し業わざに見せかけた誰かがいると判断するのは早そう計けいだ。

　エインはジンが『通り魔』扱いされたと捉えて反論しかけてくれたのかもしれないが、どんな根拠で『通り魔』と『英雄』とやらが別人だと説明するつもりだったのか。

「じゃあこのまま黙だまってる気？　元はといえば、アンタとアタシがクエスト受けられないのもそいつのせいなのに」

「それは頭の痛いところではあるんだけど……」

　ギルドが公式に、単独や二人でのクエスト受注を認めてくれない原因こそ、件の『通り魔』の存在なのである。

　ジョスト氏曰いわく、最近、管かん轄かつの竜の棲息圏で目撃されている得体の知れない存在。

　なんでも──「死ね」と発するだけで、竜も、人も、破は裂れつしたかのように木っ端微塵に吹き飛ばしてしまう、そんな存在なのだという。

　まるで、ジンと同じスキルを持っているかのような。

　最初は吹き飛んだ竜の死体が目撃されるだけだったが、そのうち竜を吹き飛ばしている人影の目撃証言が出て、さらにほどなく、複数のパーティーが襲われ、人的被害が出るまでに至いたっている。

　生き残った討伐屋の証言は、灯あかりに乏とぼしい竜の棲息圏で、夜間に遭そう遇ぐうしたということもあり、いまいち統とう一いつ性せいに欠かけていた。

　人影は男だとも女だとも、老人だとも子どもだとも言われ、ただ唯ゆい一いつ共通しているのは、人影が「死ね」と発すると、本当に仲間たちが死んだという点のみだ。

　被害者側にも、竜の棲息圏で活動していた以外の共通点は見られず、殺害を目的に殺害された、『通り魔』めいた凶行でしかないという。

　ただ、もともと殉じゆん職しよくは珍めずらしくないのが討伐屋だ。

　ギルドとしては『この程度の』事件で通常業務を止めるわけにはいかない。

　とはいえなんら対策を打たないのでは、『登録者が晒さらされた危険に対し何もしなかった』という事実が、ほかの競きよう合ごうギルドによるネガティブキャンペーンなどに利用されかねない。

　そこで選ばれた、お役所的な性格も持つギルドらしい微び妙みような折せつ衷ちゆう案あんが、「ギルドとしても対策していますよ」という対外的な言い訳めいた、二人以下でのクエスト受注禁止というものだった。

　もともと二人以下でクエストに臨のぞむ無む謀ぼうなタイプはそう多くないので、実際のところ何も対策していないのと同じである。

　が、そんな毒にも薬にもならないはずの対策の犠牲になった無謀なタイプが、ここに二名ほどいる。

「諸悪の根源、その『通り魔』をやっつけちゃえば解決でしょ？」

「そうは言うけど、手がかりもないし、藪やぶ蛇へびは困るしなあ」

　ジョスト氏に探りを入れて、どうやら『通り魔』に殺された竜の遺骸から『加護』が消失している事実はなさそうだともわかっている。

　つまり、『通り魔』のスキルはジンのそれに似てはいても、完全に同一ではない。

　単にジンと、根本的には異ことなるスキルだというならそれでいい。しかしジンがまず危き惧ぐすべきは、別の可能性──何者かがジンのスキルに似せた凶行を起こし、それを使ってジン本人を釣つろうとしているケースだ。

　なにしろここはアムスガルドだ。かつての内戦や暗殺により、ジンの手にかかった犠牲者は多い。ジンの素す性じようは露ろ見けんしていないはずだが、潜せん在ざい的てきに恨うらみを持つ候補は数えきれないほどいる。

　もちろん、それならそれで、ジンへの復讐のため無関係な討伐屋を巻きこむような凶行は、自分の手で止めるべきだとも思うのだが……。

「な、なに？　急に見つめてきて」

　無意識に視線を向けてしまっていたらしく、エインが頰ほおを赤あからめ、たじろいでいる。

　これがジンの過去に関係する事件だとすれば、エインを巻きこみたくもない。

　ジン一人で対処すると言って、エインが素直に従ってくれるかは微妙だ。修しゆう繕ぜんと補給を終えたＣ級装備を身に着けている彼女を、力ずくで拘こう束そくするのも難しい。

　まだ本当にジンの過去と関連しているかもわからないし、できれば正式にクエストに出て、エインが寝静まったあとにでも、こっそり調べを進めたいところだ。が。

「クエストに出るには『通り魔』が邪魔……と」

　堂どう々どう巡めぐりだ。

「いっそもう、ほかの街に行った方がよくない？」

「路ろ銀ぎんがない」

「……そうでした」

　金きん欠けつ問題は解かい消しようの目め処どが立たない。

　魔力ポーションはまだ買いこんだ分が残っているが、Ｃ級装備の魔力消費をそう長期間、賄まかなえる量ではない。

　到着から今日までのここ一週間、宿の代わりにセシルの実家の屋敷で世話になっていて、滞在費用は安く済すんでいるが、ほかの街へ行けばそうもいくまい。

　ライラを送り届けたことへの報酬は前まえ借がり済ずみ。セシルに破壊されたＥ級装備の弁べん償しようも魔力ポーションに変わってしまっている。

　いざとなればライナスに関する『迷惑料』という名目で女王にせびるという手もないではないが、Ｓ級・Ａ級装備という国家戦略レベルの装備を壊してしまったことを持ち出されると差し引きマイナスになりかねず、あの女王に借りを作るのもあとが怖い。

　さっさと王都でクエストをこなし、エインに装備に見合ったクエストを受けられるレベルまで成長して稼かせげるようになってもらうべき、という状況で『通り魔』である。

「………………あの、もし、迷惑だったら」

　おそるおそる、視線をさまよわせつつ、エインが不意に口を開いた。

「アンタだけでも……よそへ、行ってくれても、いい、かも、しれ、なくも」

「は？」

「だ、だってアタシもう、約束の額払えないし……しゃ、借金すれば、立て替えてもらったお金と、アンタ一人の路銀くらいは用意できる、と思う、し……っ」

　うるうると瞳を潤うるませ、震え声でそんなこと言われても。

「……そこまで薄情でもないから」

「ほ、ホントに？　す、捨てない？　アタシのこと捨てていなくなったりしない？」

　その表現やめて。

　周囲のみなさんがとても白い目を向けてくるから。

「俺のことどういう奴だと思ってんの……」

「守しゆ銭せん奴ど」

「……そこは否定しないけど。君の成長ぶりからすると、案外、約束の額稼げるようになる日も遠くない気はするし、投資と思って付き合うよ」

「そ、そっか。そ、そうよね！　それぐらいすぐに稼げるようになるしねっ！」

　銀行屋の娘だけあって、『投資』というたとえとジンの守銭奴ぶりの結びつきが信しん憑ぴよう性せいに繋がったのか、エインはパァッと顔を輝かせて胸を張った。

　調子に乗ったような態度のあと、ほ───っと深く息を吐く姿に可愛げのようなものを覚えてしまった辺り、ジンも約束の月給抜きに、エインに情が湧わいてしまっていることは否定できなかった。

　……なんて自分の内心に動揺したのもあるが、照れを隠すように、ジンは「それに」と付け加えた。

「どっちみち俺一人だと、ろくすっぽ稼げないし」

「……あ、うん。そうよね」

「可哀想な人を見る目はやめて。君の協力があれば装備ももう少しマシにできるだろうし、作りたい物もある」

「作りたい物って……例の？」

　エインは周囲を気にして言葉を濁にごした。

「アンタそれ、いいの？　昔それでこう、捕つかまってたんでしょ？　いい思い出ないんじゃないの？」

「そりゃないけど。便利といえば便利だし」

　父がジンを拘束し、従したがわせるのに使っていたもの、『首輪』である。

　首輪から伸びる竜の髭ひげがジンの口元を覆い、スキルの行使を阻はばむ。

　ジンにとっては嫌な思い出の象しよう徴ちよう、自由を得たあとにスキルを使って壊したほどの物ではあるが、場合によっては『暴走』覚悟でスキルを振るう必要に迫られるかもしれず、エインという仲間の手による首輪の遠えん隔かく操そう作さも頼める現状、あった方が選択肢は増える道具だ。

　王城に同種のものは残っていないらしいが、ジンの膂りよ力りよくで壊せない程度の頑がん強きようさがあればいいので、竜の遺骸を集めれば、類るい似じ品ひんは作成可能だろう。

　できれば口が堅かたく、腕のいい魔術師に作成を依頼したいところである。

「……何をやるにも、とにかくまずはクエストに行くしかないわけね」

「結局そこに尽つきるんだよなぁ……」

「せめてアンタの装備も、あのＣ級を使えたら」

「それは言わないって決めただろ……」

　数日前、ジョスト氏からジンとエインと組んでくれる『仲間募集』の結果が芳かんばしくなさそうだと、途中経過を聞いた段階で、ジンは「やむをえないか」と思っていた。

　エインの前科もあるにせよ、仲間が集まらない一番の原因は、ジンの装備の頼りなさだ。Ｃ級とＦ級が組んでいるというアンバランスさも、この場合は訳わけアリ感というか、胡う散さん臭くささを感じさせてマイナスだ。

　ジンには一応、Ｃ級装備の手持ちもあった。

　凍土の孤島で、あの盗賊じみた連中から手に入れた『颯そう牙が竜りゆう』と『砂さ塵じん竜りゆう』の装備である。

　一方はエインの同級生・ハロに渡すはずだったのだが、ハロは結果として『暴走状態のジンを殺害する』という役目を果たさずに済み、報ほう酬しゆうであるその装備を受け取る資格もなくなったからと、受け取りを辞じ退たいした。

　道中、呪じゆ符ふを貼はって魔力を温存しておいたので、まだ装備の魔力には余裕もあり、これを使うという選択肢はあった。実質盗品のようなものとはいえ、買い手が見つかればそれだけで金欠を解消できもした。

　だが、これも悪あく銭せん身みにつかずというのだろうか。

　ジンとエインは出会ってしまった。

『お願いします！　捜しています！』

『ごきょうりょくおねがいしますっ』

『しますっ！』

　王都の街角で、懸けん命めいに声を張りビラを配る、幼い三人の姉弟に。

　受け取ったビラに、拙つたない字で綴つづられた内容を要約するとこうだった。

　三人の両親はかつて討伐屋で、ある時、不幸にも仕事中に亡くなった。

　どちらもＤ級で腕はよく、評判のいい討伐屋だった。

　いずれこうなる日も予想していたのか、維持費を稼ぎ続ける自信がなく、作成には成功したものの使わずに保存していたＣ級装備二つが、幼い我が子たちへ財産として遺のこされた。

　が、子どもたちは後見人に紹介された、両親の仲間だったという二人組の男にその装備を『貸してくれ』と乞こわれ、「高額な使用料を払ってもらえて、全員の成人まで不自由なく暮らせるようになるから」という後見人の強い勧すすめもあって手渡してしまう。

　両親の遺した装備を丸ごと売ってしまうより、そちらの方がまだいいと、長女が判断してしまったことが仇となった。

　使用料など払われず、後見人も雲くも隠がくれ。

　騙されたのだと気づいた頃には手遅れで、残りのわずかな財産の底も見え、三人は孤児院に引き取られることになってしまった……。

　そして三人の姉弟が配るビラの一枚一枚に手描きされた装備の意匠デザインはどう見ても、ジンが手にしている二つの装備のそれだった。

　装備の詐取というのも、まああの連中なら平気でやるだろう。

　何か、子どもをダシにしたまた別の詐さ欺ぎの類いではないかと裏を探ってみても、出てくるのは明らかにビラの内容が事実と示す証言ばかり。

　結果、深夜にそっと装備を孤児院の入り口に置いて、涙を流して長女が喜ぶ姿を見届けて、今現在に至いたっている。

「あれはまあ、返すしかないわよね……」

「さらに『貸して』なんて頼める経けい緯いでもないしな……」

　元来、正当な所有権のある装備でもなかった。

　なかったものと諦あきらめよう。

「せめてセシルが協力してくれればなあ」

「あれで結構忙しいらしいし、厳きびしいだろ」

「あ、あのぅ」

　誰かに呼びかける声が聞こえた気がするが、酒場の喧けん噪そうのせいだろう。

「いっそのこと、セシルの名義だけ登録してもらって書類上は一緒にクエストに出たことに……」

「ジョスト氏にバレずに？　前科が増えるだけだからやめといた方がいいって」

「ちょ、あのっ！　そこのＦ級とＣ級のお二人っ！」

「「え？」」

　Ｆ級とＣ級と呼ばれ、ようやくジンもエインも声の方を振り向いた。

　今この酒場に、そんな不ふ揃ぞろいな組み合わせは二人以外にいないだろう。

　……なんか既き視し感かんがあるなこの流れ。

「んんっ、えっと」

　振り向いた先にいたのは、軽く咳払いをする一人の少女である。

　しかも、美少女だ。エインに匹ひつ敵てきするほどの。

「はじめまして。わたし、カシア・サリスチャンっていいます」

　鴉からすの濡ぬれ羽色の長い髪。

　ジンがそうであるように、黒髪自体はアムスガルドでは珍しくないが、これだけ艶つやのある綺麗な髪は貴重だろう。

　薄いブルーの瞳に、白い肌。愛想のいい笑みを浮かべた顔立ちにはどこか、子猫のような印象がある。やや切れ長の目のせいだろうか。

　身長はエインよりは少し低いくらい。

　淡いピンク色のローブを羽は織おり、下に着た白いブラウスは、意識してなのか何かの弾はずみでそうなってしまっただけなのか、ボタンがやや際きわどい位置まではずれていて、ジンは目をそらす。……ちなみにサイズは控ひかえめだった。

　短めのスカートから伸びるしなやかな脚線も、背丈ほどの長さの、先端に青い結晶を嵌はめた魔ま杖じようを支える腕も華きや奢しやで、百合の花を思わせた。

「ジョストさんから、二人が仲間を探してるって聞いたんですけど」

「え。仲間？　誰か紹介してくれるの？」

　例によってコミュ障を発動しているジンに代わり、エインがそう言って首を傾げた。

　カシアは服装からして討伐屋には見えない。

　魔杖を携たずさえている辺り、魔術師だろうか。

　ジョスト氏から二人の窮きゆう状じようを聞いて声をかけてくれたということは、仲間になってくれそうな討伐屋を紹介してくれる、という流れだろう。

　と、ジンもエインと同様に考えていたのだが。

「いえ。紹介というわけではなくて」

　カシアは首を横に振るので、エインは「なんだ」と露ろ骨こつに肩を落とす。ジンはそこまで面おもてに出さなかったが、内心は似たようなものだ。

　しかし、それならどうして二人に声をかけてきたのか、という当然の疑問も抱いたのだが、

「ぜひ連れていってください」

　カシアは自身の顔を指差して、

「クエストに。──わたしを」

　そんな願いを口にした。
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　ひと口に竜の棲せい息そく圏けんと呼ばれていても、その範囲は広大で、様よう相そうも場所によってさまざまである。

　巨樹の茂しげる樹海、万年凍土に覆おおわれた孤島、涼しげな高原、平原、火山に荒こう野や、砂漠、熱帯雨林、一帯が丸ごと超巨大な山脈で、その地下の、蟻ありの巣じみた長い洞窟が竜の棲息圏となっていることもある。

　竜が棲む影響なのか、それらがあるから竜が棲んでいるのか不明だが、そうした土地の植物なども、通常より強い『加か護ご』を宿していることが多い。中には加護を宿した鉱物も存在したり、それらを大量に含む土に覆われている場所さえある。

　そうした構成要素の影響で、土地本来の気候を無視した気温、天候になっているケースも多々あり、それゆえ竜の棲息圏は、一種の『異い界かい』とすら呼ばれている。

「あれ？　ここさっきも通らなかった？」

　だが、そんな異界の中にあってすら、今、ジンたちが立ち入っている場所は、異い質しつと評ひようして差さし支つかえない、特殊な空間だった。

「いや。印がないし、気のせいだよ」

　エインに言いつつジンは、手近な石の壁に剣を走らせ、傷をつけた。

　壁にはあちこち、ほかにも多種多様な傷がついている。訪れたほかの討伐屋スレイヤーがつけたものだろう。それらとひと目で区別できるよう、ジンがつけたのはちょうど自分の目線辺り、三重の十字傷だ。周囲の傷より浅いのは、ジンの装備の斬れ味が、普通の討伐屋より悪いせいか。

「ホントまぎらわしいわね……」

　エインがぼやくのも無理はない。

　ジンたちがいるのは、背の高い石の柱や建造物が建ち並ぶ街の一角だ。

　街とはいっても辺りに人影はない。明らかに人の手による物がひしめいているが、ここも竜の棲息圏なのだ。

　熱帯雨林の奥深くにある、『遺い跡せき』と呼ばれる場所だった。

　誰が作ったものかもわからない、アムスガルドの歴史書にすら載のっていない、忘れられた都市。

　古代の神殿めいた建物が無む造ぞう作さに建ち並び、苔こけに覆われた地面も、靴くつ底ぞこでこすれば石で舗ほ装そうされているのがわかる。

　基本人間の立ち入らない土地の多い竜の棲息圏の中では異質だろう。

　広さだけなら、百万人が住むアムスガルドの王都すらしのぐ。

　さらに、無造作に見えて一定の規則性の下もとで建てられた物ばかりらしく、しばらく進むと前にも見たような風景に行き当たり、立ち入った者を惑まどわせる。

　加えて縦じゆう横おう無む尽じんに入り組んだ道が、油断すると元来た道に繋がっていたりもするものだから、しっかり目印をつけながら歩かないとたちまち現在位置を見失うのだ。

「えーと、入り口がここで、さっきの場所からこの方向へ、進んだ歩数が……」

　ジンはギルドで買った地図を広げ、首に提さげた方ほう位い磁じ針しんを睨にらみつつ今来たルートと、壁に目印をつけた位置を書き入れる。

　この手のいわゆる『マッピング』は、樹海や砂漠など、目印にしやすい建造物のない場所では欠かせない作業だが、これだけ建造物がある場所でとなると新鮮だ。

　これを怠おこたると迷うし、迷ったまま帰って来ない新人も例年複数いると聞けば、真剣にならざるをえない。のだが。

「はぁ。それにしても暑いですねぇ」

　至近距離とはいかないまでも、ちょっと必要以上じゃないかなぁとも思える微妙な近距離、視界の端はしでパタパタ揺ゆれる白い布と、その隙すき間まからチラつく汗ばんだ肌が、ジンの集中力を削そぐ。控えめとはいえ本能的に意識は持っていかれてしまう。

「……あ。やだ、ごめんなさいっ！　わたしったらまたっ」

　ジンの手が止まったことに気づいたのか、カシアは無防備にパタパタ広げていたブラウスの襟えりから慌てて手を離し、両手で胸元を押さえる。ご丁てい寧ねいに、うっすらとその両りよう頰ほおが赤く色づいていた。

　周囲の熱帯雨林の気候を引きずっているのか、たしかに暑い場所なのだが、王都を出てからもう三回は似たようなやり取りを繰くり返かえしている。ちなみに一回目にパタパタしていたのはスカートで、さらに刺激は強かった。

「もぉカシア。いくらジンが朴ぼく念ねん仁じんで草食系でヘタレで夜よ這ばいの『よ』の字も企たくらまない、いやそこまでこっちに興味なさげに熟じゆく睡すいしてんのもどうなのよいっそ失礼じゃない？　ってヘタレでも、ちょっと油断しすぎじゃない？」

　しょーがないなぁ、みたいな、呆あきれたようでいて、どことなく相手の隙を注意してやれることが嬉しそうなエインがそんなことを言う。

　さりげなくジンへの不当な印象を盛もるのはやめてほしい。夜這いなんぞ企んだら絶対怒るくせに。あとヘタレって二回言うな。

　注意されたカシアはカシアで、照てれ臭くさそうな笑みなど浮かべ、

「え、えへへ、ごめんなさいエイン先輩」

　甘えた声音でそう言った。

『先輩』と、心なしか強調されたように聞こえなくもない尊そん称しようで呼ばれたエインは、満まん更ざらでもなさそうに口元をゆるめている。

「ま、まあ、いざとなったらアタシが守ってあげるけどね！」

「わぁ！　エイン先輩頼もしい～！」

「ちょ、こ、こらもう、しょーがない後輩ね」

　ぎゅーっとエインに抱きつくカシアと、さすがに驚いたような顔をしつつも、直後にふにゃりとまた口をゆるめ受け入れるエイン。

　……光景自体は平和そのもののはず、なんだよなぁ。

「それで、ジン先輩っ」

「っ、……な、何」

　急にくるりとカシアが振り向き、エインから離れてこちらに近づいてきたので、ジンはびくりと身体を強こわ張ばらせつつ応じる。

　エインはやや名残なごり惜おしそうだ。

　ほら寂さびしそうだからもう少しあっちにひっついててやって、などと一瞬浮かんだ言葉は声にならず、一般的な対人距離よりさらに半はん歩ぽ踏ふみこんだ位置で足を止めたカシアに対し身み構がまえる。ジンにとって適切な他人との間合いは一般よりだいぶ遠いのである。

　緊張感すら孕はらんだジンの態度に傷ついたように、カシアはしゅんと眉まゆを八の字に下げる。そのまま、呼びかけてきた用件とは別物らしきことを問いかけてきた。

「あの、わたし何か、ご気分を害するようなことを……？」

「……あ、い、いや」

「あーほら、そいつコミュ障しようだから。単に可愛い子に近づかれて緊張してるだけよ」

「かっ、可愛いなんてそんな滅めつ相そうもないっ……エイン先輩の方がずっと」

「そ、そう？」

「もちろんですっ！　……同性として、ちょっと自信なくしちゃうくらい」

「カシアだってすっっっごい可愛いわよ！　自信持って、いや持たないとほかの子に失礼でしょ！」

　さりげなく「ほかの子」から自分を除じよ外がいしてそうな辺り、エインは自分の容よう姿しに自覚がある様子だ。まあさすがに自覚せざるをえないだろう容姿ではあるが。

「うう、そんな風に言ってくれたの先輩が初めてですよぅ」

「えー？　そんなことないでしょ」

「……でも昔から、女の子には悪口言われてばかりで」

「はっ、そんなの嫉しつ妬とよ嫉妬！　アイツら陰かげ口ぐち広ひろめるぐらいしか能ないんだから！」

「うっ、うっ、せんぱぁいっ」

「おーよしよし。つらかったわねー」

　同性に対する私怨でも共有できたのか、再び抱ほう擁ようしているお二人。なんでしょうねこの疎そ外がい感かん。

　……今のやり取りに、『どう見たって自分でも自分のこと可愛いって自覚できそうな容姿の美少女が自信なさげに謙けん遜そんする理由に説得力を持たせる』かのような意味合いがあるような気がしてしまうのは、さすがに穿うがちすぎだろうか。




　カシア・サリスチャン。

　エインよりひとつ、ジンより三つ年下の、十四歳。

　本業は魔術師で、王都の魔術学院に籍せきを置いており、本人曰いわく『勉強中』の身だという。専門は魔術工学。より厳密には魔術冶や金きん工学で、加工の過程でどうしても竜本来が持つ『加護』よりも質が落ちてしまう装備の力に対し、できる限り竜本来のそれを保たもち、瞬間的にはオリジナル以上の力を引き出せるよう、新たな加工法や加工のための魔導器を研究、開発する学問だとか。

　ジンたち討伐屋とは、密ひそかに係かかわりの深い学問のひとつといえる。

　最近使い手の増えてきた『魔ま砲ほう』も、元は魔術工学から生まれた、比較的新しい種類の武器であったりする。

　とはいえ、竜の討伐に関しては、魔術師というのはあくまで裏方である。

　鍛か冶じ屋やや薬屋を営いとなむ魔術師でもなければ、討伐屋であるジンたちが出会う機会はあまりない。まして本来、現場、つまり竜の棲息圏に同道するような相手ではない。

『どうしても、今やってる研究に、現地調査が必要でしてっ』

　だがカシアはそんな理由を言って、ジンとエインに同行させてほしいと頼んできた。

『現地調査というか……正確には、現地で探したい鉱こう石せきがあるんです』

　詳くわしい話を聞くと、そう続けた。

　単なる鉱石ではなく、加護を宿した、竜の棲息圏でしか出会えない鉱石だ。それも、そこらの岩がん盤ばんを掘ほれば得られるものでもなく、原理は不明ながら、遺跡に時おり忽こつ然ぜんと現れる稀き少しようなものである。

　それならそれで、ギルドにその探索依頼でも出せばよさそうなのだが、

『お金がなくって……市場で探すと、もっと高価になっちゃいますし……』

　とのことだった。

　王都の学生魔術師が、研究資料を安く入手するため討伐屋として登録し、討伐屋とともにクエストに出ること自体はそう珍めずらしい話でもないらしい。

　ただ問題は、なぜそれでジンとエインを選ぶのか、という点である。

　魔術師はもともと荒あら事ごとに強いタイプがそう多くない、というか、身体からだを鍛きたえたり剣術を身につけたりして討伐屋を目指すより、研究や鍛冶、調合といった職についた方が安全に儲もうかるので、その必要がない。

　竜との戦闘に関して素人しろうとである以上、戦力としては期待できず、本人たちだってできるだけ強く、大人数の討伐屋パーティーに同行したいはずだろう。

『正直に言えば……ほかのみなさんには断られてしまいまして……必要な数の鉱石以外の報ほう酬しゆうはいらないと言っても、足手まといは困るからと……』

　まあ討伐屋だって命がけで、いざとなれば散ちり散ぢりに逃げるべき場面も多い。そういう時、一人で置いていけないような仲間の存在は困るだろう。事前にそういう時に見捨てる約束をしておいたとしても、後味は悪いし、良心の呵か責しやくに耐たえかねて助けに行き、結局自分の命を危険に晒さらしてしまう可能性もある。

　ジンやエインの仲間になることを拒否した彼らを含ふくめ、責任を持てない相手との同道を断るのは、むしろやさしさでさえある。

『ひ、ひと組だけ……受け入れて、連れて行ってくれたパーティーも、あるにはあったんですが……』

　震ふるえた声で語られたその先は、つまり「やさしさ」に欠けるパーティーについて行った結果だった。

　カシア以外男性のみのパーティーで、一晩目の野営をするなり、

『か、囲まれて……や、役に立たないんだから、これぐらい奉ほう仕ししろって……わ、わたし怖くて、なんとか魔術で目をくらませて逃げてきて……』

　危険な目に遭ったとのこと。

『……そいつら今どこ』

　と、エインが目を据すわらせて立ちあがった時にはもう、カシアの頼みをどうするかはほぼ決まっていたと言っていいだろう。

　ぎゅっと自分を守るように腕を抱くカシアの姿に、以前のトラウマや怒りが蘇よみがえってしまったのか、今すぐ犯人を斬きり捨すてに向かいそうなエインだったが、カシアは縋すがるように引き留めた。

『だ、だめですそんなっ！　わ、わたしが不注意だっただけなんですっ、な、何かされる前に逃げては来られましたし、それなのに、そんな、もし、あなたまで危ない目に遭ったら……っ』

『カシアちゃん……ん。わかった。とりあえず、クエストの件はこっちこそお願いするわ。アタシとジンも困ってたとこだし』

『ほ、ほんとですかっ!?』

　と驚いたように、目尻に涙さえ光らせてエインの手を握ったカシアの反応が、ジンが初めて具体的に抱いた、彼女への違和感だろうか。

　断るに断れないような経けい緯いと、そこまでして件くだんの鉱石が必要なのだという事実まで暗に語った上、ジョスト氏経けい由ゆなら、ジンとエインが人数の問題のみでクエストに出られない事情は知っているはずだ。

　もともと、ギルドも本音で二人でなく三人なら『通り魔』に遭遇しても大丈夫だと思っているわけはなく、建前上の対策だ。本業が魔術師とはいえ討伐屋として登録している者を含め三人でのクエストなら、規定も問題なくクリアだろう。

　これだけ条件が揃っていれば、普通は断られるとは想像しにくい。

　なぜそこまで驚く必要があるのか、と。

　我ながら意地の悪い違和感ではある。

　単に、理屈の上ではともかく、感情的に断られる可能性を危き惧ぐしていただけだと考えることもできる。もしエインとジンがカップルにでも見えていれば、エインが感情的に断る可能性自体は脳のう裏りをよぎるだろうし。

　が、もし仮に。

　それさえ見み越こして、あえてエインが自発的に同行を許してくれるよう、作さく為いを以もつて同性の同情を買いやすい経緯を話したのだとすれば──。

『あ、あのじゃあ、エイン「先輩」って呼んでもいいですか？』

『ふぇ!?　せ、先輩？　い、いいけどなんで？』

『討伐屋としてはわたし、新人みたいなものですし、それにあの、エイン……先輩ってなんだか、安心するっていうか、頼りがいがありそうだな、なんて。えへへ』

『討伐屋の、先輩……頼り、がい……ふ、ふへへ』

　ジンが、いまいち口に出しづらい、難なん癖くせじみた違和感に頭を悩ませている間にも、話は進み、エインは見事に陥かん落らくしていた。

　その結果、今、三人は一緒に遺跡を訪れている。




「ジン先輩？」

　ひょい、と下から顔を覗のぞきこまれ、カシアの青く大きな瞳ひとみと視線が交まじわり、ジンはびくっと鋭するどく距離を取る。回想に夢中だったのか、気づかなかった。

「いやさすがに警戒しすぎでしょ……」

　と、エインは呆れ顏だ。

「カシアにも失礼でしょ」

　いつの間にか「ちゃん」付けの消えた、親しげな呼び捨てで、カシアに同意を求める。

「い、いえそんな、逆にごめんなさい、急に近づいちゃって……」

　カシアは慌てたように手を振って否定する。

　困り眉で、「本当はちょっと傷ついてるけど、でも相手にそんな内心は悟さとられないよう気を遣っている」ような表情だった。

　客観的に見てカシアは『いい子』だ。

　いちいちその仕草や表情に作為を感じてしまうこちらの方が、人間として色々間違っているのではないかと思ってしまうくらいに。いや、ジンが人の道をさまざまな方向へ踏ふみはずしていることに疑いはないが。

「えっとそれで、これからどうします？　探知魔術くらいなら少し使えますけど」

「……あ、ああ、うん。お願いできると、助かる」

「かしこまっ、ですっ！」

　冗じよう談だんめかして頭に手をかざし、ぴょんと軽く、スカートがふわりとなびく程度にその場で跳とんで、杖を握り直す仕草は可愛い。……可愛すぎて、あざといとも解かい釈しやくできてしまうぐらいに。

　しかし竜との直接の戦闘はともかく、探索過程において魔術師の手を借かりられるのは助かる部分も大きかった。

　カシアは着ているローブの懐ふところから、濃い青色の小こ瓶びんを取り出す。

　きゅぽん、とコルクの栓せんを抜き、慎重ながら慣なれた手つきで、とぷとぷと中身を地面へ注ぐ。

　溶かした宝石のようにも見える、やや粘ねばついた赤い液体は、竜の血肉や内臓から精せい製せいされた魔力の水薬ポーシヨンである。

　魔力はたしかに存在しても、目に見えず、手で触れることもできない。それを可能な限り扱いやすく、持ち運べる形に変えたのがこのポーションだ。

　カシアのポーションは、装備の魔力補給に使用するポーションより色が薄い。魔術用のポーションは魔術に適てきした純度や成分に調整されていると聞くし、そのせいだろう。

　カシアは地面に注そそいだポーションを魔ま杖じようの先端で引き伸ばし、円を描き、その内側に幾き何か学がく的てきな模も様ようを描いていく。即そく席せきの『魔術式』というやつだ。

「我は求む、我は捜さがす、大地は我が耳、大気は我が目……」

　視界を閉ざしたカシアの口から、囁ささやくように零こぼれる詠えい唱しよう。詠唱は術者自身の内側に感覚を向ける自じ己こ暗あん示じの類たぐいらしく、ある程度の長さを経へると、最初に戻って繰り返されていく。

　次第にカシアの輪りん郭かくを、青白い燐りん光こうがなぞり始めた。

　魔力の光。厳げん密みつには魔力そのものではなく、大気中の魔ま素そと術者の体内魔力が接触、反応することで起こる現象である。

　燐光はだんだんとカシアの両手に集まると、より強い光となった。そしてカシアが両手で魔術式の中央に立てた魔杖の結晶へと注がれていく。結晶でさらに強烈な光となった魔力は、さらに杖を伝って式へ到達し、円陣をぐるりと走り、

　──カッ！　と、ひと際きわ強烈な閃せん光こうを放った。

「おー……」

　と声を漏らしたのは、直に魔術行使を目にするのが初めてだというエインだ。

「えーと、ん？　それから？」

　光が晴れて、しかし、特に何かが変わった様子はない。

　だが探知魔術の概がい要ようを知っているジンは「しっ」とエインをたしなめる。額ひたいにじんわりと汗を浮かべたカシアが、慎しん重ちような手つきで、両手で支えた杖を、放す。

　からん、と杖が地面に転がる。

「出ましたっ！」

　青い結晶の嵌められた部分が指す先は──北北東だ。

「急ごう」

「はいっ」

　ジンは方ほう位い磁じ針しんと地図で向きをたしかめ、地図に直線を引き、すぐに荷物を背負って走り出そうとした。カシアもついて来ようとする。

　が、エインは呆あつ気けに取られた様子で、

「え、いや、それだけ!?」

　なんて声を漏らした。

「……いやこれ凄いぞ？　一番近くの竜の方向がわかるんだから」

「正確には、式に設定した基準以上の濃度と大きさを持つ魔力反応を探知してるだけですが。設定できる範囲はかなりざっくりで、あと距離はわかりません」

「距離すら!?」

　などとエインは困こん惑わくしている。あの程度のポーション消費で正確な位置や竜の種類まで割り出せるなら、今ごろ討伐屋は我先にと魔術師を雇やとい入いれている。

　討伐屋のクエストにやたら時間がかかる理由の半分近くは、この探索作業の面倒さにあるのだから。

　漠ばく然ぜんと方向がわかるだけでも、この遺跡のような、地下を気にする必要がなく、水平方向と上空だけを気にすればいい場所ではありがたい。

「とにかく、急がないと竜がどっか行っちゃうから」

「はいっ、がんばってついていきますっ！」

　ジンとカシアは言って駆け出す。

　背後からわずかに漏れ聞こえた、

「いやこう、魔術ってもっとドーンっていうか、バーンっていうか……」

　エインの漏らしたガッカリ感については、聞かなかったことにした。
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「はぁ、結局、はぁ、方向すら、はぁ、わかって、ぜぇ、ないんかーい……」

　遺跡の奥深く、先ほどとなんら変わらないような風景に見えて、しかし壁につけた傷の有う無むからして確実に違うはずの場所。

　ぜぇはぁと、（装備は持久力まで強化してくれるわけではないため）息をあげているエインが、不平を漏らした。

「はっ、はぁ、ご、ごめん、なさ……これ、くらいの、探知、魔術、はぁ、失敗、するなん、て……はぁ、はぁ」

　同じように息をあげているカシアがそう謝ると、エインはハッとした顔で首をぶんぶん振った。

「ち、違っ、ごめ！　そういう、つもりで、はぁ、はーぁ、言ったわけじゃ！　ただもっとこう、魔術ってほら、派手なイメージっていうか！」

　単に、魔術に抱いていた過大なイメージとのギャップへの不平だったのだろう。

　が、どちらにしろ魔術師であるカシアにとっては微妙な感想だろう。苦笑している。

「まあでも、妙だな」

　さすがに体力作りは怠おこたっていないので、さほど息を切らしていないジンは、そう言って軽く首を傾かしげた。

　いくら走っても竜の姿はおろか、竜が歩く震動もなく、空を飛ぶ影もない。

　魔術師であるカシアが先天的に持っている、近距離での魔力感知の感覚に引っかかる存在もなく、そこでいったん探知魔術をやり直してもらった。

　が、今度の杖が示した向きは、進行方向の逆。杖が正しければ、竜の位置を通りすぎてしまったことになる。

　引き返してもやはり竜の姿はなく、次の探知魔術はまたしても来た道を指し示す。

「目に見えないほど超上空にいるか……もしくは」

　雲ひとつない青空を見あげたあと、ジンは視線を足場に向ける。

　遺跡に竜が棲すめるような地下空間があるとは、ギルドの資料に記き載さいはなかったはずなのだが。

「うぅ……ごめんなさい……」

「……ああ、いや、大丈夫。正攻法でいこう」

　気のせいかいつもより作さく為いを感じさせない、本当に申し訳なさそうな様子で縮ちぢこまるカシアにそう声をかけ、ジンは気分を切り替えた。

　もともと、探知した竜が今回の目的の竜だという保証もない。

「正攻法って？」

「いや、君はそろそろそこで首傾げるのやめようよ……」

　もう何度もクエストに出てるんだしわかるだろうと、エインに言うも、エインはぷくっと頰を膨ふくらませてしまう。

「だってアムスガルドまでは途中で出くわしたのを倒すだけだったし。大だい王おう竜りゆうは海に近づいただけで出てきたし。……最初の時のはよく覚えてないし」

「めちゃくちゃ気ぃ張りつめてたからね……」

　エインや赤青コンビと出たクエストはそれこそ正攻法だったのだが、たしかにエインは気もそぞろというか、探索らしい探索はジンとあのコンビしかやっていなかった気がする。

「で、何すればいいの？」

「歩く」

「はい？」

「歩き回る。マッピングしながら。そこらじゅう」

「えぇえ……」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔をしているエインだが、これを機に探知魔術のありがたみをぜひ知ってもらいたい。

　エインに構わず、ジンはカシアの荷物を代わりに背負って歩き出す。

　仮にも女の子の私物なので、一応、手を触れる直前にカシアを見たが、カシアは特に嫌がる素そ振ぶりも止める仕草も見せず、

「あっ、そんな、悪いですよぉジン先輩」

　と口だけは遠慮した風なことを言った。

　なんとなくこの手の女の子扱いには慣れているような印象を受けた。……これも意地の悪い感想だろうか。

「……魔術って体力使うん、だよね？」

　王都からの移動も含めて一週間分以上の物資なので、重量軽減の呪じゆ符ふを貼ってもそれなり以上の大荷物だ。

　ローブこそ学院から貸たい与よされたＥ級中位以上の値の張る逸いつ品ぴんらしい。それだって魔力制御の補助が主な役割で、生身の筋力の差も考えると、これ以上無理をさせるより、一応は装備をつけているジンが代わった方がいいだろう。

「じゃ、じゃあお願いしますね。あの、ありがとうござい、ます……」

　なんて目を伏ふせてから上目遣いでモジモジする、そういう露骨に可愛らしいリアクションがほしくてやってるわけでもないのでやめてほしい。どっちかというと、無理させて倒れられると運ぶ荷物にカシアが加わって厄やつ介かいとか、女の子に対してどうよそれって理由が主だし。

「むー」

　と一瞬、エインが自分だって女の子なのにと言いたげな、不満げな表情を見せる。

　装備的にむしろジンより筋力の余裕があることへの自覚はあるのか、不満を口にまでは出さなかったが。

　それを受けたカシアの対応は素早い。

「気づきましたエイン先輩？　今、ジン先輩ってば……」

　エインに軽やかに近づくなり口を寄せ、何事か囁ささやいている。

　ジンとエインをカップルだとみなし、彼女を差し置いてほかの女を気遣った（ように見える）彼氏の迂う闊かつに対し、彼女から敵意を向けられるのを避さけるべくなんらかのフォローをしているのなら、見事というほかない。

「へ、へえ……ふぅん。ま、まあ実際？　これくらいの荷物なんてことないし？」

　いやほんと、一体何を囁いたんだ。

　エインは妙に上機嫌、いっそウキウキした足取りで自分の分の荷物を背負い、先行して探索を再開し始めた。

「……あの。何を言ったの？」

「さっきジン先輩、わたしの荷物を背負ってくれたあと、エイン先輩の荷物もちらっと見てたじゃないですか？」

「……そうだったかな」

「そうでしたっ。で、ちょっと迷ってましたけど、ここで荷物を持ってあげちゃったら、エイン先輩のためにならないとか、相棒として対等でいるためには変に甘やかしちゃだめ、みたいな決意で心を鬼にしたように見えたというか」

「…………考えすぎだよ」

　何この子怖い。魔術師って読心術まで使えるの？

「読心術は無理ですよぉ。お二人の表情がわかりやすいだけですって」

　カシアはケラケラ笑っているが、いや読心術疑惑についてもいま口に出してないんだよなぁ……。

　それからしばらく、先を往ゆくエインの背を見ながら、カシアと並んで歩くことになってしまった。

「…………」

「…………」

　沈黙が気まずい。

　我ながら得体の知れない警戒感を抱いてはいても、カシアとはさほど親しくもなく、嫌われても問題ないと開き直れるほどの迷惑をかけてくる相手でもない。

　ジンのコミュ障発動条件は存分に満たされていて、しかもカシアは、エインとはまた種類の違う甘い香りが漂ただよってくる程度には近い距離を歩いている。

　意識しすぎだとは思うが、ジンの左側、心臓がある側を彼女が歩いているのもまたジンの緊張に拍車をかける。

「……あの」

　不意に、カシアの方から、遠えん慮りよがちな、前を歩くエインには聞こえなそうな、微妙な音量の声をかけてくる。

「今まで聞きそびれてましたけど、お二人の……ご関係って？」

　何かを不安がるような、意を決した風にも聞こえる、そんな質問だった。

「……雇用者と被雇用者というか、期間限定の生徒と教師というか」

　エインがＣ級装備には不ふ相そう応おうな、技術と知識の未熟な新人だということはジョスト氏から聞いているらしいので、ジンのスキルについてはぼかした上で簡単に、現状に至った経けい緯いを説明する。

「じゃ、じゃあ、お二人は恋人とかでは……？」

「ないね」

「そっ、そうですかっ！　……あ、じゃあジン先輩、彼女さんはほかに？」

「……いないけど」

「え!?　意外っ！」

　大げさに驚いてみせるカシアは、言外に「モテそうに見えるのに」とか、そういう内心の評価を伝えたいのだろうか。客観的に見て絶対そうは見えないと思うが。

「でもじゃあ、ジン先輩いまフリーなんですね…………よかった」

　ぽつりと、呟くように漏らしたカシアは、そこでハッと顔をあげて、真まっ赤かになりつつ顔の前で両手を振った。

「いっ、今のは……や、そのっ、深い意味はなくって！」

「…………」

　可愛いなあ。

　そしてあざといなあ。

　ジンは心中、カシアと自分の間に壁を作った。

　明らかに『深い意味』とやらがあることを赤せき裸ら々らにしてしまったカシアは、しかし、コミュ障の自己評価の低さを舐なめている。

　だって、荷物持ってあげた程度で俺に惚ほれる女性がいるわけがない。

　そんな確信の下、ジンがカシアに抱く警戒感は決定的なものになった。

　ジンとエインがカップル、という仮定の中で見せた立ち回りの繊せん細さいさといい、カシアが迂闊に、意図もなく本心を晒すタイプにも見えない。

　ジンに好意があるかのような素振りも含め、このクエストへの同行自体、おそらくは語られていない別の意図がある。

　そしておそらくその意図は──。

　ジンはいっそう強めた警戒をカシアに悟られぬよう、ちらちらとさっきの『深い意味』が気になっているかのような演技を始めるが──、

「ねえ、ジン」

　気づけば足を止めていたエインが指を差す先、

「……いたんだけど。あれよね？」

　グルルと唸うなる、目的の竜の存在に、目を剝むかざるをえなかった。


　　　　　　[image: ]



「ねえ！　ちょっとジン！」

「何!?」

　三人分の荷物を抱えて走りながら、ジンはエインに声を張り応じる。

　声を張らないと、いささか会話の成なり立たちにくい距離まで離されていた。先行するエインは荷物の代わりにカシアを担かついでいるが、それでもＣ級装備の方が速い。

　半分以上Ｆ級装備で荷物三つは無茶だったかとも思うが、最悪の場合、ジンなら一人でもスキルを使って凌しのげるので、殿しんがりはジンが務つとめた方がいいだろう。

「これも正攻法なわけ!?」

「そんなわけないだろ！」

　エインの言葉を、後方を気にしながら否定する。

　後方では今しがた曲がってきた角かどの陰かげから、下した顎あごから天に向けて反そりあがった二本の牙が特徴的な、竜の顔が突き出したところだった。

　今回のクエストの標的、Ｅ級の──通称『猪ちよ突とつ竜りゆう』。

　通称が示す通り、パッと見は巨大な猪いのししである。体たい軀くは高さだけでジンの身長の倍以上、横幅は、遺跡内の馬車がすれ違える程度には広い道を塞ふさぐほどで、縦幅も相そう応おうに長い。

　その巨大さと、毛皮ではなく蛇へびのような鱗うろこで覆われた身体が、爬は虫ちゆう類るい型がたの多い竜らしい特徴といえる。

「普通はもっとこう、予よ兆ちようというか、手がかりというか……」

　猪突竜なら、やたら壁だの獲物だのに突進したがる習性があるので、硬かたい鼻先や牙が衝突した壁の痕こん跡せきであるとか、蹄ひづめに砕くだかれた地面の痕あととか、あるいは食事の跡や糞フン、そういう手がかりの発見を経てじょじょに近づいていくのが『正攻法』だ。

　発見後に対象を観察しながら罠わなを張って、罠にかかったところを有利な位置から叩く、というのが理想的な討とう伐ばつの手順でもある。

　もちろん手て間ま暇ひまはかかる手順だし、そうそう上手く運はこばないことも多いらしいが、たまたま曲がった道の先でいきなり遭遇するというのは、運がいいのか悪いのか……。

「……悪いか、この場合」

「へ？　なんか言った!?」

「いいから走る！　次の角を右！」

「りょ、了解っ！」

　やや切迫したジンの声を受け、エインはさらに速度をあげて先行していく。

　ちらりと振り返った背後では、道の奥で足を止めた猪突竜が、じっとこちらを見つめ、短い肢あしをさらに屈かがめ、身を低くしている。

「な、なんだ。意外と余裕あるじゃない。アイツあんな遠くに──」

「ばっ、いいから曲がれ！」

　だが思いのほか追いつかれていないことに気を抜いたのか、エインは曲がり角の手前で足を止めて猪突竜の方を眺ながめている。呑のん気きか。

「え？　でもだって、アイツまだあんなところに」

「っ、教えたはずだしあとで説教な」

「ふぇ？　ちょ、ひぁ!?」

　ジンは道の脇わきに荷物を放りつつ、地面を蹴ってエインの方へと跳びこむ。

　腰の辺りを抱かかえ、エインが抱えるカシアごと、曲がり角の向こうへ押し倒す。エインのむき出しのお腹辺りに手が触れて、

「ちょちょちょ、待っ、いきなりそのそういうアレはもっとこう手順を」

「耳塞ふさいで口開けて！」

「へ？」と、すっかり事前の予習を忘れているらしいエインの耳を塞いでやり、押し潰すように頭を低くさせる。カシアは自分で耳を塞いで軽く口を開けている。

「あっ」と、そこでようやく予習の内容を思い出したらしいエインが、ジンの耳に両手を伸ばそうとした直後、

　──ゴッ！

　と爆音が、物理的な圧あつとなり、周囲の大気を吹き飛ばした。

「走るぞ、立って！」

　まだ大気の乱みだれが収まらない内に立ちあがり、エインの手を引き走り出す。

　カシアも走り出すのを確認するため背後を見ると、ちょうど猪突竜が、正面にあったはずの壁……砂さ礫れきになって崩れていく瓦が礫れきの陰から、頭を抜いたところだ。

　猪突竜の危険度はＥ級中位、ゲッギャ老師よりやや上である。

　しかし行動パターンはゲッギャ老師以上に単純で、攻撃手段も正面への突進のみ、突進中の方向転換どころかわずかな軌き道どうの変化もなく一直線と、対策はしやすい竜である。

　が、代わりにその突進の威力が凄すさまじい。

　魔砲の弾丸じみた強烈な加速で、初速は音が大気を伝でん播ぱする速度に匹ひつ敵てきするという。

　その余よ波はだけでも爆発めいた大気の乱れを引き起こし、直撃すればＥ級以下の装備では即死、Ｄ級やＣ級の装備でも大ダメージはまぬがれないと聞く。

　逆にいえば、必殺の突進さえ攻略してしまえば対処の容よう易いな竜ではある。特にこの遺跡のような、建物による死角が多く、巨体が振り向くための時間がかかり、背後からこっそり近づきやすい場所では、さほど恐ろしい相手ではない。

　……いきなり正面から出くわすとか、その手の事故さえ起こらなければの話だが。

「な、なんなの今の!?　瞬間移動!?」

「こっちの視覚的には似たようなもんだね。というか事前にお教えしましたよねえ？」

「……き、聞いてたけど、まさかだって、あんな大きいのがそんな速さだとは」

「お、お二人とも、言ってる場合じゃないです！　この道、長いです！」

　カシアに言われて正面を見ると、たしかに次の曲がり角が遠い。

　振り返ると、猪突竜は今にも次の突進の準備を終えそうな姿勢だ。こちらが次の角を曲がるまでは待ってくれそうにない。

　両脇に並ぶ建物のどれかに入るか？　いや、今は道沿いに走っているから突進もその軌道を追ってくれているが、あの威力だと、障害物は関係ない。入った建物に向け一直線に突っこんできたら、建物ごと吹き飛ばされるか、運がよくても瓦礫の下敷きにされ、さらに次の突進を回避できなくなる。

　ジンはちらりとカシアを見る。

　ジンが抱いている警戒と推測がたしかなら、ここで出すのは避けたかったが、この状況ではやむをえない。

　ジンはその場で足を止め振り返り、猪突竜を視界に捉とらえて、口を開いた。

「死──」

「任まかせてくださいっ！」

「……っ」

　が、ジンの視界を塞ぐように背中を見せた、カシアの声で慌てて開きかけた口を閉じ──がりっ──と血の味。舌した嚙かんだ。

「ま、任せろってカシア、何を──」

「えへへ、魔術の本ほん領りよう、お見せしちゃいますね」

　魔術への過か大だいな期待を修正したらしいエインが困こん惑わくしたような声を出すが、カシアはそれに、ぱちりとウィンクひとつで応じた。

「我は求む、我は惑まどわす……」

　それから目を閉じ、杖を掲かかげて詠唱を始める。

　見たところ、今回はポーションを取り出した様子も、魔術式を描いた様子もない。

「か、カシア、何するにしてもあの、急いでくれないとちょっと」

　カシアの魔杖の結晶は青白く輝いているが、エインが焦あせっていることからわかる通り、猪突竜に変化らしきものはない。

　ぐぐっと低く身構えて、今にも突進してきそうな気配だ。

「……よしっ！」

「何が!?」

　なんてカシアとエインの言葉の直後──ゴッ！　と猪突竜の姿が掻かき消きえる。

「ひぁああああああああ!?」

　大気の爆はぜる轟音が、エインの悲鳴を塗ぬり潰つぶしていく。

　だがジンは耳を塞ぎながら、なるほどと、カシアの狙ねらいに感心していた。

　猪突竜の突進は、かわす必要すらなかった。

　猪突竜が一直線に突っこんだ先が、道の脇の建物のひとつだったからである。猪突竜の突進に建物の外壁が崩される直前、ジンはその建物の壁に、青白く光る『呪符』が貼ってあるのに気がついていた。

「……幻げん術じゆつなんて使えたのか」

「えっへん。認識への割りこみと書き換え、それを応用した欺ぎ瞞まんや幻惑だけは得意分野なんですよ。まあ、あんまり頭のよくない動物さんにしか効ききませんけどね？」

　カシアは得意げに胸を張った後、制限を明かしてチロリと舌を出し、悪戯いたずらっぽい笑みをこぼした。いちいちあざといのだが、可愛いから困る。

「ひょっとしたらお役に立てるかなって、準備しておいてよかったです♪」

　言いつつ取り出したのは、壁に貼りついていたのと同種の呪符だった。

　血文字のように描かれているのは、魔力ポーションを使った魔術式だろう。ジンたち素人にとっては、紙に染みこんだポーション分の魔力を消費すれば終わり、使い捨ての魔導器のようなものだが、魔術師にとっては、魔術の発動時間を短たん縮しゆくさせる補助具たりえる。

　これを起点に幻覚を生み出し、猪突竜に目標を見み誤あやまらせたらしい。

　知能も高い傾向にある危険度上位の竜はともかく、猪突竜のように（壁に映った自分の影を敵とみなして突っこむ習性すらある）知能の低い竜なら、効果は大きそうだ。

「さ、今の内に！」

「……あ、ああ、うん。エイン」

「ほいさっ！」

　建物に突っこんでは瓦礫の下敷きになり、動きを鈍にぶらせている猪突竜へ、ジンとエインは斬りかかる。

　背後さえ取ってしまえば、Ｃ級装備の斬撃にそう何度も耐たえられる竜ではない。

「お見事です先輩っ！」

　エインは見事に猪突竜を討うち獲とり、カシアはぱちぱち手を叩く。

　この上なく綺麗な成果……なのだが、ジンはギルドの回収班を呼ぶための色つきの発はつ煙えん筒とうを焚たきながら、微妙に決まりの悪い気持ちを抱えた。

　今の一連の流れで少し、カシアに抱いていた警戒の確信が揺ゆらいでしまったのである。

　もしジンの推測が的まとを射いているのなら、カシアはあの場で、ジンにスキルを使わせるべきだったのではないだろうか。

　こんな幻術が使えるなら、クエスト次第でほかのパーティーからも重宝されそうだ。何もジンとエインを頼る必要はないように思える。怪しいは怪しいのだが。

　ただそれも、自分の幻術がここまで役立つものと自覚していなかったとすれば説明はできる気はする。

　もし仮に。万が一。

　カシアに一切、企みや他意がなかったとしたら。

　それつまり、この子が、俺に『深い意味』のある好意を向けているという解釈も正しいということになってしまうような。

　…………あれー？
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　それからの日々はエインと出会ってから、いや、ジンが討伐屋スレイヤーを始めてから数えても、初めて順じゆん風ぷう満まん帆ぱんと言っていいものだった。

　猪ちよ突とつ竜りゆうを中心に、日に二、三体のペースで討とう伐ばつを進める。

　探索初日のような遭そう遇ぐう事故も起こらず、遺跡の奥深くに進んで以後は、カシアの探知魔術も精せい度どを取り戻した。

　探知した方向を中心に捜そう索さくし、足跡や壊こわされた壁を手がかりにして猪突竜を発見。

　ある時はエインが背後からこっそり近づいて斬きり捨すてた。

　またある時はエインの装備の魔力温おん存ぞんのため、カシアの幻術で誘導、罠わなにはめ、ジンの片手剣で時間をかけて討伐を果たしたりもした。

　肝かん心じんのカシアの求める鉱こう石せきこそ見つからず申し訳なかったが、ジンとエインにとってはむしろ好都合ではあった。

　ろくに竜を倒せなかった二年間、暇ひまさえあればギルドの資料庫にこもり身につけたジンの知識で、遺跡をうろつく危険度の高い竜の痕こん跡せきを避さけ、安全を確保。猪突竜はカシアの幻術の恰かつ好こうの餌エサで、注意さえそらしてしまえば、エインの装備の敵ではない。

　強味が嚙かみ合あい、互いの弱点をカバーし合える理想的なパーティーだ。

　食糧の補給や報ほう酬しゆうの受け取り、併あわせて受けられそうなクエストの確認のために何度か王都と遺跡を往復したが、戻る度たびにジョスト氏の機嫌もよくなってきて、

「いや驚異的なペースだ。クエストの依頼主クライアントからも好評だよ。私も担当者として、実に鼻が高い」

　と、しばらく前のしかめ面つらが噓うそのようにニッコニコであった。

　エインの装備の補給も、できるだけ魔力を温存したおかげで、買いこんであった魔力ポーションで賄まかなえる範囲に収まり、さらにジンに至いたっては、

「おめでとう。実みのったな……苦節、二年が」

「にーさま、おめでとーっ！」

　Ｅ級中位『猪突竜』の装備一式を、無事に揃そろえることにまで成功してしまった。

　ゴツい脚きやく部ぶのわりに上半身は軽けい装そう、両肩から猪突竜の牙きばを模もした飾りが突き出て、兜かぶとは角張った流線形だ。

　突進速度が自慢の猪突竜の装備だけあり、格付けのわりに身体強化は頑がん強きよう性せいも筋力も控えめだが、一時、爆発的な加速を可能にする特殊効果がある。

　初の、金の力に物を言わせたわけではない装備の進歩に、一応、世話になっているセシルと、王城とセシルの屋敷での生活が半々だというライラに披ひ露ろうしに行き、先の祝福をもらった。

　……ちなみにセシルは、軽く聞かせてあったジンの二年を思ってか涙ぐんでくれていた。なんとなく、あの酒場の常連たちや、声の大きな青年を思い出させる。今度、手紙でも出した方がいいだろうか。

　そんなこんなで、カシアをパーティーに加えてから、気づけばひと月半が経たとうとしていた。

「…………おかしい」

「どしたの急に」

　ぱちぱちと火の粉の散る焚たき火を見つめながら、我知らず発してしまった声に、隣となりで寝袋を下敷きにし、うつ伏せで寝転がっていたエインが首を傾かしげている。

　夜。遺跡内の屋根の崩れていない、比較的頑がん丈じようそうな建物を使って野営している最中だった。

　エインは装備をはずし、いつか屋敷で見たような寝ね間ま着き姿すがただ。光こう沢たくのある生地の高級感といい、クエストの野営中に着るような代しろ物ものには見えないが、ちゃんと装備をはずして魔力を温存してくれるようになったのはありがたいのでよしとする。

「いや、こう……何もかも、順調すぎるというか」

「は？　またなんか変なこと気にするのねアンタ」

「だってこう、変だろ。絶対何か落とし穴があるって」

　我ながら非論理的だとは思いつつ、ジンは得体の知れない不安に頭を抱かかえる。

　自慢じゃないが、人生においてこれほど順調に、物事を進められた経験などない。

　たいてい上う手まくいきかけた瞬間に何かしらの障害に突つき当あたり、よくて現げん状じよう維い持じがせいぜいで、悲ひ惨さんな結末の予感に気づいた時にはほぼ手遅れ。

「人生ってそういうもんじゃないの？」

「……アンタの人生すごろく、どんだけハードモードなの……」

「人生すご……何？」

「そういう卓上遊戯ボードゲームがあるの！　ったく、深しん刻こくそうに何を悩んでるのかと思えば」

　ジンの人生観を聞いたエインは、やれやれと呆あきれた風に肩をすくめる。

「アタシにとっては、これでようやく本調子って感じ？　家出してからの不ふ測そくの事態の連続がむしろイレギュラーだったっていうか？」

「不測とは一体……」

　ギルドが怠なまけずに経歴を照会すれば一発でバレる噓。Ｃ級装備があるとはいえ素人しろうと剣術でＤ級の粘ねん竜りゆうに挑んで返かえり討うち。Ｃ級装備を身につけた大男を挑発して腹はらパン一発で撃沈などなど。多分に不運も絡んだにせよ、事前の情報収集を怠おこたらなければ被害を軽減できた事態も多かったような。

「それにまだまだ、アタシの目標には足たりないし」

「目標って？」

「そりゃあ、この調子でアンタの装備もＤ級、Ｃ級と揃そろえていって、そうすれば正式に相棒として……そのままあわよくば……」

　ごにょごにょと、後半は尻すぼみになり聞き取れない。

　が、前半は聞き取れたので、釘くぎは刺さしておくべきか。

「まあ俺もＣ級になれれば稼かせぎは安定するだろうけど」

「へ？　……あっ、で、でしょ!?　そう、それ！　新しく、信用できて、向こうもアタシの経けい歴れき気きにせず信用してくれる仲間探すより、アンタがＣ級になってくれれば手っ取り早いっていうか！　そっ、それ以上の意味はないから！」

「改あらためて強調しなくてもわかってるけど……ん？　今の『あっ』って何？」

「な、なんでもないわよ気にしない！」

　エインは焚き火の熱にじかに当あたりすぎたのか、顔を赤くしてバタバタと手足を振っている。うつ伏せの姿勢でそうやって暴れると、その、腰の辺りの布がめくれあがって目に毒なのでやめてほしい。普段からむき出しではあるが、それとはまた違うというか。

「俺もＣ級に、ってのは魅力的な将来像だけど、俺の人生観を抜きにしても、この先はそう上手くいかないよ」

「えー？」

「えー、も何も、そうトントン拍びよう子しにいくなら、討伐屋のほとんどがＥ級に甘んじてたりしないっての」

　自分が所持していて、盗品とはいえすでにＣ級二人とも会ったことがあるせいか、いまだにエインはＤ級以上の価値が実感できていない節ふしがある。

「たしかに比較的あちこちの棲せい息そく圏けんでＤ級の竜とは出会えるから、倒すチャンスは多い。Ｅ級上位の竜とＤ級を混ぜてかなりハイペースで討うち続つづければ、Ｄ級装備までなら維い持じしながら稼かせいでいくこともできる」

　あの声の大きな青年もＤ級だったが、酒場で見かけない日は多かった。それだけしょっちゅうクエストに出ていたのだろう。

　酒場で聞いた噂うわさによれば、その気になればＣ級を揃えうる腕前でもあったらしい。

　が、討伐屋は基本的に『無理をすれば揃えられる装備』より、一段下の装備で留とどめることが多い。無理をすれば簡単に死ぬことも多いし、何より自分の腕前に見合わぬ無理をして、そのあとその装備を維い持じしていくのは、こちらも命がけである。

　Ｄ級上位からＣ級下位の腕前があれば、幼い姉弟の両親のように、一いつ攫かく千せん金きんのため一度だけＣ級装備作成に挑んで、作った装備は売るなり資産として保存しておくなりするケースもあるようだが。

「んー？　じゃあＣ級は、竜自体の数が少ないから、装備揃えるのも維持するのも大変ってこと？」

「まあそれも一いち因いんかな。維持だけならＤ級の竜を、できるだけ短時間で倒すなり、今エインがやってるみたいに、基本は仲間に任まかせて要所要所で手を出す、って魔力の節約でなんとかなりもする」

　エインの場合、相手がＥ級の猪突竜なので、節約しても確実に手持ちの魔力ポーションは減っていっている。正直今のところクエスト報ほう酬しゆうと差し引きしても赤字だ。

　今後ジンの装備をどんどんよくしていけば、いずれＤ級相手に切り替えて、生活費を含ふくむ経けい費ひと報酬の差し引きでトントン、ぐらいまではいけるだろう。

「けどそれじゃ、引いん退たいに備そなえた貯ちよ蓄ちくまでは手が回らないし、そもそも苦労してＣ級装備を揃える旨うま味みがない」

「でもＣ級を相手にしようにも、数が少ないわけでしょ？」

「全体としてはそうだけど」

　棲息圏すべての統計上は稀き少しようでも、局地的に、Ｃ級以上が多い棲息圏というものはある。

　Ｃ級以上の討伐屋は、その手の棲息圏のそばを拠きよ点てんにしていることが多いようだ。

「なんでも大海を越えた先──『新しん大たい陸りく』には、Ｂ級どころか、Ａ級がウヨウヨ棲息してるなんて話も聞くし」

「へえ！　何それちょっとワクワクする！　行ってみたい！」

　キラキラと、討伐屋の物語に胸むね躍おどらせる少年のような瞳ひとみで、エインは気軽に言ってくれる。まあ現状の装備と成長速度的には、あながち分ぶん不ふ相そう応おうな目標でもないかもしれない。

　それはさておき、まずは現状の課題である。

「Ｃ級以上の竜は、Ｅ級とＤ級の間以上に、危険度が跳はねあがる。最低でも武器ぐらいはＣ級の物を持たないと攻撃が通らないし、たとえ全身Ｂ級やＡ級の装備でも、それだけで死の危険がなくなるわけでもない。相手によっては即死の危険は常にある」

「え。そ、そんなに？　……ん？　でもおかしくない？　Ｃ級倒さないとＣ級装備手に入らないのに、Ｃ級装備がないとＣ級倒せないなんて。無理じゃん」

「だからほぼ無理なんだって」

　Ｅ級Ｄ級の討伐屋にとって、Ｃ級挑戦はちょっとしたギャンブルだと言われている。

　Ｃ級のパーティーについていって、命がけの囮おとり、雑用に使われる下積み期間を経へて、おこぼれの素材でＣ級装備を組みあげるか、超高額のＣ級装備を一部でも借金で賄まかなってＣ級討伐のスタートラインに立つか。

　借金の場合、相当な腕前や有望さを見せて銀行から融ゆう資しを受けるなりしないといけない。しかし、どれだけ高利でも、返済を待たず高確率で死ぬ討伐屋に金を貸してくれる者はいないので、たいていは自分の命ひとつが賭かけ金の前者を選ぶ。

　選んで、そして、大たい概がいは死ぬ。

「……そ、そうなんだ」

　エインは生なま唾つばを飲みこむと、ちらりと、手入れを終え、呪じゆ符ふを貼って安置してある自身の装備を見る。

　価値を再確認してくれたのなら何よりである。

　恐々とした顔でぶるりと首を振ったエインは、そこで「あ」と何かに気づいた。

「じゃあセシルって、思ってたより凄いのね」

「は？」

「え、だって、そんなＣ級装備の上の上、Ａ級を持ってたわけでしょ？　……壊れちゃったけど」

「あー、そこもか」

　新たなエインの勘かん違ちがいに気づき、これはまだまだ見落としが多そうだと、ジンは自分の認識の甘さを改める。

「セシルには悪いけど、なんというか、比較的凄くないよ、軍人の場合」

「……？？？」

「軍人の装備って国からの貸たい与よが基本だから。本人が自力で手に入れたわけじゃない」

　貸し手である国にしても、元はギルドを通して討伐屋から買いあげた素材で装備を組んでいるだけで、自力で入手しているわけではない。

　蛇じやの道は蛇へびというか、各討伐屋ギルドが世間的に安定した地位を得ているのも、そうした背景の存在が大きい。

「で、でもＡ級装備なんて貸与されるくらいだから、本人だって軍の中では凄いはずじゃないの？」

「そりゃある程度は凄いと思うけど、セシルの場合は本人の性格と家柄もあるからなあ」

　Ａ級装備の素材は、たとえＡ級装備を持つ第一線級の凄腕討伐屋でも、安定して供給できる代しろ物ものではない。

　たとえ新大陸にウヨウヨいるのが事実でも、まずＢ・Ａ級は体たい軀くが尋常ではないサイズが多く、そのぶん、人間が装備として身に着けられる重量とは比較にならないほど身体に宿す『加か護ご』、つまり魔力量も莫ばく大だいになる。

　通常の竜とて、比較的魔力の濃度が高い（角つのや牙、骨、鱗うろこなど、竜自身が攻撃防御に利用する）部位を使った装備を身に着ける討伐屋より、肉や内臓の分、宿している魔力総量は多いが、Ｂ・Ａ級の竜はそれらと比較しても桁けたが違う。

　Ａ級討伐屋が徒と党とうを組んでも倒し切るのは容よう易いではなく、大陸全土で年に一体の討伐報告があればいい方だ。Ｂ級以上の討伐屋も、普段狙うのはＣ級の竜である。

　倒してしまえば、得られる素材の量も体たい軀くに見合ったそれではあるのだが、それだって国家間の争そう奪だつ戦せんだ。

　そうして莫ばく大だいな予算を投じて集めた素材で組みあげられるＢ・Ａ級装備は、国家間の戦略に影響するほどの兵器であり、それを貸与する相手も慎しん重ちように選ばれる。

　貸与候補者の評価項目としては本人の戦闘技術、思想信条、家柄なども含まれる。

　特に優先されるのは戦時中でもない限り、思想信条と家柄だ。

　何しろ国家戦略に影響する代物を、持ち逃げされたり、他国に譲じよう渡とされたりしては堪たまらない。絶対に裏切らないと確信できるような相手であることが絶対条件だ。

　その点、高貴な家柄で、現体制に忠誠を誓ちかい、本人の性格もまっすぐなセシルが選ばれたのは順当な判断だろう。

「逆にいえば、戦闘技術に関してセシル以上に優すぐれた人材ならほかにもいるはず」

「……あくまで家柄、貴族の中で比べれば戦闘技術もある、って感じなのね」

「それに、傾けい向こうとしてはだけど、軍人と比べると討伐屋の方が技術面でも上だし」

「え。そうなの？」

「対人が基本の軍人と、竜が相手の討伐屋を比べるのもナンセンスではあるんだけど、全体的にはね」

　内戦や小こ競ぜり合いを除のぞけば大きな国家間の戦もなく、平和が続いている昨今、いかんせん命賭けの実戦経験の差は大きい。

　軍と軍との戦いなら、装備や人員、補ほ給きゆう網もうの充実、士気と統制、事前の戦略戦術研究など、実戦経験の差を覆くつがえす要素も多いが、個人同士で戦わせるなら、対人技術の差を織おりこんでもまだ、全体的に討伐屋の方が上だろう。

　日常的に特に危険な竜と戦い、化け物だらけと評ひようされるＣ級以上の討伐屋と、同じ装備を身に着けただけの軍人とを比べれば、その差はいっそう際きわ立だつはずだ。

「セシルが軍人じゃなく、Ｂ級の討伐屋だったなら、俺の小技もあんな風には通じてくれなかったんじゃないかな」

　言ってジンは、ライラ誘拐犯と誤認され、セシルと戦った時のことを思い出す。

　ジンだって歳としのわりに実戦経験は豊富な方だが、セシルとの戦いを含ふくめ、スキルがなければくぐり抜けられなかっただろう修羅場も多い。剣術や体術は半なかば独学の付つけ焼やき刃ばだ。純粋な技量では、一線級の討伐屋にはおそらく太た刀ち打うちできない。

　そして、そんな凄すご腕うでの討伐屋たちですら、死の危険と隣り合わせで挑まざるをえないのが、Ｃ級以上の竜なのである。

「どう？　俺がＣ級なんて無理だってわかった？」

「……ん。じゃあ、しょうがないわね」

　エインは意外と素直に、そううなずいた。

　うなずいたあと「……Ｃ級装備ってどこで買い取ってくれるのかしら。国？」と、どことなく不ふ穏おんな呟きが聞こえた気がしたが、それを追つい及きゆうする前に、

「はぁい、お待たせしましたーっ！」

　とカシアが鍋なべを抱えて現れたので、話はそこで中断となった。
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「ん～、おいひ～」

「もぉエイン先輩、お行ぎよう儀ぎ悪わるいですよ～？　でも、ありがとうございますっ」

　スプーンをくわえたまま笑みをこぼすエインを、「めっ」と冗談めかした調子で叱しかったあと、カシアはえへへ、と照れ笑いを浮かべた。

　……実際、カシアの作ってくれる手料理は美う味まい。

　エインがまた無闇に高級な、携帯用食品冷蔵魔導器を持っているので、腐くさりやすい食材も多少は持って来られているのだが、それはごく一部だ。

　大部分は干ほし肉にくや燻くん製せい肉にく、チーズ、漬けこんだキャベツに堅かたパンなど、日ひ保もちしてそのまま食べられる物ばかり。あとはせいぜい芋と、少しの小麦粉がある程度なのだが、二晩続けて同じメニューが出たことがないくらい、工夫してくれている。

　遺跡のあちこちには古代の井戸らしき設備が残っていて、ギルドが手を入れて使えるようにしており、幸い水には困らない。

　今夜は炒いためた小麦粉に牛の乳を加えたソースで、肉、芋を煮こんだ簡かん易いシチューだ。簡易といってもじっくり丁てい寧ねいに煮こまれており、芋はホクホクだし、肉もいい具合に汁を吸ってやわらかくなっている。

　硬い干し肉をやわらかく戻す関係上、煮こみ料理が多くなりがちなのだが、カシアの持つバリエーションは豊富である。

　王都で仕し込こんでおいたというデミグラスソースや、前夜に煮こんでエインの魔導器で保存しておいたブイヨン、外国の香辛料スパイスを調合した辛から味みのある粉などを使って味に変化を持たせ、同じような具材ばかりでも飽あきがこない。

　カシア曰いわく、

『料理って薬の調合や実験に似たところありますし、魔術師としてはそのへんの勘かんが磨みがけて、安全で試し行こう錯さく誤ごのしがいもある予行演習なんですよ。失敗しても、高価な試薬や触しよく媒ばいほど惜おしくないですし』

　とのことだった。

　手て際ぎわもよく味もいいとはいえ、カシアにばかり負担をかけるのもどうかと思うのだが、彼女の目的の鉱石は、本来けっこうな値がつく代しろ物もので、それを譲ゆずってもらう以上、これくらいの雑用は当然ですと、押し切られている。

「……ん？」

　ジンはそこでふと視線を感じて、シチューの盛もられた器うつわから顔をあげた。

　見ればチラチラ、カシアがわざとらしいような、単にどうしても気になっているだけにも見えるような、そんな頻ひん度どでこちらへ視線を送っている。

「……あ、美味しいよ。いつも通り」

「そ、そうですか？　よかったぁ……」

　ほうっと大げさに胸を撫なでおろす、その仕草もどう解釈したものやら。

　ひと月以上経っても、ジンは依い然ぜん、カシアへの警戒を解とき切きれていない。

　カシアがやや頑かたくなな態度で料理番を請うけ負おったことも、当初は『薬でも盛もる気じゃないだろうか』と、意地悪く疑ったほどである。

　が、それとなく調理を監視していても、上機嫌に鼻歌など口ずさんでいるぐらいで、不自然な素そ振ぶりはない。

　しかも料理は同じ鍋で作った煮こみ料理が多く、真まっ先さきに口をつけるエイン、カシアに変化がなければ毒や薬は疑えない。

　食器は各自が自分で管理しているのでこちらに何か仕かけるのは難しいし、何よりジンは、過去の経験のおかげで薬の混入に敏びん感かんだ。

　……監視役の連中が面白半分に、食事に無味無臭の下剤だの痺しびれ薬だのを盛ってくることがあったのである。物を口に入れてしばらく舌の上に置いておけば、違和感や痺れからなんとなくヤバい感じは嗅かぎ分わけられる。

　よしんばカシアがジンの警戒するタイプの相手だとしても、そんなことまで知っているかは微妙だ。

　それにこれほど長期間、クエストをともにする必要もなさそうに思える。

　たまたま目的の鉱石が見つかっていない以外の理由は考えにくい。

　だから理り屈くつの上で、理り不ふ尽じんな疑いだともわかってはいるのだが。

　一度疑ってかかると、鍋料理を選んでいることさえジンを信用させるための作さく為いに思えてくるから病的だ。

　これほど状況が順調なのは、間違いなくカシアのおかげでもあるのに。

　…………もちろん、警戒を解き切れない理由として、カシアの言動をすべて信じてもまだ不自然な部分が残っていることもあるのだけれど。

「ちょっと、今日は早めに寝るわ」

「え？　ジン先輩、体調でも？」

「……ああ、いや、ちょっと歩きすぎたから。疲れで」

「あ、なるほど。了解です、お疲れさまでした。あったかくして寝てくださいね？」

「ん？　あ寝るの？　おやすみ～」

　夕食の片づけのあと、微妙に心配そうなカシアと、すげえどうでもよさそうに本を読みながら手を振ってくるエインに背を向け、ジンは壁を隔へだてた自分の寝床に引っこむ。

　いずれにしろ、このままでは事態は動きそうにない。

　だからジンは決めていた。

　できれば今夜──カシアの正体を見み極きわめよう、と。
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　深夜。

　空に浮かぶ月が雲に遮さえぎられ、かすかに夜の闇が濃こさを増した頃。

「…………」

　ジンは音をたてずに立ちあがると、気配を殺し、ねぐらにしている建物を出た。

　そっと覗のぞきこんだ道の先には、遠ざかっていく、薄いピンク色のローブの背がある。

　カシアだった。

　彼女は頻ひん繁ぱんに、こうして夜中に、どこかへと出かけていく。

　行先と目的は不明。あるいはこっそり、目当ての鉱石を探しに出ているのかとも思ったが、竜と遭遇する危険があることはわかっているはずだし、翌朝に「夢かもしれないけど昨夜、外を誰か歩いていたような気がした」と話してみても、自分の足音だとは言い出さなかった。

　単に、なかなか見つからない鉱石に焦あせって探しに出ている可能性もある。夜中に捜索していると知ればジンとエインも手伝うことになりそうで申し訳ないとか、そういう理由で黙だまっている可能性はある。

　だがもっと別の、二人に知られたくない理由の可能性もある。

　これまでは、装備をはずして無防備に寝ているエインを置いていくわけにもいかず、尾行まではしなかったが、今夜のジンは、カシアを追跡することに決めていた。

　早めに寝ると言ったあと単身で周辺を探索し、いつもカシアが戻ってくるまでの時間でキャンプに近づける範囲に、竜やほかの討伐屋が潜ひそんでいないことはたしかめてある。

　また件くだんの『通り魔』はこの遺跡周辺での目撃証言は出ていないが、可能な限り安全な場所を選んではいる。

　そうしてジンは、準備を整え慎重にカシアの背を追った。

　遺跡の道は入り組んでいる上、足音の響きやすい石畳なので尾行の難易度は高めだ。

　できるだけ距離を取りカシアが道を曲がるのを確認、姿が消えた瞬間、足音を消して疾走し、曲がり角から再びカシアの背の確認を繰り返す。暗殺者時代に培つちかった追跡技術をフル活用だ。

　やがてカシアは、遺跡の一角、周辺の建物よりやや大きい建物へと入っていった。

　神殿のような、なんだか荘そう厳ごんな雰囲気のある建物だった。

　ジンは警戒を強めてゆっくり、同じ建物へと踏みこんだ。身に着けてきた猪突竜の装備、片手に握った剣の感触をたしかめておく。

　建物内の通路は思いのほか明るい。人工の灯あかりはないが、ところどころ崩れている天井の穴から、星の光が射さしこんでいるせいだろう。

　見える範囲に人影はなく、音も、カシアの足音だけだ。

　奥から反響してくるカシアの足音が立ち止まるのを確認すると、ジンは滑すべるような足取りでそちらへ向かった。

「……？」

　開けた空間の入り口に差しかかり、ジンはそこで眉まゆをひそめた。

　一定間隔で並ぶ柱の陰かげに、見覚えのあるローブが落ちていたからだ。いや、落としたにしては、きちんと畳たたまれている。

　なにげなくローブを持ちあげたジンは、ローブが竜の遺い骸がいを使った品のせいなのか、妙な重さがあることに気がつき──。

　ぱしゃ、という水音で顔をあげた。

　ジンのいる場所からさらに奥は、柱がなく、天てん井じようすらない吹き抜けとなった、広々として、やけに明るい空間だ。

　明るさの正体は、その空間の床──から、腰こしの高さまで溜たまっている一面の水だろう。広い空間いっぱいに張られた水が、夜空の星明りを照り返して、空間自体をほの青く浮かびあがらせている。

　そしてその、中央。

　そこに、長い黒髪を持つ、一人の少女の背中があった。

　腰から下を水に沈しずめ、両手でかきあげられた黒髪の隙すき間まから、彼女の裸の白い背中が見えた。

　雲が晴れたのか、星灯りに青白い月灯りが加わって、いっそう強く、それでいて淡く、人工の泉を照らし出す。

　泉の中央に佇む少女の裸ら体たいは、年若い女神を描いた、一幅の宗教画めいた幻想的な輝きを放っていて──、












「っ、誰!?」

　鋭するどく振り向いた少女──カシアの誰何すいかで、ジンはようやく気がついた。

　……やってしまった。

「って、ひぁあ!?　じ、ジン先輩……っ？」

　ジンの姿を認めるや、カシアは肩まで水に沈めて悲鳴をあげる。

　ジンはさっと視線を落とし、その場にしゃがむ。

　改めてこの建物の構造を思い返すと、どうやら古代の公衆浴場の類たぐいらしい。湯ゆ気げは出ていないし、せいぜいぬるま湯以下の水だろうが。

　井戸の存在が示すように、この遺跡は、比較的地下水脈が充実しているから、この手の施設にも自然と水が満ちているのかもしれない。

　そして、そんな場所でカシアが服を脱ぬいでいる理由はひとつだ。

　単なる、水浴び。入浴である。

「とりあえず…………すみませんでした」

　結果的に覗きの現行犯になってしまった。

　不ふ可か抗こう力りよくとはいえ、ジンはひとまず誠心誠意、謝罪の意を表明する。

　いつかのセシルに習って東方風の謝罪の姿勢、すなわち土ど下げ座ざで。

　しばらく頭を下げ続けるも、カシアの反応はない。おそるおそる、視線をあげる。

　カシアは身体からだを水に沈めたまま、恥はずかしそうに俯うつむいて、ぐぬぬと何か言いたげにしていた。が、もともと黙って外出したという負い目もあるのだろう。露ろ骨こつな罵ば倒とうを浴あびせてくるのは我が慢まんしたようで、それでもひと言、

「………………ジン先輩のえっち」

　と、小さな声音で、拗すねたように呟いた。
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「ひどいですよぉ、先輩」

「……ご、ごめん」

　ねぐらまでの道を、微妙な距離を開けながら、二人で並んで気まずく歩く。

「そ、そりゃあ、黙って出てきちゃったわたしが悪いんですけど……」

「……幻げん術じゆつがあるとはいえ、通じない竜もいるからね」

「は、はい。それはあの、ご心配おかけしました。ごめんなさい、です」

　一応、ジンがちゃんと見てしまったのは後ろ姿のみだと、言いい訳わけがましくそう伝えはしたのだが、カシアは思いのほか恨うらみがましげだ。

　どうもカシア的には、裸を見られたこと以上に、別のことが気になるようだ。おそらく、ジンがカシアの背中を見た時にちらりと、髪の隙間から見えたもののことだろう。

「……見ちゃいました、よね。その、背中の」

「…………ごめん」

「うううやっぱりぃ……」

　上手く誤ご魔ま化かせる気もせず、ジンが正直に応じると、カシアは露骨に凹へこんでいる。

　背中に見えた、肩けん甲こう骨こつと腰の間、やや引ひき攣つったような肌の一部──火傷やけどらしき痕あとを見られたことが、とにかく気になるようだ。

「……ええとでも、そんなに、目立つほどの痕でもなかったような」

「そういう問題じゃ──」

「痕を含めても全然、こう、綺麗だなって、見み惚とれるくらいだったし」

「…………あ、ありが、いやその、そ、そういう不意打ちはズルいというか、い、意外とやり手ですね先輩……」

「な、何が？」

「無自覚……!?」

　くっ、とやけに悔くやしそうにしたあと、カシアは心なしか赤い顔を左右に振った。ぬるま湯でものぼせることはあるのだろうか。

「と、とにかく、そういう問題じゃないんですっ！　嫌なんです見られるのっ！」

　やはり、傷痕とかそういうものは、女の子としては複雑なのだろうか。

「まあ、人に見られて意識したりすると、その傷がついた時のこととか、思い出しちゃったりもするしなあ……」

「え。なんですその実感のこもった台詞せりふ。先輩もあるんですか？」

「……あるけど、だいぶ見苦しいからちょっと」

　きらりと目を光らせるや、ジンが装備の下に着ている服の腹の辺りをカシアがめくろうとするので、抵抗してみる。

「まあそうおっしゃらずに。これでおあいこってことで」

「それを言われると弱いけど……やめといた方が」

「よいではないかよいではない──か……？」

　すでにカシアの痕を見てしまった手前、強く拒絶しづらいジンが抵抗をゆるめると、カシアはいっそワクワクした表情で大きくジンの服をめくり、

「………………」

　そっと目をそらして、服を戻した。

　それから目をそらしたまま、震え声で言う。

「……わ、わぁ、さすが男の子っていうか、思ったより筋肉質でドキドキしちゃいましたぁ……なんて……」

「……ドキドキと言うわりには青ざめて見えるけど」

「ち、ちなみにそのぅ、これは……全身？」

「いや、見ての通り顔と首、それと腕も無傷だよ」

「いいですすみませんごめんなさいその『夏場に半はん袖そでを着た時を含ふくめ服で隠せない場所には傷をつけない』みたいな闇の深い規則性は知りたくないですわたしの火傷とかたしかにたいしたことないやつでした……っ！」

　なんだか微妙に誤解されたようだ。これらは世話・監視役連中の憂うさ晴ばらしや折せつ檻かんでついた傷で、服で隠せない位置が無傷なのは『暗殺の仕事』で潜せん入にゆうに支し障しようが出るという理由が主だ。

「まあ女の子は小さな痕でも気にするもんなんじゃない？　男の場合、戦いでついた傷痕とかならむしろ勲くん章しようっていうか、誇れたりもするんだろうけど」

「あー、いらっしゃいますね。これみよがしに腕の傷痕アピールしてくる男の人」

　火傷痕を見られて動揺したせいもあるのか、今夜のカシアはいつもよりあざとさが感じられないというか、本音で喋ってくれている気がする。今の台詞もやけに投げやり、辟へき易えきした表情だった。そういう男に迫られた経験でもあるのだろうか。

「こっちからしたら普通にグロいしキモ……んんっ、ちょっと怖くって困っちゃうんですけどねー？」

　言い直してもわりと手遅れである。

　やはり普段の、徹底して『いい子』な態度は意識して作っているようだ。

　それでも、ジンがカシアを警戒していた理由のひとつは消えた。

　夜中の外出はどうやらああいう水浴びが目的だったらしい。あの場所以外にも、似たような施設は遺跡に複数あるという。

「ギルドも入浴施設までは手入れしてくれてないんですけど。ほかの討伐屋さんが地下水脈との繋がりを復活させたりして、いくつか使えるところもあるんです」

「男の俺が警戒されるのは仕方ないとしても、せめてエインに声をかけてもよかったんじゃ。あの子も風呂とか好きだったはずだし」

　最初の頃、クエストに持ちこんでいた天幕には入浴設備まであったし、それを使わなくなったあとも、毎日髪と身体を拭ふいたり、清せい潔けつさには気を配っていたはずである。

「うう……そうなんですけど、同性でも背中の痕は見せたくないですし、毎日わたしも身体拭いてるのに、夜中にも入浴してるって知られたくないというか……」

「……？」

　意味がわからずジンが首を傾げると、カシアはしばし唸うなったあと、やけになった風に言った。

「あっ、汗あせ臭くさい女だって思われたくないんですっ！　せ、背中の火傷は汗をかくための組織が死んでるから熱がこもりやすくて……ここ夜もむし暑いですし、どうしても火傷以外の部分の寝汗が増えて……」

　要するに汗をかきやすい体質で、それを他人には知られたくないらしい。

　気にする必要あるのか……？　とジンには思えてしまうが、まあ、これも複雑な乙女心というやつだろうか。

　いずれにしろ、これでカシアの夜間外出に感じていた不ふ審しんは払ふつ拭しよくできた。

「まあでも、そういう理由でよかったよ」

「よかったって、何がですか？」

「……実は俺、疑ってたんだよね。君が裏で何か企たくらんでるんじゃないかって」

　ジンの言葉に、カシアは困ったような表情になる。

「えええ、心外ですよぉ。もう何も隠してませんよ？」

「うん。でもほら、普段の態度も、ちょっと作ったようなとこあったし」

「て、天然ですってばぁ……いえごめんなさい、自称・天然って疑わしさ増しますよね。いやあの、ついキャラを作っちゃう癖くせがあるのは自覚してます」

　そう言って目を伏せたカシアに、ジンは苦笑を漏らした。

　特に初対面の相手に対してなど、つい自分をよく見せたくなってしまう気持ちはわかる。コミュ障しようの場合、その気持ちが空回りしてかえってアレな態度に繋がるという、本末転倒なところがあるのだが。

「ま、疑いは晴れたから。疑っててごめん」

「……ならよかったです。わたしも、怪しい行動取っちゃってごめんなさい」

　笑みをかわして、しばらく二人で、人影のない道を進む。

「あ」と、なにげなくジンは足を止めた。

　カシアも「どうかしました？」と振り返り、




　ジンは──剣を抜いてカシアを斬った。




「忘れてた。ほかにもあったんだよね、疑ってた理由」

「っ」

　ジンは無防備なカシアの身体を袈け裟さ懸がけに斬きりつけたはずだ。

　だがカシアに傷はない。ジンが手を止めたわけではなく、彼女が手にしていた魔ま杖じようで鋭く、ジンの斬撃を弾はじき、そらしたためである。

「…………へーえ」

　軽やかなバックステップでジンから距離を取ったカシアは、低く腰を落とした姿勢のまま、そんな声を漏らした。

「ジン先輩、意外と容よう赦しやないんですね。もしわたしが防げなかったら、たぶん致命傷でしたよ、今の」

「そのブラウスの下が生身ならね」

「……どこで気づいたんですか？　念のため、装備と杖はお風呂の中に持ちこんであったんですけど」

　たしかに、浴よく槽そうのそばに脱いであった服の中に、装備らしきものはなかった。

　言葉通り浴槽に持ちこみ、杖と一緒に水の中に沈めてあったのだろう。入浴中、もし竜やほかの討伐屋に襲われた際に備そなえて。

「昔取ったなんとか、ってやつかな。かなり薄い装甲でも、服の下に装備があるかないかぐらいは見み極きわめられるよ」

　貴族のパーティー会場などでは、物々しい装備は招待客に威圧感を与えて失礼、という理由で、警護要員が薄手の装備の上から礼服を着て警備していたり、招待客の中にまぎれこんでいることが多かった。

　パーティーに潜もぐりこんで『仕事』をする場合、警備の人数や配置は非常に重要な情報なので、その手の人間特有の立ち姿や、服の下の装備の有う無むで確認していた。

「……でも、わたしがそれとわかりづらい装備をつけてるってだけじゃ、疑う理由にはなりませんよね？　これでも一応は討伐屋ですし、クエスト現場に魔術の邪魔にならない程度の控ひかえめな防具をつけてきても不思議じゃありません」

「あとは姿勢、足運び、かなり長距離を走っても『装備をつけたエインと同程度の』息切れで済む持久力とか、たぶん剣術やってるよね？　対人用のを本格的に」

　装備で持久力までは強化されないとは言っても、同じ速度を出そうとすれば生身の方が筋力で劣おとる分、負担は大きい。ジンが荷物を代わりに持つ前に、あれだけ走れる女の子は『魔術師らしく』はない。

　ジンが一歩、近づきながら疑いの根拠を告つげると、カシアは同じだけ後退する。ジンと剣術家として適切な間合いを保たもちながら言う。

「……ちょーっと心得はありますけど。これはあくまで」

「護身用？　魔術師が、魔術の邪魔になるそんな『杖』まで持って？」

「……っ」

　カシアは舌打ちしたげな表情を見せる。

　魔杖はもちろん、魔術の補助になる装備だ。だが魔術師用の装備というのは、強すぎる魔力を持つ竜の遺骸に魔力操作を阻そ害がいされないよう、術者と相性のいい竜の素材を選んだ上で、必要なら要所要所で装備の持つ魔力、加護を弱めることもある。

　精せい緻ちに設計された、繊せん細さいな構造の装備である。

　目的以外の余計な機能を持たせるメリットはないに等しい。まして、

「柄えと鞘さやの微妙なズレからして仕込み杖、杖の素材の特徴に見せかけた反そりもあるし、仕込み刀ってやつ？　刀身は竜の遺骸かな」

　明らかに純粋な魔杖より機能の落ちるそんな装備を、魔術師が選ぶ必然性は薄い。

「……はーぁ。すごいすごーい。見ただけでそこまでわかっちゃうなんてぇ、ジン先輩ってばちょお鋭ぉい」

　棒読み口調とともにカシアが魔杖──に見せかけた鞘から抜き放ったのは、白く、反りのある刃だった。

　磨みがき抜かれた白い刀身は、おそらく竜の骨を使ったものだ。まず間違いなく、魔杖に仕込めば魔術行使の効率を落とす。

「お返しに、『そんな不利な装備であれだけの魔術を行こう使しできるなんてすごい』とか褒ほめるべき？」

「いりませんよそんなの。喧けん嘩か売うってるんですか？」

　さっきまで見せていた『素す』から、もう一段仮面を剝がしたようで、カシアの敵意に満ちた眼差しがジンを射い貫ぬいた。

「で、そこまで見抜いてて、どうして今まで黙ってたんです？　どれも下手したら初日に気づかれてそうなものですけど」

「最初は違和感があっただけで、具体的に気づいたのはもうちょっと後だけどね」

　装備、剣術、仕込み刀にしても、疑いを持ってよくよく観察してようやく気づける程度のものだ。カシア自身、注意して隠してはいたのだろう。

　それでも、具体的に気づいてから今日までは時間があったし、その間はたしかに黙っていた。

「黙ってたのは確信が持てなかっただけ。それに、今挙げた疑問点はどれも、何かしら『普通の魔術師のフリをする必要性』に説明がつけば、解消できるものでもあるし」

「……ふぅん。じゃあ、今からわたしが『内心ジン先輩を信用しきれてなくって、万が一先輩に襲われた時のために、奥の手は隠してました』なぁんて言ったら、信じてくれるんですね？」

「もう無理かなあ」

　苦笑しながらジンは、左手に握にぎったものを掲かかげる。

「……いつの間に」

　カシアは苦々しげに、ジンの開いた手の中を見る。

　掌の上で、結晶が輝いていた。

　透明だが、月灯りを受けてキラキラと、不思議な輝きを内部に留とどめるゴツゴツとした塊かたまり。大きさは指先で摘つまめる程度。特徴からして、カシアが求めている鉱石だろう。

　先ほど剣で斬りつけたどさくさに、カシアのローブのポケットから抜き取ったのはこれひとつだけ。しかし浴場でローブを持ちあげた時に感じた重さからして、まだいくつもポケットに残っているはずだ。

　カシアが当初言っていた研究に必要な量は、ゆうに超こえているだろう。

　つまり彼女はすでに必要量を発見し確保しておきながら、それをジンとエインには黙っていたことになる。

「まるで、俺たちのクエストへの同行をわざと長引かせるため、みたいに」

「……お二人と一緒にいられるのが楽しくってぇ、つい言い出せなかっただけっていうかぁ。お二人のクエストも順調だったみたいですし？」

「それは正直、ありがたかったけどね。素直に感謝を表明していいかどうかは、君の目的次第だ」

　じり、とジンが足を浮かさずすり足で距離を詰めるが、カシアは視界の端はしでしっかりそれを把は握あくし、同じだけ距離を離している。

　もうそれだけで、対人戦の玄人くろうとだと白状しているようなものだ。

　そんな対人戦の玄人が、目的を隠してジンとエインに近づいてきた理由。考えられる候補はそう多くない。

　たとえばエインの実家から、彼女を連れ戻すために派は遣けんされた刺し客かく。この場合は、もっとわかりやすく強い装備の討伐屋でも雇やとって、力ずくで連れ戻せばいいだけの話だ。もともと竜討伐の大家でもあるエルテンシア家ならその程度の伝手はあるだろうし、こちらの線は薄い。

　エインが目的でないとすれば残るのは、ジンである。

　ジンは結局ここまでカシアを疑い続け、彼女が自分を狙ねらってくる場合に備え、警戒は怠おこたらなかった。

　心理的な持久戦でジンの隙すきを作るためにクエストを当初の予定より長引かせ続けたのなら、理解できる話でもある。

　ジンのスキルは、正面からよーいどんで殺し合う場合、ジンの舌が二音節紡つむぐよりも早く必殺の一撃を叩きこめるような敵が相手でなければ、まず負けない。

　ジンを殺す、ないし無力化したければ、奇襲が一番有効だ。

　逆にいえば、ジンの装備の強化を手伝いみすみすジンの戦力増加を許してでも奇襲の機会を作ることを優先する相手は──間違いなく、ジンのスキルを把握している。

「騙だましてごめんなさいでしたーっ、って言っても、素直に見逃してくれる雰囲気じゃあないですね」

　幻術、幻げん惑わく、目くらましなど、こちらの視覚を操る手段を用意しうる魔術師という存在は、ある意味ではジンにとって、どんな強力な装備を持つ討伐屋よりも厄やつ介かいな天敵である。

　そんな魔術師に向けるジンの警戒と敵意が伝わったのだろう、カシアは額ひたいに冷や汗を浮かべつつ鞘を放り捨てると、残った刀の柄を両手で握った。東洋の剣術の構えに似ている。

　ジンはそこで、かすかに眉をひそめた。

　カシアには魔術を使う様子がない。正面からの斬り合いなど、ジンがその気になればスキル一発で彼女を仕し留とめられるシチュエーションなのだが……。

「はあッ！」

　が、脳のう裏りをよぎった困惑は直後に消し飛ぶ。

　地を蹴けったカシアの身体が眼前に迫り、同時に刀を鋭くジンの脳天へと振りおろそうとしていた。

　モーションは小さいがそれだけに鋭い斬撃を盾で弾はじき、ジンは内心舌を巻く。

　速い。いやそれ以上に、巧うまい。

　カシアの初動、突進の動きの起こりは非常に読みづらかった。

　人間の目は、上下左右の動きには敏感だが、近づいたり遠ざかったりする前後の動きに対しては、反応が遅れやすい。

　カシアは身体の、上下左右へのブレを可能な限り消し、地面を滑るような動きで近づいてきたのだ。

　人体構造上、相当な修練を積まなければ獲かく得とくできない動きだ。

「っ！」

　しばらく盾と、押しつけられた刀とで押し合う。

　じりじりと盾の位置をずらし、刺し突とつのタメと適てきした角度を作ってから、ジンは盾を跳ねあげ右手に握った剣を突き出す。

　だが、カシアはジンの跳ねあげた盾の勢いに逆らわず力を抜き、背後に跳んでジンの刺突の圏けん外がいへと離脱している。

　やはり巧い。

　侮あなどっていたつもりもないが、ジンが改めて警戒を強めていると、カシアはカシアで嫌そうに顔をしかめている。

「あちゃあ、ジン先輩って対人得意なタイプだったりします？」

「君も相当だと思うけど」

「そりゃどうも。あーあ、討伐屋さんって対人苦手な人多いはずなのになあ」

　嘆くカシアの刀を見つめ、ジンはひとつ決意した。

　スキルを使おう。

　カシアの技術の底は見えないし、下手をすればジンより数段上の使い手の可能性もある。出だし惜おしみして、剣一本で無力化されては元も子もない。

　まだカシアの正体が完全に明らかになったわけではないが、ひとまず武器だけでも砕くだいて、その上で情報を──。

「こんなことなら、わたしの色仕掛けになびかない二人組より、いつも通り男ばっかのパーティー狙えばよかったですよ」

「死……ん？」

　スキルの発動寸前までいってから、ジンはおかしな言葉を聞いた気がして首を捻ひねった。

「ちょっと待った。男ばかりのパーティー狙えばって……その言い方だと、複数の候補の中から俺たちのコンビを狙ったみたいに聞こえるような」

「は？　や、そりゃこっちだって商売みたいなもんですし、獲物選びくらい、まず複数の候補を用意してから吟ぎん味みしますよ。討伐屋さんだってそうでしょう？」

「んー？」

「はい？」

　二人して、なんだか会話が嚙み合っていない感触を覚え、首を捻って向かい合う。

　なんだろう。裏稼業の賞金稼ぎの間とかで、ジンが賞金首になっていて、カシアがそのクエストを受注したみたいな話だろうか。

「ええと君、賞金稼ぎか何かなの？」

「賞金稼ぎ……ってそれ、討伐屋さんたちのことじゃないんですか？」

「「……んん～？」」

　しばらくお互い間ま抜ぬけに唸って、やがてカシアがぽんと手を叩いた。

　仮面をつけ直すかのように、にっこり笑顔で口元に指を当て、軽く小首など傾げつつ、媚こびるような甘い声で言う。

「えっとぉ先輩、ひょっとしてぇ、わたしの正体に気づいてるわけじゃなかったりしますー？」

「……君こそ、俺個人を狙ってたりとかそういう感じではない？」

「え。なんですそれ先輩そんな高貴な出だったりするんですか玉の輿的な展開期待できるやつじゃないですかそれ詳くわしく」

　前王の息子という意味ではそう表現できなくもないが、公式の記録からは削除されている存在だし、別段いい身分ではない。

　というかこの反応、ジンが『死ね』と口にしかけたさっきも、まるで気にしていなかったし、ひょっとしてジンの正体はおろか、スキルの存在すら知らないのでは。

　やだ俺、自意識過剰？　なんかすごく恥ずかしい。

「な、なんだかお互い誤解があったみたいですねー？　じゃあ今夜のことはなかったことにして、また明日から元気に一緒にクエストを」

「いや、それはそれとして君がよからぬ企みで近づいてきたことは揺ゆるぎなさそうだし、無理だけど」

「ちっ」

　もう隠す気もないのか露骨に舌打ちし、カシアは再び刀を構える。

「じゃ、どうします？　もう一戦、します？」

「えーと、俺が警戒してた感じと違うなら別にそのまま去ってくれれば──」

「話は聞かせてもらったわ！」

　想像していたよりは平穏無事に話がつきそうだし、スキルもギリギリ使う前でよかったとジンが安堵した時、そんな声が響き渡った。

　振り向けば、そこにエインが立っていた。
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　エインはなぜか意味深な、自信ありげな態度で両腕を組んでいた。

「……いつからそこに？」

「ジンがカシアに斬りかかった辺り。慌てて飛び出さなくてよかったわ。その後のカシアの言動が、アタシの推すい理りを補強してくれたもの。おかげで謎はすべて解けたのだわ」

　なんだろうこの口調。どこかの探偵小説か何かの真ま似ね事ごとだろうか。

　あと、気になることがもうひとつある。

「その恰好はどうしたの」

　エインはいつものＣ級装備を着けているのだが、なんていうか、雑だった。

　寝間着の上から無理やり装着してきた感じで、普段はむき出しのお腹なかの辺りから、寝間着の布地がはみ出している。

「こ、これは、違うわよ!?　別に、こんな夜中に二人が揃っていなくなってるから、密会っていうかどこかで二人でよからぬアレをしてるんじゃないかと焦ってたとか、そういうんじゃないから！」

「あ、うん」

　不純異性交遊的な心配をされていたらしい。

　一応、竜がうろつく遺跡を寝間着姿で歩き回る危険を理解し、ちゃんと装備をつけたのならむしろ褒めるべきだろう。

「あっ、あと装備着けたのも別に、最悪力ずくで邪魔してやろうと思ったわけでもないから！」

　違った。のけ者にされるのが嫌なのはわかるが、その動機はどうかと思う。

「えと、エイン先輩？　謎が解けたとか、なんのお話ですか？　やだなぁ、それじゃまるで、わたしがよくない犯行を企んでたみたいに」

「その通りでしょ、この『姫き賊ぞく』」

「…………」

　エインの言葉にカシアは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

　ジンはすかさず挙手をする。

「きぞくって何」

「いい質問ね。簡単に言えば詐さ欺ぎ師しよ、詐欺師。特に、男を狙う女詐欺師がこう呼ばれているわ」

「へ、へー」

　憲けん兵ぺいとか、犯罪者を追う職種での隠いん語ごか通り名だろうか。なんでエインがそんなことを知っているんだろう。

　エインはふるふると頰を引ひき攣つらせながら、その理由に当たるらしき私し怨えんを語る。

「かつて我が家、エルテンシア家もその被害に遭あいかけて、危うく全財産を失うところだったわ……あの時はほんと、生きた心地がしなかった……」

「エルテンシア家をって……そんな凄腕の詐欺師がいるのか」

「ううん。パパが色仕掛けにあってほいほい内容読まずに契約書にサインして、財産奪われかけただけ」

「またお父さんか……」

　会ったことないけどほんとロクでもないな。

「お、お義と父うさんって……ま、まだ気が早いわよ……」

　あとエインはなぜそこで頰を赤らめるのか。父親のロクでもなさが恥ずかしかったのだろうか。

「でもわたしぃ、エルテンシア家に手を出したことなんてないですしぃ、同業者の行為の責任をこっちに持って来られてもぉ」

「アンタはある意味パパを騙した奴よりヤバいでしょうが！」

「えー、そんなことないですよぉ。てれてれ」

「褒めてない！」

　嚙みつくような勢いで言うエインは、つまり詐欺師に一家言あるらしい。

　エインのことだからてっきり、ここで的をはずした迷推理でも披露するのかと思っていたが、カシアの反応からすると、エインの推測は事実を捉とらえているようだ。

「もともと姫賊って呼び名もアンタみたいなタイプが最初でしょうが」

　立腹した様子でエインは言う。

　どうもカシアは普通の詐欺師以上に『ヤバい』らしいが、ジンにはその辺りがよくわからないので、再び挙手してエインに尋ねる。

「いまいち話が見えないんだけど、具体的にどうヤバいんだ？」

「狙われるのは主に討伐屋ね。中でも男ばかりのパーティー。新人とか、まだ不ふ慣なれな半人前を装ってそういうパーティーに潜もぐりこんで、『わたしこんなに重いの持てなぁい』とか、『竜とか怖くてやっぱり無理ですぅ』とか、可愛さと泣き言でお目こぼしもらって楽をしつつ、いざ貴重で高価な素材を手に入れる段になれば本性顕けん現げん！　魔術とか魔導器とか、隠してた切り札で仲間を不意打ちして、『お宝』を持ち去るブリッ子性悪女よ」

「…………」

　態度や本性はともかく『重い物を代わりに持たせる』とか、『竜を怖がって代わりに戦わせる』点については色々言いたいことがあるのだが、指摘しても話がこじれるだけなので沈黙を選ぶ。

「詐欺師というより盗賊めいたやり口と、パーティーの男どもを騎士のように従えて、さながらお姫様のように大事に恭うやうやしく扱われるところから、姫賊と呼ばれるに至いたったわ」

「討伐屋パーティーの姫、的な？　でも楽そうに見えてそれ、結構リスキーなのでは」

　討伐屋全体の傾向として、素そ行こうがよろしくないことは周知の事実だ。

　女性の討伐屋が女性同士でパーティーを組みたがるくらいには、パーティーメンバーの女性に不ふ埒らちな真似をしたがる男は多い。

　そんなジンの疑問に、カシアがむしろ不思議そうに応じた。

「リスキーって何がですか？　もともと、力ずくでそういうことできそうにない童どうて、こほん、奥おく手てな男性のパーティーしか狙いませんし、テキトーに全員にそれぞれ意味深な態度取っとけば、あとは勝手に牽けん制せいしあってくれて、抜ぬけ駆がけで夜よ這ばいなんてできなくなります」

「鬼か」

「悪魔ね……」

　純情を弄もてあそばれ、パーティー内の友情を崩壊させてしまう被害者たちの姿が目に浮かぶ。

　もともと男性パーティーの紅一点をパーティークラッシャーと揶や揄ゆしたりするが、それを意識的にやっているとすると相当にタチが悪い。

　遠回しにジンも『奥手な男性』とやら、つまりカモに含ふくまれている気がするが、そこは気づかなかったことにしたい。

　ここまで聞けば、たしかにカシアが『ヤバい』というエインの評ひようにも納得がいく。

　が、それはそれとして別の疑問も浮かんだ。

「カシアがその姫賊なら、どうして今回は俺たちを狙ったんだ？　普段は男だけのパーティーしか狙わないみたいなのに」

「ここのギルドは姫賊に関する注意喚かん起きがしっかりしちゃってるらしくて、女一人ってだけで警戒されちゃって、なかなか仲間に入れてももらえなかったんですよねぇ。さすがに最初から強ごう姦かん目当ての連中のとこは嫌ですし」

「……そこを嫌がるなら、その稼ぎ方から考え直した方がいいと思う」

　いくら相手を選んだところで、豹ひよう変へんされたら同じだし、危ない。

「あら、ひょっとして心配してくれちゃってます？　大丈夫ですよぉ剣術には自信ありますし」

　カシアはそう言って笑うが、女性がそういう目に遭う光景にトラウマを持つジンとしては複雑である。これまで大丈夫だったからと言って、それがずっと続くとは限らない。

「……なんですその目。やめてくれます？　仮にわたしが危ない目に遭ってもわたしの自業自得ですし、関係ないじゃないですかジン先輩には。心配だとかそういう偽善、気持ち悪いですよ」

　ジンの表情が気に障さわったのか、カシアは珍しく腹の底を見せたような低い声で、そんな風に吐はき捨すてた。

　エインが一瞬、何か言いたげな顔をしたが、詐欺師に道徳を説とくのも無む益えきだと思ったのか、軽く首を振ってから口を開く。

「で、どうするこの子。必要だって言ってた鉱石を手に入れても黙ってたのは悪質だけど、アタシたちはもともとそっちは要らないって言っちゃったし。何か騙し取られたってわけでもないのよね、正直」

　エインの告発は、剣術という本性を現した際の『切り札』をカシアが隠し持っていたことと、『いつも通り男だけのパーティーを選べばよかった』という発言を根こん拠きよにした推測でしかない。

　鉱石は売ればそれなりの値段になるとはいえ、ジンたちは最初からそれを目的にはしていなかった。

　むしろカシアの存在はクエストの円えん滑かつな進行に不可欠だったろうし、被害らしい被害はないのである。

　もちろん、仮に不意の遭遇でジンとエインが上位の竜を仕し留とめ、高価な素材が手に入りそうならカシアも本性を現したのだろうが……。

「ですよねぇ、憲兵さんに突き出そうにも、証拠がありませんもんねぇ。やあ、一応Ｃ級のエイン先輩もいますし、おだててもっと儲もうかりそうなクエスト受注してもらってもよかったんですが、欲をかかなくてよかったです。結果的に予想以上に大量に儲かりましたし」

　カシアがローブのポケットを叩き、中で鉱石がじゃらじゃらと音をたてている。

「予想以上って……そこまで大量にも見えないけど、そんなに高価なのか」

「え？　ジン知らないの？　そりゃ高価でしょ。金剛石ダイヤモンドだし」

「いや、金剛石なのは知ってるけど。え、金剛石ってそんなに高いのか？　そんなに強力な装備の素材に使えた記憶もないんだけど」

「「……はぁ」」

　正直な感想を漏らすと、エインとカシアが揃って大きなため息を吐く。

　なぜだろう。金剛石がかなり硬い石だとは知っているが、傷つきにくい割に砕けやすく、熱にもあまり強くないはずだ。

「このバトル脳。そうじゃなくて、装飾に使える宝石としての需じゆ要ようよ」

「ああ、宝石か」

　たしかに綺麗だし、そっちの用途なら上流階級が欲しがりそうだ。

「しかもここに湧わく金剛石は、なぜか強い『加護』を宿していて、魔術師の実験用の需要まであるんです。これだけあれば大儲けできますよぉ」

「……？　そこまで儲かるなら、もっとみんな殺到するんじゃ」

　バトル脳の討伐屋でも、金に換算すれば価値を理解するだろうし。

　カシアは軽く首を傾げて応じた。

「そこは不思議なんですよねえ。ホントはこれ、ひと月半で一欠片見つけられるなら運がいい方で、こんなに大粒のがジャラジャラ見つかるわけないんですよ。まあこんなに見つかったからこそ、エイン先輩おだててもっと上位クエストを……って方針からこっちメインに切り替えたわけですけど」

　そもそも忽こつ然ぜんと湧き出てくる原因すら不明の鉱石だし、時期次第ではそういうこともありえるのだろうか。

　ジンがそんな感想を抱いていると、カシアは「じゃ」と片手を挙げた。

「わたしはこれで。そろそろ換金しとかないと。ほかの討伐屋さんが湧ゆう出しゆつ量りよう増加に気づいて市場に大量に出回るようになると、値ね崩くずれしちゃうでしょうし。短い間でしたがお世話になりました」

「あ、ああ」

　そのままさっさと踵きびすを返して去っていく。

　詐欺師を野放しもどうかと思うが、さりとて絶対に許さないというほどの倫理観も発はつ揮きできず、ジンとエインはどことなく釈しやく然ぜんとしない気持ちでそれを見送った。

　見送ったのだが、

「あれ？　戻ってきたわよ」

「なんか忘れ物か？」

　そういや仕込み魔杖の鞘を放りっぱなしだったなと、ジンは鞘に近づいて拾いあげておいたのだが、

「な、なんか様子、変じゃない？」

　いったんは曲がった角から戻ってくるカシアの表情は、見たことがないくらい必死なそれだった。

「出ました！　出ちゃいましたよ！」

　と近くまでカシアが戻り、ジンとエインもようやく気づく。

　カシアが向かっていた角から、猪突竜の巨体が現れている。

　が、それほど慌てることでもないだろう。ジンはなだめる。

「落ち着いて。夜とはいえ今さら猪突竜の一体くらい」

「そうじゃないです！　そっちじゃないんですよぉっ！」

　抱きつくような勢いでジンの腕に縋すがったカシアはそう言い、背後を振り向く。

　その時だった。




「死ね」




　と一言。

　カシアの視線の先から、ジンのものではない、誰かの声が木こ霊だました。

　ド、パッ！　という破は裂れつ音おん。

　猪突竜の巨体は、今や見る影もなく吹き飛んで、

「『通り魔』！　例の噂の奴ですよ！」

　宙を舞う肉片の向こうに、ひとつの人影が佇たたずんでいた。
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「なんなんですアレなんなんですアレなんなんですかアレ─────っ！」

　疑問というより悲鳴や悪あく態たいめいた声をあげ、カシアはジンの隣を走る。

「……だから例の『通り魔』だろ？」

　ジンも同じ速度で駆けながら、背後を気にしつつそれに応じた。猪突竜の破裂直後、横にあった建物に飛びこんで敵の視界からは逃げ、そのまま建物内を突っ切った後、こうして三人で全力疾走している。

　上手く距離を取れていればいいが、夜の遺跡の街路を反響してくる激しい足音と、

「死ね、死ね、死ね、死ね、死ねッ！」

　と連続で叫んでいる声の聞こえ方からするに、どうも追われているらしい。

　あの人影、顔立ちまで詳しく観察している余裕はなかったが、体型や身長からして成人した男に見えた。視界から逃れるまでの一瞬で確認できたのはあと、男の血走った双眸、口から首筋まで垂れ流しになっていた唾だ液えき、貫かん頭とう衣いのような形状の、ボロ布じみた衣服を着ていたことだ。

　ジンを狙っているのか、単に『通り魔』としての習性かも不明である。たしかなのは、およそ理性を保っているようには思えず、それゆえ話し合いの余よ地ちはなさそうだという点くらいだろう。

「わかってますよそのくらい！　でもなんでこんないきなりっ、遺跡では目撃証言なかったはずなのにーっ！」

　道の角を曲がるなり猪突竜に出くわし、さらにツガイらしき二体の内、一体が「死ね」という声と同時に弾け飛ぶ、という光景を前に、すぐさま踵を返して戻ってきたという判断力はたいしたものだが、それでもカシアはかなり取り乱している。

「ていうかマジだったんですかアレ噂と寸すん分ぶんたがわず特とく徴ちよう一いつ致ちしてますけど誇こ張ちようとかそういうんじゃないんですかだっておかしいですよ魔術的にありえない────っ！」

　どうも取り乱している原因には、ジンたち魔術の素人が理解できない理由も含まれているようだった。

　今の言葉が気になったのか、すぐ後ろを走るエインが口を開いた。

「魔術的にありえないってどういう意味？」

「魔力ですよ魔力！　あんなの人間が纏まとってていい魔力量じゃないです！」

　そういえば魔術師は、先天的に魔力を感じ取れる知覚を有していることが多いのだったか。魔術師は常人より身に宿している魔力が多いらしいが、その恩おん恵けいだろうか。

　ジンは微妙に、今の表現に違和感を覚える。

「でも俺たちも、装備を身に着ければかなりの魔力量を纏ってることになるんじゃ？」

「そうじゃなくって……ああもう言葉じゃ説明しづらいんですけど！」

　直感的に感じ取れるものを言葉に変えるのが面倒なのか、カシアはもどかしそうにしたものの、意外と律りち儀ぎに詳細を教えてくれる。

「討伐屋さんとかは、あくまで弱い魔力の塊かたまりが、強い魔力に包まれてるイメージです。装備の魔力は肉体にも染みこむんでしょうけど、人体の魔力に溶けこんだりはしません。感じ取りにくくなるだけで、強い魔力の塊の奥では、弱い魔力の塊が鼓こ動どうしてるのはわかるっていうか……」

「へー。アイツは違うの？」

　エインが問うと、カシアはようやく少し落ち着きを取り戻した様子でうなずく。

「はい。アレは混じりっけなし、奥からも弱い魔力なんて感じられない、純度百の強い魔力の塊でした。あんなのまるで──人の形をした竜ですよ」

　人の形をした竜。

　たしかに竜は、生態や身体的な特徴より、加護、つまり魔力の強大さを根こん拠きよにほかの生物とは区別された存在ではあるが。

　さすがに人型の竜なんてものに、聞き覚えはない。

　……かつて息子の凶行を、姿の見えない竜によるものとみなした男はいたが。

「それって……アイツが『死ね』って言う瞬間だけそうなのか？」

「は？　いや常時ずっとそうですよ。そりゃさっきから『死ね死ね』言い続けてますし、落ち着いたら収まるのかもしれませんが」

「そうか」

　ジンはうなずいて立ち止まる。

「ちょ、何やってるんですかジン先輩!?」

　カシアも急ブレーキをかけ、併せてエインも立ち止まる。

　エインはやや緊張した面持ちだが動どう揺ようまではしていない。

「……やるの？」

　エインに問われて、ジンはうなずく。

　このまま逃にげ延のびられればいいが、仮に『通り魔』のスキルの発動条件がジンと同じなら、建物の隙間など、『視線が通る』だけでも危険だ。逃走中、意図せずそういう位置関係にはまる恐れもある。

『通り魔』の位置が把握できている今の内に、始末をつけたい。

「君らは先に行ってて。ちなみにカシア、君の魔力感知ってどの程度の距離までできる？」

「……え、かなり近距離、石投げて届くくらいの距離までですけど。それ今何か関係あります？」

「いや、別に」

「は、はあ？」

　できれば遠くからでもジンがスキルを使う瞬間を感知してもらって、はたしてジンも『人の形をした竜』のような気配を放つのか、つまり『通り魔』とどの程度まで同類なのかたしかめたかった。でもカシアにスキルを見せたくはないし、安全のためにも二人には離れてもらった方がいいだろう。

「じゃ、じゃあわたし行きますけど。何が目的か知りませんけど、死んでも化けて出ないでくださいよね」

　さすがにドライというか、カシアはさっさと背を向けて走り出そうとする。

『死ね』を連呼する声の現在位置は、建物を挟んだ向こうの通りだ。

　まだ後ろ髪を引かれる様子のエインにも逃げるよう促し、ジンは建物内を通って『通り魔』の背後を取ろうと決めて、

「──死ねッ！」

　という怒鳴り声と同時に、カシアの側面を建物の瓦礫が襲った。

「きゃあ!?」

「……っ」

　ジンはそちらに目を向け、とっさに走る。

　建物を吹き飛ばしたのは十中八九『通り魔』である。

　甘かった。

　証言からして竜の遺骸の『加護』までは消せない以上、ジンのスキルに似てはいても、その本質や制限まで同じだとは限らないと、わかっていたはずなのに。

　無意識に、自分には壊せない『無機物』、建物をも壊せるスキルだという可能性を考えから除じよ外がいしていた。

「いったぁ……なんなんですも……う……？」

　建物の残骸が巻き起こす粉ふん塵じんの奥で、カシアが尻しり餅もちをついたまま顔をあげ、固まっている。

　カシアのすぐ目の前、粉塵のカーテンの向こうに、人影が見える。

　視界による制限の方はジンと同じなのか、「死ね死ね死ね」と人影が呟いてはいても、粉塵に隔へだてられたおかげで、カシアにはまだ異常はない。粉塵が晴れるまでの、ごくわずかな猶ゆう予よではあるが。

　このまま粉塵が晴れるのを待っていても、粉塵がどこから薄らいでいくかによっては、ジンが人影の全容を視認するより、人影がカシアを捉える方が早いかもしれない。

「ジン、行って！」

　ジンの焦りを断ち切ったのは、大おお太た刀ちを構えたエインだ。刀身の腹を見せたその構えは、斬るための構えというより──。

「頼んだ！」

　意図を察さつして応じ、ジンはさらに速度をあげる。

「せぇ、のぉッ！」

　ぶおん、と巻き起こった突風が、ジンの脇を突き抜けていく。

　エインがＣ級装備の剛腕で、超重量の大太刀を、大気の抵抗を大きく受ける角度で振るったのだろう。要するに巨大な扇おうぎ代がわりだ。

　ちょっとした風の塊じみた突風は、粉塵の奥の人影、その側頭部辺りに着弾してたたらを踏ませ、

「死ね死ね死ね死……」

「死ね」

　人影を中心に晴れていく粉塵の中、人影がカシアを視認するより先に、ジンは言った。

「ひぁ!?」

　ばしゃりと、飛び散った人影の軀からだを浴あびて、カシアが悲鳴をあげる。

「なっ、え、アイツどこに……これ、血……っていうか、今の声」

　ジンは脳裏に響く『あの声』に、内心で「もう躊ちゆう躇ちよはしないよ」と応じつつ、一方でやっぱりこうなっちゃうのかと、肩も落とした。

　さながらいつかのエインのように、大量の血と肉片で、可か憐れんさが台無しの姿になったカシアが、おそるおそるといった様子でジンを見あげる。

「今の……ジン先輩、でしたよね？」

　こうしてカシアにも、ジンのスキルはバレたのだった。
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「いや気のせいだよなんかでかい飛ひ竜りゆうが猛もうスピードで通って『通り魔』轢ひき殺ころしちゃっただけだよー」

　という趣しゆ旨しの言いい訳わけを試ためしてはみたものの、カシアが信じてくれるわけもなく、

「いえはっきりジン先輩の声が『死ね』って言うの聞きましたし。どういうことですかジン先輩がなんで『通り魔』と同じことできるんですかもしかしてわたし巻きこまれたとかそういうやつですか謝罪はいらないんでお金ください」

　と迫せまられて、結局はスキルの存在を明かすハメになってしまった。

　ちなみにカシアによれば、ジンの身体からだからはスキル使用後も『人の形をした竜』のような、純度の高い強い魔力は感じ取れないらしい。

『通り魔』のスキルは、竜の素材が使われているわけでもない建物を壊せたことを踏ふまえても、やはり、根本的にジンのスキルとは異ことなる種類の力なのだろう。

　とはいえ、それでも発動条件と、パッと見の効果の一いつ致ちは気がかりだ。

　ジンはスキルの隠いん蔽ぺいと、後の調査のために『通り魔』の肉片を可能な限り回収、急ぎクエストを中断し、王都へ戻った。

　幸い、今回入手済の素材の量は、クエスト中断によりギルドに没ぼつ収しゆうされる保証金を相殺できる程度には集まっていた。

　だが王都のギルドで手続きを行ったジンは、そこで目を剝むくことになる。

「サリスチャンくんの体調不良を理由としたクエスト中断、たしかに了承した。まあ少し根こんを詰つめすぎたか。本業というわけではないのだし、ゆっくり休むよう、サリスチャンくんに伝えてくれたまえ」

　受付のジョスト氏は、ジンの口にした中断理由を疑うでもなく了解してくれた。

　噓うそをつこうが事実を話そうがどのみち挙きよ動どう不ふ審しんな自分のコミュ障しようぶりが、こんな時ばかりはありがたい。……ありがたい（自己暗示）。

　しかし問題は、続いてジョスト氏が告つげた情報だった。

「サリスチャンくんに合わせてしばらく休養するのなら必要ないかもしれないが、あいにくとこちらの義務だ。続報の提示にお付き合いいただいても？」

「……続報、ですか？」

「ああ。例の『通り魔』だよ。新たな目撃証言が出た」

　ぴくりとジンは思わず眉まゆを震わせたが、そんな細かな反応は、きょろきょろとジョスト氏の首の辺りをさまよっているジンの視線の挙動不審さに覆おおい隠されてくれた。

　が、さすがのジンも、さらに告げられた言葉によって、ジョスト氏と目を合わせることになる。

「つい昨日の情報だ。当ギルドの現地回収班が、『通り魔』による襲撃を受けたようだ」

「昨日……？」

　ジンは眉をひそめる。

　ジンたちが遺跡を発たったのは三日前。通り魔の襲撃を受け、スキルを使って殺害したのは、さらにその数時間前である。

　死んだはずの通り魔が、翌々日になって現れるわけがない。

　ジョスト氏は、珍しく目の合ったジンの言葉に片眉をあげる。じっと見られている気がしてきて、すーっと自然と横にそれるジンの視線。ジョスト氏と視線を合わせた時間は過去最長ではないだろうか。二、三秒だけど。

「たしかに昨日だが、それが何か……ああ、現場からの距離か。たしかに早馬を走らせても二日近くかかる距離の現場ではあるが、単に、回収班も通信用魔導器を所しよ持じしていたというだけの話だよ」

　ジンが引っかかっているのはそこではないのだが、そう口に出すわけにもいかない。

「幸い、彼らは回収作業中、通り魔が竜を殺害……破は裂れつさせる瞬間を目撃しただけで、気づかれる前にすぐその場を離れた。被害はなく、それだけならこれまでの目撃証言と大差はないのだが……」

　意味ありげに言葉を区切ったジョスト氏が、物もの憂うげなため息をひとつ吐く。

「ここからが新情報でね。これは誇ほこらしいことだが、当ギルドの回収班は、通り魔に警戒すべく、勤勉に現地の周辺警けい邏らに励はげみ、先の班とはまた別の班も、通り魔に遭遇するという成果をあげてくれた」

「……は、はあ。……それが？」

「問題はその日時と、場所だ。日はどちらも昨日。時間は三時間程度しか差がない。そして目撃場所はそれぞれ『火山地帯』と『湿しつ地ち帯たい』であり、その距離は、馬で五日程度は離れている」

「…………それって」

「お察しの通り。通り魔に、それだけの距離を短時間で移動する能力があるとする場合と、同日に現れた通り魔がそれぞれ別人である場合、どちらが厄やつ介かいであるかは、悩ましいところだがね」

　ふぅ、とジョスト氏は眼鏡めがねをはずして目元を揉もんだ。この問題の対応に昨日から追われているのだろう。

「当ギルドとしては、後者の仮説を支し持じしている。根こん拠きよとして、回収班の目撃情報がそれぞれ、明らかに女であった、男であったと矛む盾じゆんしていること。……いや、後に紹介した回収班は、残念ながら『通り魔と遭遇。班の過半数が死亡。相手は小太りの中年男性』という報告の直後、悲鳴と同時に通信が途と絶ぜつ、音信不通となったため、追加の聞き取りはできていないのだがね。しかし、これまでの目撃証言において、通り魔の容よう貌ぼうが証言者によってまちまちであった理由も、『通り魔が複数いる』という仮説の下でなら、説明がついてしまう」

　ジンたちが遭遇した通り魔も少なくとも中年ではない。若い男に見えた。

　この上、通り魔が短時間での移動スキル、容貌を自在に変えるスキルでも持っていない限り、複数人説の信しん憑ぴよう性せいは高まるだろう。

「結論を述べよう。通り魔はこれまでの想定と異ことなり、最低でも二人、目撃証言がそれぞれ真実であるなら、それ以上の『集団』であると危き惧ぐせざるをえない。数ある竜の棲せい息そく圏けん、広大なそれらの内ひとつで、『運悪く』遭遇する可能性があるだけならまだしも、組織だって我々の人的資本たる討伐屋スレイヤーが殺害されているとなれば、即時、実効性のある対応が必要だ」

　結論を述のべると言ったわりに、相変わらず長めの前口上の後、ジョスト氏は告げる。

「本件は一民間ギルドの手に余あまる事態と断定。正式にアムスガルド王家に本格的な捜査と対処を求め、登録中の討伐屋諸君には、『よほど急ぐ理由がない限り』クエスト受注を控ひかえるよう、異例ではあるが、推すい奨しようすることにした」

　実質的な営業停止宣言である。

　さすがに『登録している討伐屋へのクエスト仲ちゆう介かい』という義務を放ほう棄きするわけにもいかないのだろう。『推奨』と表現してはいるが、ギルドとしては『禁止』したいというのが本音に見える。

　捜査が長引けばどうなるかはわからないが、少なくともしばらくの間、討伐屋たちも休業することになるだろう。命知らずな討伐屋とて、好き好んで『出会って二秒で即死』させられる、Ｃ級以上の竜じみた集団のいる場所へ赴おもむきたくはないはずだ。

「続報としてはこんなところだ。せっかくの臨時休業だ、アマルギアくんもこれを機きに少し、コミュニケーション能力の改善にでも精せいを出してはどうかね？　指南書代わりに、新人教育用のマニュアルくらいは貸し出せるが」

「……あ、あは、は」

　冗談、にしてはわりと本気で「教育してやりたい」という色の見えるジョスト氏の申し出を、乾いた笑いで辞退しつつ、ジンは今後の方針へと考えを巡らせる。

　これはやはり……頼るべきか。あの二人を。
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「その件ならオレのところにも報告が来ている」

　頼るべき相手の一人は、忙しいらしくなかなか会う時間を取れなかったが、すでにこの件に関して動き出しているようだった。

「安心しろ。この国の憲けん兵ぺい団だんは優秀だ。さすがにジンのスキルについて漏もらすつもりはないが、オレも可能な限り協力していく」

　この国のかつてのトップが一枚嚙かんでいたのだから嗅かぎつけられなくて当然だが、その憲兵団の目をかいくぐって凶行を重ねていた過去のあるジンとしては、どう応じていいか困るセシルの言葉であった。

　セシルの実家の屋敷で借りているジンの部屋で、彼女に相談に乗ってもらっていた。セシルはこのあと憲兵団の事務所に顔を出すとかで、早朝に時間を取ってもらっている。

　このままセシルたちこの国の公的機関に任まかせたい気持ちはあるが、しかし、ジンの抱く懸け念ねんが的中していれば、そうもいかない。

　ジンは念のため軽く身を屈かがめ、セシルの耳に口元を近づけて、いくつか囁ささやく。

「ひぁっ……こ、こほん。な、なぜそんなことを？」

　なぜかくすぐったがって可愛らしい声をあげ頰ほおを染めるセシルが、訊きき返かえしてくる。彼女はジンに、思った以上の好意を向けてくれているのを思い出す。

　普段そんな素そ振ぶりがないとはいえ、ちょっと軽けい率そつだったと反省しつつ、ジンはやはり声をひそめて応じる。

「お前、それは……いや、お前の立場なら疑っても当然か。ああ、杞き憂ゆうだとは思うが、考慮には入れておく」

　いささか気分を害した表情も見せたセシルだったが、ジンが疑う根拠には理解を示し、そう請うけ合あってくれた。

「そ、それでジン。忙しくなる前にどうだろう。これから少し外へ出て朝食でも──」

　何か蚊かの鳴くような声で言っているのは気になるが、ひとまずこれでセシルへの根回しはＯＫだろう。

　あと、問題のもう一人は、

「はーぁ、ねっむ……おなかすいた……」

　荒っぽく部屋のドアを開け放ってずかずか入ってくる、カシアだった。

　ぴくりと、それを見たセシルの眉がつりあがる。

「カシア、だったか。ノックぐらいしたらどうだ。それに、その恰かつ好こうはその、男子の部屋に入るにはいささか……」

「……えー？　そうですかねぇ？」

　セシルの苦言に一瞬、面倒くさそうに顔をしかめたカシアだったが、一転して笑顔を作ると、可愛らしく小首を傾かしげた。

　その服装は、セシルの言う通りいささかどうかと思う。

　いつものローブはなく、スカートすらはいておらず、ブラウス一枚のみの軽装だ。しかもブラウスはかなり大胆にボタンが開けられていて、ややはだけた肩の辺りに、本来見えちゃいけなそうな紐ひもが見えている。

　ブラウスの裾すそは隠すべき部分を隠してこそいるが、屋敷の清掃が行き届いているのをいいことに靴下のない裸足はだしなせいで、すらりと伸びた白い生足が眩まぶしすぎる。

「別にほら、ちゃんと下にショーパンはいてますし」

「「おっま……！」」

　ぴらりと無む造ぞう作さにめくられたブラウスの下から、これはこれで丈たけの際きわどいショートパンンツを見せてくるので、セシルと二人で吹き出した。

　つい視線を脚に向けてからハッと顔をあげたジンに、カシアは大きく距離を詰め、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて囁いてくる。

「ジン先輩はぁ、こういう恰好、お嫌いですか？」

「…………ええと」

　その聞き方はズルいと思う。

　好きか嫌いかでいえばそりゃ好きだが、この場合は好きだからこそ問題というか。

「んっ、んんっ、んッ！」

　露骨にわざとのセシルの咳せき払ばらいで、ジンはさっとカシアから距離を取る。

　からかっているだけだから別段惜しくもないのだろう。カシアは軽く肩をすくめて、セシルの方を見た。

「何か、ジンに用事があったんじゃないのか？」

「あ、そうでした。朝から色気づいてる人が自分を棚たなにあげて細かいこと言ってくるんでムッときて、つい忘れちゃってました」

「だっ、誰だれが色気づいてなど……っ！」

「え。言っていいんですか？　誰が、どんな風に、って」

「……くっ」

　よくわからないがセシルは言い負かされたらしい。

　カシアがもう本性を隠す気がないせいもあるが、相性悪いなこの二人。

　セシルを悔くやしがらせて満足したのか、カシアは手に持っていた羊皮紙の束をジンに差し出してくる。

「はい先輩。頼まれてた分析の結果です」

「え。もう？」

「急げって言ったの先輩じゃないですかぁ」

「そうだけど。頼んでからまだ数日だし」

「これくらいの分析自体には一日も要いりませんし。先輩たち素人しろうとさんにもわかるよう、文字にする方が疲れました」

　ジンは羊皮紙に目を落とす。女の子らしい丸っこい字で、しかし堅かた苦くるしい数値やそれらに対する考察などが記き述じゆつされている。たしかにジンが頼んだものだ。

「……分析？」

　首を傾げるセシルに、ジンはひとつうなずいてみせる。

「例の、遺跡で出くわした通り魔の肉片の」

「ああ。一部は携帯用の食糧保存庫か何かで持ち帰ったんだったか。……エインがぐちぐち文句を言っていたが」

「……金貯まったら弁べん償しようしないとな」

「その前にわたしへのお支払い、忘れないでくださいよ？」

「…………ちなみにたしか、延えん滞たいの利り息そくは」

「トイチで勘かん弁べんしてあげます」

　十日遅れれば一割増額。暴利だが、この問題に深入りしたくはなさそうなカシアに、無理を言って協力を頼んだのはジンである。

　憲兵団も動くのだから国家機関の魔術師に頼む方法もあったが、ジンのスキルについて明かさずに、となると色々と面倒だ。どこを重点的に注意してほしいかも指定しづらくなる。

　セシルを通すにしても、うっかり通り魔の『集団』とやらとの関係を彼女が疑われて、立場を危うくさせるリスクがあった。

　すでにスキルについてある程度承知している、カシアに頼むのが一番ではある。

　幸い、本業が詐欺師とはいえ、カシアは魔術師としても優秀だった。

「ふ。あいにくだが報ほう酬しゆうの心配をする必要はないぞ」

　とそこで、セシルが何やら勝ち誇ったように言う。

「この件には正式に国の予算がつくからな。オレに動かせる範囲で、お前への報酬にも予算を割さかせよう」

「……えー？　でもぉ、公的なお金なら、どこにどういう理由で支払うのか明かさなきゃダメなんじゃないですかー？　ジン先輩のこと伏ふせられます？」

　ジンに払わせ、支払い期限後のトイチの利息こみでの利益を期待しているのだろう、カシアは微妙に抵抗している。

　が、セシルは先ほどの意い趣しゆ返がえしのように、やはり勝ち誇った顔で言う。

「この手の捜査に情報提供者への謝礼は付きものだ。限られた金額までだが、提供者の素す性じようを明かさず支払える分もある。最悪、さらに上に掛かけあって許可をもらうだけのコネクションもあるしな」

　カシアにはセシルの本業……ライラの護衛や、女王との関係について明かしていないので濁にごしているが、たしかに女王ならジンのスキルも承知しているし、その手の許可を直々に出してくれる可能性はあるだろう。

「ちぇー」

　口を尖とがらせるカシアに苦笑し、セシルに礼を伝えてから、ジンは本題を切り出した。

「結果について、カシアの見解は？」

「ま、だいたいジン先輩の予想してた通りって感じですね。バラバラなんで全身の確認はしようがないですから、断言まではできませんが、それでも表面が無事ないくつかの皮ひ膚ふ片へんに注ちゆう射しや痕こんがありましたし、十中八九、同じような痕あとが全身にあったはずです」

「全身に注射痕、ということはつまり……？」

「人体実験の被害者、とかですね。ま、特殊な薬物中毒者って可能性もなくはないですが、少なくともこの件に、腕のいい魔術師が係かかわっていることは確定です」

　セシルの問いかけに応じたカシアは、ショートパンツのポケットから油あぶら紙がみの包みを取り出し、それをセシルに渡す。

　親指大の包みの封を解いたセシルは、

「これは………………っ、きゃあっ!?」

　と女の子っぽい悲鳴をあげて、包みを落とした。

　ジンはそれを拾ひろいあげ、眉をひそめる。

「これは、舌……？」

「はい。舌の先端部分です。で、ここ見てください、ここ」

「お、お前たち、なんでそんなに平然と……」

「……慣なれ？」

「人の死体丸ごとならともかく、魔術師が肉片のひとつでビビってたら実験なんてやってられませんよ。で、ここですが」

　ひええ、という顔をしているセシルに雑に応じ、カシアが指し示したのは、ジンが手にしている通り魔の舌先、その、途と切ぎれている断面の近くだ。

　よくよく見ると、黒い円の一部、といった印象の、模も様ようの断片がある。

「これ、魔術式の一部です。本来は舌に刺青いれずみとして刻んであったんだと思います。あれだけ膨ぼう大だいな魔力を竜みたいに放ってたくせに、竜と違って、普通の人間みたいに、死んだ後はどの肉片からも魔力が消えてるんですけど、この刺青のインクには残ってました。成分は市販品と違うので、独自に調合した魔力ポーションだと思います」

　死体から魔力が消えているのは、そもそも竜のような魔力を持っているだけで、不死身などではない普通の人間なのか、それともジンのスキルによって竜同様、加か護ごたる魔力を失ったのか。

　そこは判別できないが、今気にかけるべきは魔術式の方だろう。

「どんな式かは？」

「円陣の外がい縁えんの一部から内容まではさすがに。ただ、発動条件から考えて、何かしらあの通り魔の『魔術』の起動に関係しているんだとは思います」

「……待った。魔術？　異能スキルではなく？」

　ジンの確認に、カシアは虚きよを突かれたような、「何を今さら」とでも言いたげな顔をしてから、そういえば素人だったと思い直すように、ため息をひとつ吐く。

「スキルっていうのが、Ａ級の竜やジン先輩みたいに先天的な、生まれつき、何か装備や術式の補助を受けずに発動できる力って意味なら、これは違いますね。まあジン先輩の場合、Ａ級の竜と比べてもおかしいんですけど」

「……おかしい？」

「自覚ないし。あのですねえ」

　ビッと、カシアは指先を突きつけてくる。

「本当なら、あれだけの現象を起こしておいて、魔力の残のこり香がさえ感じさせないジン先輩の方が通り魔よりよっぽど異常なんです。というか意味不明です。なんですか『死ね』って言うだけで、本当にそれだけで人どころか竜まで殺せるって」

「……ええと、何か、怒ってる？」

「そら腹はらも立ちますわ！　わたしたち魔術師が普段どれだけ、どれっだけ細心の注意を払って、大気中の魔ま素その一粒さえ無む駄だにしないよう、魔力の効率的な操作の鍛たん錬れんしてると思ってるんですか！」

　と、言われても。

　セシルに目を向けるが、彼女もカシアの怒りのポイントがわからないのか、困惑した表情である。

　カシアは指を立てて、そんな二人に言い含めるように説明する。

「魔術を使って起こせる現象の規き模ぼや威力は、注そそぎこめる魔力の多た寡かで決まります。その点は、デタラメな規模と威力で魔術的な現象を引き起こせる、Ａ級竜のスキルだって例外じゃありません。魔力は燃料。より大量の薪まきを燃やせばより大きな炎を起こせる。人間に扱える魔力量、喩たとえるなら運べる薪の量なんてたかが知れてますし、薪の集め方、種類や乾かん燥そう具合、運うん搬ぱん法ほう、火打ち石の改良でわたしたち魔術師はより効率的な着火の仕方を研究してるわけですが、大量の薪さえあれば、っていう前提は一いつ貫かんしてます」

「不勉強で悪いが、大量の魔力があればいいなら、装備の魔力を魔術に転用したりはできないのか？」

　ふと思いついた様子でセシルが言う。

　カシアは苦々しげに首を振る。

「それができたら今ごろ、討伐屋さんは魔術師だらけになってるでしょうね」

「まあ、それもそうか」

「本来、所有権のない、自分以外の魔力っていうのは自由に操作できるものじゃありません。神経が通っていないといいますか、辛かろうじて、まだ誰のものでもない大気中の魔素や、純度を薄めて魔素に近い性質を持たせたポーションなら、一時的に取りこんで神経を通すこともできますけど」

　装備の魔力はあくまで素材になった竜に所有権があり、討伐屋は装備を身に纏まとうことで、その魔力を借りているにすぎないのだという。

　それによって竜の肉体に先天的に組みこまれている『身体強化エンチヤント』の権能の恩おん恵けいは得られても、遺い骸がいの魔力を自在に操り、魔術に転用するようなことまではできない。

　熟じゆく練れんの討伐屋のごく一部には、操作権限がないはずの装備の魔力を多少操る──身体のどの部位に魔力を集中させるか、程度の範囲ではあるが、恐ろしく戦闘効率のいい魔力運用を可能にしている者もいるらしいが。

「で、言ってみればジン先輩は、燃料もなしに口から火を噴ふいて、しかもそれで竜まで焼やき尽つくせちゃうわけです。異常者ですよ異常者」

　ジトッとした目で睨にらまれても、仕し組くみの違いを実感できないジンには、いまいちピンとこない話だ。

「じゃああの通り魔は？」

「アレはまあ、規模の大きな手品ですね。お腹なかの中に油あぶら袋ぶくろを仕込んで、油を噴きながら火をつけ、炎を噴いてるように見せかけてるイメージです。アイツは『死ね』って言った直後、身体から魔力の塊かたまりみたいなものをぶつけて爆破、猪ちよ突とつ竜りゆうを吹き飛ばしてた感じでした。あの程度の塊だと、Ｅ級の竜はともかく、たぶんそれ以上を吹き飛ばすのは難しいんじゃないかと。人間のお腹には収まりきらないような油袋のサイズなのは問題ですが、やってることは単に、人間にしては規模の大きい魔術、ってわけです」

「……なるほど」

　そういう仕組みなら、生き物ではない建物を壊せたことにもうなずける。さすがにＥ級の竜以上に堅けん固ごな建物ではなかっただろう。

「というか、そこまで予想してたんじゃないんですか？」

「いや俺はただ、人間に後天的に、俺みたいなスキルを持たせる計画なり研究なりがあったんじゃないかなー、くらいに」

　ちらりと、ジンはセシルの方を見る。

　ジンの示し唆さする意味を察さつして、セシルは心外そうな、一方で気の毒そうな目を向けてきた。どうも女王を通じて、ジンが過去にどんな扱いを受けていたのか、ジンが語った以上の情報を知っているらしい。

「さっきも言った通り確認はするが、杞き憂ゆうだぞそれは。あの方はそのような……人体実験になどお許しを出される御方ではない」

「武力を求める動機はある立場の人だろ。それに、もし意図的に俺のスキルに似たモノを作ろうとしてるなら、そんな発想ができる人間は限られる」

　ジンの父も、色々と実験を行い、ジンのスキルについて研究していた節ふしがある。

　ジンのスキルは、こと戦場では有用だ。今回、通り魔が複数いることが、たとえば『量産化』の結果であるなら、戦場での利用価値は増す。

　Ｄ級以上の竜や、同等以上の防御力を誇る装備の相手は殺せないとしても、ほとんどがＥ級である一般の兵士を短時間で殺せるだけでも、戦況を有利にはできるはずだ。

　死角からの攻撃に弱いという欠点も、数を増やせば補おぎないやすい。

　女王はジンが処分し損そこねた父の資料から、ジンの存在を知っていた。仮にその資料の中に、ジンのスキルの模も倣ほう、量産の計画や、実現に必要な情報が含まれていたら？

「それは……いや、しかし」

「あのぉ。お話がよく見えないんですけど。ジン先輩は、今回の首謀者？　に心当たりでも？」

「……今のところ、いわゆる容疑者ってやつでしかないし、詳しくはちょっと」

　疑惑の段階でしかないし、不ふ敬けいでもある仮説だ。

　どう誤ご魔ま化かしたものかとジンが思案していると、コンコンとドアがノックされた。

「おっはよー。……って、え。何、どしたの朝から」

　カシアとは対照的に、ぐっすり眠って元気いっぱい、という様子のエインである。

　しばらく休業中なので、装備は身に着けず、私服姿だ。

　朝から難しそうな顏を突き合わせている三人を見て、不思議そうに顔を巡めぐらす。

「例の件で少しね」

「……ふーん」

　エインをわざわざ呼びに行かなかったのは、単に、彼女をこの件にあまり深入りさせたくないという、ジンの身勝手だった。

　エインが頼りないというわけではない。

　むしろ、対通り魔戦で見せた機き転てんといい、明らかに実戦での肝きもは据すわってきたし、『微み塵じんも才能がない』と断じた以前の認識を根本から改めざるをえないぐらいには、成長が著いちじるしい。

　だが、だからこそエインには真まっ当とうに討伐屋として歩んでほしい。

　年齢から言っても、今後『新大陸』に挑めるほどの討伐屋になれる可能性が、彼女にはある。これ以上、国家絡みの陰いん謀ぼうだのジンの過去だのに巻きこむのは避さけたい。

「……そういう小難しい話でアタシが役立てることも少ないだろうし、いいけどさ。必要な時は、ちょっとぐらい頼ってよね？」

「……ああ」

「なんですかねぇ、その、『お前を危険に巻きこむわけにはいかないんだぁ』みたいな、ヒロイックで自じ己こ陶とう酔すい的てきな眼まな差ざし。こぉんな可愛い後輩は容よう赦しやなく巻きこんでおいて」

　カシアが胡う散さん臭くさいモノを見る目で言うが、微妙に心を読むのはやめてほしい。あながち間違ってないからとても恥ずかしい。

「……君の場合は対価も払うし。もうひとつの件も頼むよ」

「えー？　トイチがなくなって、予定してた報酬よりも値が下がっちゃいましたし、どうしよっかなー？」

「そっちは経費先払いして素材も渡してるんだから頼むよ……」

　ちなみに渡した経費だけで、しばらくの生活費以外、遺跡でのクエストによるジンの儲もうけは吹き飛んでいる。途中、装備の新調などで余よ計けいに金がかかったせいもあるが。

「ちぇー。じゃあ今回は負けときますね」

「いや負けるも何も当初の金額通りなわけで」

　支払い期限破りによる利息を織おりこんでいる計算の方がどうかと思う。

　ジンとカシアがそんなやり取りをしていると、エインがきょろきょろと部屋の中を気にしていた。

「あれ？　誰か足たりないと思ったら。セシル、ライラはどこにいるの？」

「ライラ……？　なんです先輩、まだほかにも女の子はべらせてるんですか。わたしを含めて四人はさすがに引きますね」

「違うから。五歳だからその子」

「五歳児って……うわ」

「先にまず『はべらせてる』って認識から離れてほしい」

　あとパーティークラッシャー略してパークラに、はべらせている異性の数についてとやかく言う資格があるのか問いただしたい。

「ライラさ……んんっ、ライラちゃん、なら、今日、というか最近はずっと親御さんのところだ。昨日まではお前たちに会いたいとおっしゃ……言うので連れて来ていただけでな」

　カシアにライラの素性を伝えないためだろうが、ライラをちゃん付けしたり敬語を省略したり、セシルは言いづらそうだ。

「そうなの？　でもいいの一緒にいなくて？　セシルってあの子の護……付きっきりの家庭教師みたいなもんでしょ？」

「そうだが、自宅にも別の……家庭教師はいるし、以前からちょくちょく、数日単位でライラ、ちゃんのそばを離れることも多いぞ」

「……どうしたんですこの二人。なんでところどころ錆さびたカラクリ人形みたいになってるんですか。何者なんですライラちゃん」

「なっ、何言ってるのよ、ふ、普通の女の子よ？」

「そ、そうだぞ？　普通のごく普通のとても可愛く愛らしく尊い女の子だぞ？」

「……うん少し黙っといた方がいいよ、もう」

　隠し事に向いてないなこの子たち。

　カシアはアムスガルドに限らず、あちこち拠きよ点てんを移しながら活動しているのでまだバレてないが、そのうちこの国の王女の名前をどこかで聞けば一発でバレそうだ。

　せっかくカシアがライラ本人には（本人の口からバレかねないので）会わないよう昨夜まで画かく策さくしておいたのだが、エインが名前を出した時点で詰つみである。

　そこまで隠すのもカシアを信用していないようでなんだが、いや、普通に信用できないところも多いし。

　まあさすがにカシアがライラを誘拐して、なんて心配まではしていないが──。




『どうして人に、「死ね」って言っちゃいけないの？』




　誘拐、という、ライラやセシルと初めて会った時を思い出す単語のせいだろうか。

　なぜか不意に、いつかの、ライラの声がジンの脳のう裏りに木こ霊だました。

「…………」

　何かが、引っかかる。

　なぜあの時、ライラは急にそんなことを尋ねてきたのだったか。

　たしかそう、父親に、そう教えられたからと、言っていた。

　ではなぜ。なぜ父は、今よりさらに幼いライラに、そんなことを？

　もちろん父にとって、幼いジンがそれを母の前で口にした、その出来事はトラウマだろう。単にその時のことを夢にでも見て、不安に駆られてわざわざそんなことを教えたのだとも考えられる。

　だが、仮に。

　感傷でもなんでもなく、ライラに、その言葉をみだりに口にさせてはいけない、理由があるとしたら？

　我ながら、突とつ拍ぴよう子しもない思いつきだ。

　しかし一度思いつくと、連鎖的にさまざまな情報が繋がっていく。

　女王によるジンのスキル量産の可能性。

　これまでも頻ひん繁ぱんにあったという、護衛役であるセシルとの離り隔かく。

　ライナスがライラを狙ったことすら、単に彼女も王位継承権を持っているから、という理由だけではなかったような気がしてくる。

　そして何より。

　あの時、ジンたちが女王と面会した後、

『ばいばい、かあさま』

　手を振る我が子に向けていた女王の──剣けん呑のんな眼差し。

「エイン」

「え？」

　ジンは足早に部屋の隅すみ、置いてある自分の装備に寄り、貼ってある保管用の呪じゆ符ふを剝はがしながら彼女を呼ぶ。

「悪いけど部屋に戻って装備を着けてきてくれ」

「ほえ？　え。構わないけど、へ？　なんで？」

　詳しい説明は後にしたい。

　今はとにかく急ぎたかった。

　急ぐ必要があるか否かはわからないが、あとで急いでおけばよかったと後悔したくはない。

　だからジンは端たん的てきに言う。

　巻きこみたくないはずではあったが、

「……頼む。早速で悪いけど、力を貸してほしい」

　今は戦力が必要だった。


　　　　　　[image: ]



「おいジン、考え直せ」

　早足で王城内の広々とした通路を進みながら、セシルが囁ささやくような声音で言う。

　だが隣を歩くジンは、速度をゆるめることはない。

「考えすぎならそれでいい。けど、そうじゃなかった場合が、嫌だ」

「嫌だ……って、お前、わかってるのか？　一歩間違えれば処刑台行きだぞ？」

「でも、絶対にありえないとまではセシルも言い切れないわけでしょ？　でなきゃここまで協力してくれないだろうし」

「それは……」とセシルの言葉を詰まらせたのは、後ろに続く、装備姿のエインだ。

　屋敷で待っていてくれと言ったはずだが、なぜかカシアもその隣にいる。

「あのちょっと。いい加減、補足説明ほしいんですけど。女王とか前王の研究とかなんの話なんです？　ライラちゃん何者なんですか？　っていうかこの明らかにお城めいた建物、ここまでほぼ顏パスなんですけどセシルさんも何者ですか。投資でひと山当てた成金貴族の家の人じゃなかったんですか」

「……おい。どういう紹介の仕方をしたんだジン」

「……詳しい立場は明かさない方がいいかと」

「かといってもう少しだな、言うに事欠いて成金貴族とは。我が家にも面メン子ツというものが」

「つまり成金の誹そしりが受け入れがたい程度には由緒ある家柄ってことですか？　あ、唐突ですけどセシルさん、ご兄弟とかいらっしゃいます？　こう、女癖が悪くて騙されやすくてできれば家の名義でほいほい借金とかしちゃう面つら汚よごし系の」

「……ほらこうなるから」

「……すまん。そういえば詐欺師だったな……気遣いには感謝する」

　ちなみに成金タイプの貴族や商人、つまり一代で財を築く家系はたいがいドケチというか、意外と財布の紐ひもが固く、警戒心も強いので詐欺師は狙いたがらないらしい。

　その辺りがゆるいのは、自分で苦労して稼かせいだ財というわけでもなく、贅ぜい沢たくや浪ろう費ひをむしろ美徳と考えている節のある、代々続く由緒ある家系だ。たとえば、

「なんか今、うちのパパの悪口聞こえたんだけど。もっと言ってやって」

　エルテンシア家のような。

　まあ、エインの父親は婿むこ養よう子しらしいし、家柄より本人の性格の問題の方が大きそうではあるが。

　そんなやり取りをしている内、目的地はすぐそこまで迫っていた。

　通路の先の行き止まり。天井付近まで届く、壁一面の巨大な、両開きの扉だ。

　女王がいるはずの玉座の間である。

　ジンはこう疑っている。

　父は、ライラにジンのそれを模も倣ほうしたスキルを持たせるべく、何らかの実験をしていたのではないかと。

　もし、ジンのそれに近いスキルを『埋うめこむ』上で、母が違うとはいえジンと血の繋がっている人間に適性があるとしたら、ライラや父自身を、実験対象に含ふくめようと考えても不思議ではない。

　女王はその実験や研究を引ひき継ついで、ライラの身体に何かしら、処置を施ほどこしている。

　もちろん、今やたった一人の、大事な後継者に対し、そんな真似をするリスクは大きい。だがたとえば──罪人などを利用して人体実験を繰り返し、ライラに安全に転用できるよう、技術の確立を目指しているとすれば。

　証拠などないし、妄想に近い憶おく測そくだ。

　だがどうにもあの時の、ライラに向けられた女王の冷たい眼差しが、気にかかる。

　そして万が一、憶測が的を射ていれば、絶対にやめさせるべきだ。

　こんな忌いまわしいスキルを、兄として、ライラには持たせたくない。

「セシル様。御目通りのご予定はなかったはずですが」

「何か御用で？」

「あ、ああ。悪いが緊急だ。取とり次ついでくれ」

　扉の前には当然、警けい護ごを兼かねているらしい、男装姿の侍女二人が待機していた。

　黒く動きやすい紳士用の礼服を着ている。おそらく内側には竜の遺骸を使った装甲を隠しているはずである。

「ダメです」

「絶対に誰も入れるなと仰おおせつかっております」

「そ、そこをなんとか」

　双子というわけでもなさそうだが、体格や雰囲気のよく似た、前髪がそれぞれ左右対称の侍女たちは、セシルの懇こん願がんを一いつ顧こだにせず首を横に振る。

「……中にライラ様もいるはずなんだが。オレは一応、ライラ様の護衛だし、そこを加味してどうだろう？」

「はい。普通にダメです」

「本日の護衛は、我々だけで十分でございます」

　ひくりと、暗に「お前はいらない」と言われたセシルの頰が引き攣った。

　それでもまだぎこちなく笑みを浮かべ、穏おん便びんに交渉で済ませようと努つとめてくれる。

「……用件は、ライラ様の身の安全に係わることだ。命令への服従には感心するが、そこを曲げて通してくれ」

「くどいですね」

「いかなる理由であろうとダメなものはダメです」

　ぷちん、と。

　何かが切れたような幻聴を聞いた。

　直後にセシルはぎこちない笑顔を貼はりつかせたまま、

「わかった」

　細身の剣を抜き、侍女の一人に斬りかかった。

「……っ！」

「お気はたしかですかセシル様」

　斬りかかられた侍女は素す手で──おそらく隠している装備の加護に守られているが──で剣先を弾き落とし、一歩距離を取る。

　もう一人の侍女は表情を変えないまでも、やはり警戒した様子で腰を落とし、拳を構えた。

「ちょ、ちょっとセシル？　い、いいの？　下手をすると処刑台なんじゃ……」

「構うか。ライラ様の身の安全より優先すべき命令などこの世にない。『通すな』という命を優先するというのなら、ライラ様の身の安全を最優先にせよという陛下の命を、オレも改めて優先するまでだ。ていうかここまで邪魔されるとジンの危き惧ぐが当たっている気がしてきたので場合によっては陛下だろうとぶちのめす」

「ふ、不敬ですよセシル様」

「その発言だけで極刑に──」

「処しよしてみろゴルアッ！」

　猛たけり、セシルは剣を振る。

　……そういえばこの子、ライラのことになると頭に血が上りやすいのだった。

「エインはセシルに加勢を。カシアは追加料金払うからこっちを頼む」

「わ、わかった！」

「……しょーがないですねえ」

　仮にもたった二人で玉座の間の守りにつけられている以上、侍女たちの装備は最低でもＤ級、Ｃ級以上でもなんら不思議はない。

　護衛任務中ではなく、軍服のセシルはＥ級上位程度の装甲しか身に着けていないようだし、この中で一番上位の装備を持つエインの助力が必要だろう。

　問題はもう一人を相手取る、Ｅ級中位のジンと、それと大差ないだろう装甲のカシアだが。

「意外ですね。すぐさま殺されるのかと覚悟しておりましたが」

　ジンと対峙する侍女は、拳を構えたままそんなことを言う。

　女王によほど信用されているのか、ジンのスキルについても承知している様子だ。

「……あー、俺たちの危惧は、女王様がライラの身体にこう、俺と似たようなスキルを持たせるための実験でもしてるんじゃないかっていう、まあ憶測でして。……あなたたちを殺す気はないので、通してくれたりしません？」

「はあ。そのような実験は承知しておりませんし、私し見けんではまずありえないと断言もできます。だからこそここで退ひく理由はございませんね」

「……あーですよねー。じゃあ」

　と言いつつ横に視線をそらして、直後にジンは踏みこんだ。

　猪突竜の特性、豪ごう速そくの突進で瞬間的に距離を詰め、拳を突き出す。

「っ」

　が、突き出した右の拳は空を切る。

　侍女は身を沈しずめて拳をかわすと同時、こちらの腰にしがみつくような、いわゆるタックルに入っていた。

　しがみつかれる前に、ジンは彼女の顔面に膝ひざを放って迎撃する。

　これも不発。顔面を腿ももの表面に滑らせるように首を捻ひねられ、かわされた。

　そのまま膝を抱えられ、片足立ちになったところを、軸じく足あしを薙ないだ足払いに刈かられそうになる。

　ジンは軸足を刈られる直前、軸足で床を蹴けって身を浮かせた。同じ軸足で侍女の胸板を蹴り、抱えられた膝を引ひき剝はがして宙返り。距離を取る。

　さすが警護役、体術ではあちらが上だ。だが。

「カシア」

「はぁい、はいっと」

　入れ替わりに前へ出たカシアが、魔ま杖じようの鞘さやから抜ぬき撃うちを繰り出した。

　そのまま連続で斬りつけるが、ガキキキンッと侍女が袖そでやズボンの下の装甲で捌さばいたため、ダメージは与えられていない。

　しかしそれで十分だった。

「死ね」

　と、斬られた服の隙すき間まから見える装甲へジンがスキルを放ち、両腕両脚の装甲が弾け飛ぶ。この用よう途とまでは知らされていなかったのか、侍女が驚きに目を見開いて、

「ぐっ……!?」

　ジンが再び突進とともに放った拳の威力を、残った胴体の装甲の加護があっても殺し切れず、背後へと吹き飛んだ。

　後頭部から扉にぶつかり、ずるずると尻しり餅もちをつく。意識までは失っていないようだが、すぐには立ちあがれまい。

「こっちも終わった！」

「今のうち！」

　エインの大おお太た刀ちで吹き飛ばしたのか、通路の向こうに倒れたもう一人の侍女を背に、セシルとエインも扉へと駆けてくる。

　侍女の服から拝はい借しやくした鍵をセシルに投げると、彼女は手早く扉を開く。

　そしてジンたちは、それを見た。




「それでね、にーさまがシュッてよけて、エインおねーちゃんがばーんっ！　ってしてね、でも真まっ暗くらになっちゃって、セシルがライラのお目々に手を当あてて」




　一生懸命、身み振ぶり手て振ぶりで、見た物を表現している愛くるしいライラの姿と。




「うんうん。そうなんだぁ。かわいいねぇ」




　そんなライラを、相あい槌づちを打ちつつ玉座の上で後ろから抱きかかえ、

「あとねあとね、ライラが目をあけたらね、てじな？　みたいにね、エインおねーちゃんがすっぽんぽんでねっ」

「うんうんうん。ほんとにライラはかわいいねぇ」

　……冷たい目どころか、でろっでろに締しまりのない、蕩とろけ切きった笑顔で娘の頭を撫でる、幼女な女王の姿を。
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「それで、あなたがたの危惧についてですが」

　キリッとした表情で言われても、つい先ほどまでの表情を目撃してしまったジンたちとしては、なかなか切り替えが上う手まくいかない。

　そんな気配を察さつしたのだろう、女王はこほんこほんと可愛らしい空から咳ぜきをいくつかしたあと、弁べん解かいめいたことを言う。

「……忘れてください。ライラを前にすると、どうしても、こう」

「？」

　玉座から目を向けられたライラが首を傾げると、女王の口元はさっきまでの後遺症か、にゅるんとゆるみ、慌てて両頰を張る。それから作り直された、ギッとやたらと力のこもった、剣呑ですらある表情には、見覚えがある。

「……あの。もしかして」

「ええ。こうやって気を張っていないと、王としての威い厳げんとか体面とか厳げん格かくさみたいなものが消えうせます」

　外見が幼女な時点でその辺り普段からどうだろう、とは思うが、外見がそうだからこそ、表情ばかりは女王らしくしておきたいのだろうか。

　つまりあの、娘に向けるにしては剣呑で冷たい目と顏は……単に、愛まな娘むすめのあまりの可愛さに締まりをなくしそうな表情筋を戒いましめていただけ、ということらしい。

「それで、改めて危惧についてですが」

「……だいたい察しました。この上ない邪じや推すいでしかありませんでした。本当にすみませんでした」

「お、お待ちなさい！　どうして今の流れだけで納得できるのです!?」

「……そりゃあ、だって、ねえ？」

　ジンが振り返り一同に同意を求めると、状況を摑めていないライラ以外はうんうんうなずいている。

　ジンたちの勘違いで被害を受けた侍女たちが、怒るでもなく、そこで補足してくれる。

「お察しの通り陛下はバカです」

「バカ!?　女王に向かってバカとはなんですバカとはっ！」

「訂正。親バカです」

「そのくせその親バカな事実だけは絶対に隠したいとか面倒なわがままもおっしゃいますので、やっぱりバカです」

「結局バカ呼ばわりじゃないですかっ！」

　きーっ！　と外見相応の幼い身振りでお怒りを表明なさる女王陛下であったが、侍女たちはやれやれと肩をすくめるばかりだった。

「我々はそのわがままの結果」

「こうして被害も受けているわけで。……後頭部がじんじんします」

「そっ、それはその、いつも苦労をかけているとは思いますが……」

　しゅん、とする様もエインのよう、もとい外見相応だった。

「別に親バカだっていいじゃないですか。陛下の手腕と実績はその程度で今さら疑われるようなものではございません」

「というか娘の護衛のためだけにＡ級装備まで常時貸たい与よしちゃう時点でたいがい察してる関係者も多いかと思われます」

「……たしかに。オレも陛下のライラ様への愛情を疑ったことは今日までなかったが」

「えっ、そ、そうなんですか？　でもだって、後継者を大事に守ること自体は普通のことじゃないですか」

「だからってＡ級はやりすぎです」

「陛下御自身の護衛の我々だってＤ級なのに。おかげでボロ負けですよ」

「う、うう……」

　部下に説教され、小さな身体をさらに小さく縮ちぢめる女王だった。

　……この親バカぶりからして、ライラに危害が及およぶような真似を彼女がしているとはもはや思えない。

　定期的にセシルから引き離していたように見えた時間も、単に今日のように、娘と二人きりで思うさま愛でる時間を取っていただけだろう。

　侍女に絶対誰も通すなと命じたのも、親バカを隠すためだけ。

　……ライナスに対しても親としての愛情はあったのだろう、と推測していたが、まさかライラに対してはここまで極きよく端たんなものだとは。

「で、でもですねジン、あなたの危惧もまったくの的はずれではなかったのですよ？」

「え？」

「あのクソ旦那、もといあなたの父上はたしかに、そのスキルの模倣と量産を目論み、研究を進めていました。あなたと同じ血の流れる自分自身と、ライラすら、何かの役に立てられるのではないかと秘密裏に肉体の情報を取っていたようです。……事実を知ったのが彼の死後でなければこの手で殺しているところです。おぞましい」

　秘密裏に、ライラをきな臭い研究に利用する準備があったことさえ我慢ならないのか、女王の瞳どう孔こうが開いている。怖い。

「もちろん、彼の死後に研究は即座に停止。係わっていた魔術師たちも解散させました。もし現在、あなたの危惧する通り、密かに前王の計画を引き継いだ者がいるのなら、そのうちの誰かである可能性はあるでしょう。こちらでも『通り魔』については噂うわさが流れた段階で調べていますし、容疑者は絞しぼれています」

　前王の命令に従って計画に携たずさわっていただけの魔術師たちを罰ばつする理由はなく、計画を打ち切ったあとは、内戦の真相に繋がるジンのスキルについて口止めこそしたものの、それぞれ自由の身になっていたという。

　定期的に近況は報告させ、身辺調査で、現在怪しげな動きをしていそうな者は基本的にはいないようだが──。

「一名だけ、所在がわからず、かつ研究を諦あきらめていなそうな者に心当たりがあります」

　文字通り計画に心血を注いだ、研究者の一人にもかかわらず、自ら人体実験に使われた若者がいたのだという。

　命までは落とさなかったものの、人体実験の後遺症も大きい。

　それだけの犠牲を払った計画を打ち切られることに納得せず、前王の死後も計画の継続を一人だけ強く訴えていたが、女王に却きやつ下かされ、以後、姿を消した。

　自宅には遺書らしきものがあり、自殺したものと考えられていたが。

「彼が生きているとすれば、計画を続行していた可能性も大きい。以前ほどの資金もなく、どうやってたった二年で完成にこぎつけたのかはわかりませんが……詳くわしくは資料を用意させますので、そちらで」

　そんな資料がもらえるなら、ジンにとってはありがたいが、

「……いいんですか？　その、自分で言うのもなんですが、女王様にとっては、俺の方こそ信用できないんじゃ」

　たとえば自分を研究材料にした魔術師たちへの復讐のため、ジンが通り魔騒ぎを偽ぎ装そうしてその所在を知ろうとしている……そんなシナリオは、女王にも想定できるはずだ。

「これでも人を見る目はあるつもりです。あの人がライラに行おうとした非ひ道どうを見過ごしていたことは痛恨の極きわみですが……あなたが、復讐は自分が『される側』だと考えていそうなことくらいは読み取れます。もちろんそれなりに足跡は追っていますし、とうてい『通り魔』を偽装するような手段も時間もなかったと把は握あくした上での結論ではありますが」

「……けど」

「心情的な問題ですか？　まだ何か勘違いしているようですが、わたくしはあなたを恨うらんでなどいませんよ」

　女王の言葉をどう解釈したものか、ジンはわずかに沈黙してしまう。

　が、女王はそこで苦笑を浮かべる。

「もちろん、夫やライナスの件はあります。あなたがやったことは間違っていないと断じつつ、道理のない、理不尽な怒りを心のどこかに抱いていることまでは否定しきれません」

「…………」

「ですが、それ以上にあなたは、ライナスの手からライラを救った恩人。さらに言えば、わたくしのこの国にとって──『英雄』でもあります」

「はっ」と、鼻で笑うような気配を感じて顔を向けるが、そこにいたカシアは素そ知しらぬ顔をしている。

　女王やほかの面々も、カシアの様子には気づかなかったようだ。

「前王のさらに前、内戦によって打倒された王が敷しいていたのは、悪政でした」

　その辺りの知識は多少、ジンにもあった。

　ジンの父が王になる前のアムスガルドは、悪政によって荒れていた。

　故郷の村の領民たちが、ジンの行いの正当性を、それを強制する自分たちの欲望の正当性を主張するかのように、繰り返し言っていたことだ。

　民衆には重い税を課し、一部の貴族や王族だけが富と権力を独占し、肥こえ太ふとる。

　セシルの家のような、『富める者の義務ノブレスオブリージユ』を重んじる古風な貴族は冷れい遇ぐうされ、父の血筋のように、辺境の寒村へと追いやられる。

　彼らの贅沢、横暴ぶりに際限はなく、不足を感じるたびに税は増え、ついにはしばらく平和が続いているのをいいことに、軍事費まで削るようになっていたという。

　ジンの存在などなくとも、遅かれ早かれクーデターを起こされ打倒されていそうな、典型的な悪王だった。

　ジンを諭さとすように、穏やかな声で女王は続ける。

「少なくともあなたの存在は、あの地獄のような悪政が続く時間を縮め……縮めた分だけ、悪政の下で失われていたはずの、おびただしい数の命を救いました。悪徳貴族の一人……前夫の暴力に脅かされていたわたくしやライナスも、含まれていたかもしれませんね」

　女王の言葉にセシルがうなずき、エインも気遣うような視線をジンに向けている。

　だが、慰なぐさめられたジンの表情は強こわ張ばった。

　思い出すのはあの領民たちだ。

　悪人を裁いているだけなのだから、お前は悪くない。むしろこれは善行だと、彼らも言っていた。

　けれどジンは知っている。

　悪政の下だからこそ、家族を、友人を、恋人を守るため、理不尽な命令に従したがわざるをえなかった兵士たちの存在も。

　戦友の命を大量に、一瞬で消し飛ばされたあと、運悪くジンやその護衛役の待機する丘の上まで逃げて来てしまい、

『嫌だ……まだ、俺は……息子の、顔さえ──ッ！』

　護衛役たちの槍の穂ほ先さきに刺さし貫つらぬかれた、名も知らぬ彼が、死にたくないと願っていたことも。

　……だから自分は悪だ、などと言うつもりもない。

　女王や領民たちの言葉も、ある側面では間違ってはいないのだろう。

　間違いがあるとするのなら、そもそも、殺し合いに善悪のレッテルを貼はることの方だ。

　あるのは利害の対立だけだ。

　ジンは殺して、彼ら彼女らは殺された。

　ただ、シンプルな、その事実だけだ。

「ですからもっと、誇りなさい。表立ってはいないだけで、あなたはアムスガルドの民にとって、恩人で──英雄、なのです」

　目の前に救うべき誰かさえいないのに、不思議とこの時、ジンの脳裏には、『あの声』だけが木霊していた。
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　ゆっくりと、太陽が沈しずむ前の赤さをたたえ始める。

　サァサァと穏おだやかな水音を背景に、幼く甲高い笑い声が、公園のそこかしこから響ひびいていた。

「…………」

　噴ふん水すいの縁ふちに腰こしかけて、ジンはぼんやりと、駆かけ回まわる子どもたちの姿を眺める。

　手には読みかけの、女王が用意してくれた『通り魔』と『量産化計画』の関連を調べた報告資料の束たばがある。

　王城からの帰き路ろ、少し寄りたいところがあると、みんなと別れて、気づけば一人、こんな場所へと足を運んでしまっていた。

　王都の中心付近、貴族や資産家の邸宅が建ち並ぶ住宅街の一角にある、『中央公園』と呼ばれる場所だ。

　繁華街に行けば今ごろ、臨時休業で暇ひまを持て余している討伐屋スレイヤーたちで賑にぎわっていることだろう。この場所は貴族や資産家の子息のためのモノ、という暗あん黙もくの了解があるせいか、見た目ガラの悪い連中は近寄らない。

　装備姿のジンは相当に不ふ審しんな存在なのだろう。直接注意しには来ないが、子どもの母親らしき女性たちや、その護衛らしい連中は、ちらちらとこちらを気にしている。

　迷惑をかけたいわけでもないのだが、どうにも、腰をあげる気にはなれなかった。

「なぁに黄昏たそがれちゃってるんですか」

「……別に」

　不意に、いつの間に来ていたのか、カシアに声をかけられた。しかし応じる声は、思っていたより冷たく響いた。

　だが、カシアは気分を害した様子もなく、苦笑を浮かべる。

「思い出の場所かなんかですか？　ここ」

「いや。全然。初めて来たよ」

「そうなんですか？」

　夕方、中央公園の噴水。

　ジンにとっても、ジンの知る誰だれかにとっても、もう思い出の場所ではない。

　ただ、その誰か……あの子にとっては、一人の少年に約束をすっぽかされ、嫌な思い出の残る場所になるはずだった、そんな場所だ。

　現実はそうはならなかった。

　あの子がここを訪れることはなく。

　来るはずのなかった少年だけが、何年も経たって今、訪れている。

「……勝手な話ですよねえ」

「……？」

　カシアの急な言葉の意味を捉とらえ損そこね、ジンは欝うつ々うつとした回想から顔をあげる。

「英雄、とかなんとかって」

「……ああ」

　その話か、とジンはうなずく。

「そんな肩書き使って持ちあげとけば、たった一人に大仕事押しつけた怠たい慢まんが、帳ちよう消けしになるとでも思ってるんですかねえ」

「さあ。少なくとも女王様にそんな意い図とはなさそうだったけど」

　あの領民たちにはそういう節ふしもあったが。

　女王は単に、過か度どに自分を責せめている風なジンを、励はげましてくれただけだろう。

　実際のところ、ジンとて自分のせいばかりではないという、開き直った気持ちも持っているのだが。

「でもそういう言葉って便利で、だからこそズルいじゃないですか。アイツは英雄だから自分たちとは違う、自分たちとは違うんだから、英雄的な行動で、救ってもらっても当然だ、みたいな。富める者の義務でしたっけ、貴族の人たちが使うアレの逆というか……『力ない者の免めん責せき』？　的な」

　力のある者が誰かを救うのは当然で、力のない者が救われるのも当然。

　たしかに『英雄』という言葉には、そう呼ばれた者に、暗に力のない『弱者』を救えと、そう強制するような圧あつも感じなくはない。

　多くの場合、もっと無邪気に、ただ相手を称たたえるように使われる呼称ではあるのだろうが。

「『英雄』だって、結局は一人の人間でしかないのに……」

　沈んだカシアの声音には、妙みような実感がこもっていた。

　それが少し気になって、らしくもなく踏ふみこんだことを聞いてしまう。

「誰か、心当たりでも？」

「………………ええ。母がそうでした」

　しばらく、悩むような間を取ったあと、カシアは答えた。その唇くちびるは、皮肉げな笑みの形に歪ゆがんでいる。

「一応、討伐屋さんでもありました」

「……一応？」

「はい。ギルドに登録はしてなかったみたいで」

「未登録って……そりゃまたどうして」

　別に、ギルドの許可がなくても、人類の非支配地域たる竜の棲せい息そく圏けんに立ち入ることはできるし、そこで竜を討うつのも自由だ。

　が、安くはない登録料を払ってでもほとんどすべての討伐屋が、どこかしらギルドに登録するのは、それだけのメリットがあるからである。

　いちいち依頼人との交渉に臨のぞむ手間が省けるのもそのひとつだ。クエストという形態はギルドの仲ちゆう介かいあってこそだし、注意すべき情報の共有、子こ飼がいの鍛か冶じ屋やへの紹介、ポーション類の、市場より安い値段での仕し入いれなど、メリットは多い。

　なのになぜギルドに登録しなかったのか。ジンの疑問に、カシアは大きなため息を吐いてから、呆あきれたような口調で応じた。

「ひっっっどいお人好しだったんですよ。ほらギルドってどこも、お金のある依頼者を優先しがちじゃないですか。母は寒かん村そんとか、そういう、ギルドが動いてくれないような、十分な依頼料ももらえないクエストばっかり直接受けてて。まあ、母子家庭でしたし、わたしを預あずけられるような親しん戚せきもいなかったってのもあるんでしょうけど」

「……あー、それはなんとも」

　付き合わされたカシアも、苦労したことだろう。

　ギルドはたしかに、あまり強くない、つまり遺い骸がいに価値のない竜の棲息圏近辺を軽視しがちだし、依頼者も相そう応おうの支払い能力のある相手に偏かたよる。

　ジンが生まれた辺境の寒村も、その辺り冷遇されていた記憶がある。

　あの双頭の竜が現れた災害も、近くにギルドの支部があればもっと早く察さつ知ちされ、報しらせのひとつもあっただろう。

　そういう場所での依頼ばかり受けるとなれば、どれだけ上位の装備があっても、いや、装備が上位であればあるほど、装備の維い持じ費ひさえ稼かせぐのが難しかったはずだ。

　それでもそんな依頼を受けるのは、

「……嫌になるくらい、ほんと、ただただ善意で」

　目の前で苦しんでいる人々、救いを求める人々を見捨てられない。

　そんな、ジンにもどこか覚えのあるような動機だろう。

　むしろ仮にも『積極的に人を救う』と決めたジンが、真まっ先さきに目を向けなければいけなかったはずの人々だ。

「詳くわしく先輩の過去を知ってるわけじゃないですけど……何かの、贖しよく罪ざいのつもりで母と同じことするのはおすすめしませんよ」

「いや、贖罪ってわけじゃあ……」

「ダメです。『貧まずしいけど善良な人々』なんて、おとぎ話の幻想ですし。むしろ貧しいからこそ、そんな余裕なんてない人ばかりです。救ったところで……」

　裏切られるだけ、と、カシアは小さく、憎にく々にくしげに呟つぶやいた。

　それからパン！　と手を叩く。これ以上を話すつもりはないと、宣言するかのように。

「というか、そんな話をしにきたわけじゃないんでした。はい先輩これ」

　心なしか意識して明るくしたような声で言いつつ、カシアはローブの内側から油あぶら紙がみの包みを取り出す。

　カシアの手のサイズだと両手に載のせる必要があるくらいには大きいその包みに、一瞬ジンは、今度はどんな肉片を持ってきたのかと周囲を気にするが、どうもそこまで重みがある感じでもない。

「なんですかぁその顔。せっかく頼まれてたやつ作ってきたのにー」

　ぷう、とか口で言いつつ膨ふくれてみせても作さく為いがわかりやすすぎて、いや、一周回ってこのわざとらしさも可愛い気がしてきた。

「って、頼んでたやつ？　え、早くない？　というか朝は」

「えへへ、先輩をびっくりさせたくってぇ、もうできてたのに黙だまってましたぁ」

「うん。値段をつりあげようとしてたの覚えてるからね」

　今朝も言げん及きゆうしていた、経けい費ひを先払いした『もうひとつの件』である。

　そういえば通り魔の肉片の検証自体はすぐ済すんだと言っていたし、今朝寝不足っぽかったのは、こっちを作ってくれていたせいか。

　包みを開けるとそこにあるのは、見覚えがある物とは色いろ艶つやが違うが、形はよく似た装具──首輪であった。

　この手の魔導器の作成はカシアの専門分野にも近いので、これもカシアに頼んであったのだ。

　これがあれば、いざという時、『暴走』をも選択肢に入れやすくなる。

「で、こっちが遠えん隔かく操そう作さ用ようの起動器です。あんまりいい素材じゃないんで、遠距離になると起動しませんが」

「十分だよ。ありがとう」

　掌てのひらに握にぎり隠かくせるサイズの円えん筒とう形けいの器具を受け取る。円筒の頭にあるスイッチが起動用らしい。

　親指で押しこむと、バシュッ！　と首輪のあちこちから細い繊せん維いの束たばが飛び出し、少し空中をさまよったあと、捕とらえる対象がないせいか、くたりと垂たれる。もう一度スイッチを押しこむと、しゅるると首輪に繊維が収まった。

「あとは首輪のサイズですねー。いちお、目分量で作ってはみたんですけど」

　言いつつ首輪を手にしたカシアに背を向けると、カシアが首輪を装着してくれる。

　……ありがたいけど、そんなに密着する必要はないんじゃないかな。

「なんです先輩、わたし、首輪をつけてあげてるだけですよ？」

「み、耳元はやめ──」

　カシュッ、とジンの言葉を遮さえぎるように、首輪から伸びた繊維がジンの口に入り舌を捕らえ、そのまま口元全体を覆おおう。

　固定は問題なさそうだが、……俺、今、スイッチ押してないような。

「あっれー？　スイッチ押してないですよねえ？」

　と首を傾かしげながら、カシアはなぜか立ちあがり、ジンから離れた。

　……これは、まさか。

　嫌な予感が脳のう裏りを走るがあとの祭りだ。カチカチと手の中のスイッチを押しこんでも、首輪は反応してくれない。

　カシアを睨にらむと、彼女は十分に距離を取った位置でペロッと舌を出し、

「いっけない。本物のスイッチこっちでした★」

　手の中に隠し持った、本物とやらを掲かかげてみせた。

　ジンはゆっくりと立ちあがり、周囲に視線を走らせる。幸いというべきか、この場合は助けを求められず不幸なのか、日が沈み始めたせいもあり、公園にいた親子連れや護衛の姿は消えている。

　クソ、バカか俺は。

　カシアは詐さ欺ぎ師しだ。警けい戒かいをゆるめてはいけない相手のはずなのに。

「そこでわたしを恨うらむ前に自分を反省し始めるとこ、嫌いじゃないですけど、残念ながら、多少警戒してたくらいで防ふせげた事態じゃありませんよ？」

「……？」

「だってわたし今、それとなーく、魔術使ってますし」

　ふりふりと魔ま杖じようを振ってみせるカシア。

　幻げん術じゆつや幻げん惑わくに類する魔術でジンの警戒を意図的に解といた？

　だがたしか、その手のカシアの魔術が通用するのは、

「あんまり頭のよくない動物さんだけ、って言いましたけどぉ。……逆に、このわたしが、本当のことなんて言ってたと思います？」

　──ハメられた！

　あの時点でこういう展開も織おりこんでたのかよ！　怖い！

「さすがにこうなることまでは予想できてませんでしたよぉ。ただ『切り札』はひとつでも多い方がいいっていうか、その時点で意味がなさそうな噓うそほど信じてもらいやすくて、かつ土ど壇たん場ばでは役に立つみたいな？」

　にっこりと微笑ほほえむカシアの底は知れない。

　この分だと、公園にいた親子連れが残らず消え去っているのも、カシアの魔術によるものかもしれない。

　まんまとその術中にハメられていたことは悔しいが、しかし、今気にするべきはカシアの目的だ。

　なぜ今、ジンのスキルを、封じる必要があったのか。

「わたしの目的が気になる、ってお顔ですねえ。ま、そんなに見つめてもらってもわたしの目的なんて見抜けないと思いますよ？　だって、そんなものないし」

　目的もないのにこんな真似をする理由がわからない。

　眉まゆをひそめたジンに対し、カシアはやはり微笑んだ。

「もちろん、厳げん密みつにはお金っていう目的こそありますけど。その状態の先輩に用があるのはわたしじゃなくってぇ──」

「その先は、私が直に説明すべきだろうな」

　割って入った声に、カシアと二人で顔を向ける。

　公園の入り口。

　日が沈み、暗さを増していく逢おう魔まヶが刻とき。

　血のような赤みの残る夜空を背負い、その男はたたずんでいた。

「彼女は私に雇やとわれただけだ。……なかなか、法外な金額を払うハメにはなったがね」

　ジョスト・カリス。

　ジンも見知った、ギルド職員であるはずのその男は、魔性を思わせる笑みを浮かべて、そう言った。
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「忠告はしたはずだがね。人と話をする時は、まず相手の目を見るのが礼儀だろうと」

　古傷だろう、右脚を引きずりながら公園に踏み入り、ジンと正面から向き合ったジョスト氏、いやジョストは、カシアから受け取った首輪の起動器を弄もてあそびつつ、言う。

「難しかったとは思うが、もう少し君が私の顔をよく見ていれば、あるいは、こうなる前に事態を予よ見けんできたかもしれない」

　言われて、ジンはまじまじと、ジョストの顔を見つめる。

　年齢相応の灰色の髪。皺しわの目立つ肌。彫ほりの深い、理り知ち的てきな面おも差ざし。

「ふむ。これではどうかね？」

　ジョストが眼鏡めがねをはずす。右目を覆う竜の鱗うろこ製せいの眼がん帯たいに、そう古い覚えはない。

　……だが。いや。どこか。

　そこまでされてようやく、たしかに、記憶の端はしに引っかかる誰かがいるような。

「これでもダメか。……ふぅ、そう外見にこだわりのある方ではないが、さすがにいささか傷つくぞ？　ジン」

「……っ！」

　意味深に名を呼ばれ、ジンは気がつく。

『ジン』とは、もともと、一人の少年が潜入の必要な仕事に際して使用していた名前だ。ほかの名前とも使い分けたが、一番使う機会の多いこの名前で、普段から少年を呼ぶ監視役は多かった。

　かつての監視、世話役。

　そこまで条件を限定すれば、ジンの記憶からもジョストによく似た顔立ちの男の存在が浮かびあがってくる。

　いやしかし、その男にしたところで、記憶にあるのは、

「驚くのも無理はない。当時の私は十代、今も、この外見でまだ二十代なのだからね」

　そう、皺なんてない、若い男だった。

　だがジョストの見た目は、若く見ても四十代の後半以降だ。若わか々わかしく見えるだけの六十代と言われても信じられる。

　ジンが最後にあの男を見てから、五年前後は経たっている。しかし普通、たった五年でここまで老けるわけがない。

「色々とあったのだよ。君のおかげで」

　ジョストは皮肉げな笑みを浮かべる。

　常識的にありえない老け方、当時はかけていなかったはずの眼鏡、そして眼帯と、これで気づけと言われても無理がある。……たしかにもっとよく顔を見ていれば、よく似た誰かの顔くらいは思い出せたかもしれないが。

「老け方と眼鏡はともかく、眼帯についてまで他ひ人と事ごとのような顔をされると心外だ。疑いの余よ地ちもなく、この眼帯の原因は君にある。責任については、議論の余地もあるだろうがね？」

「…………」

　ジョストの言葉に思い当たる記憶があり、ジンはどんな表情を返したものかと少し悩んだ。

　たしかにあの眼帯の原因はジンだろう。

　この公園に来るはずだった、あの女の子。

　彼女を逃がす際、ジンは追ってきた監視役の一人の右目を、振り向きざまにペン先で貫つらぬいている──その監視役こそ、ジョストだ。

「アレには参まいった。罪人ばかりのほかの連中と違い、当時から私は魔術師だった。君のスキルの量産を望む王の真意を知り、勅ちよく命めいを受けた若きエリートだったわけだ。あのままいけば将来も安あん泰たいだった。あのまま、いけばね」

　ぎらりと、再びかけられた眼鏡の奥で、残った左目が冷たい光を宿す。

　ジョストが魔術師、それもスキルの量産計画について知っているということは、十中八九、計画に携たずさわっていた者の一人だろう。

　それも女王が言っていた、計画に心血を注そそぎ、打ち切られることを最後まで納得しなかったというあの。

「みすみす君の反抗を許し、危うく目撃者を逃にげ延のびさせるハメになりかけた咎とがで、私は王の怒りを買った。それはいい。役目を十全に果はたせなかった以上、王の怒りも、同僚の魔術師たちによる『無能』の誹そしりも、耐たえがたくはあるが正当だ。だが」

　古傷でも痛むのか、ジョストは右みぎ膝ひざに手を当てると、ぎゅっとズボンの布地ごと握りこんだ。

「私が君の監視に臨み、不在だった当時、計画の方はどうにも順調とは言いい難がたかったようでね。度重なる、罪人を使用した人体実験の失敗。王の怒りを買うのではないかという、同僚たちの焦あせりには一定の理解も示すが……その結果出した結論が、『魔術師を使ってみてはどうか』などという博ばく打ちじみた結論なのはいただけない」

　そこまで聞けばその先の出来事に想像もつくが、熱を帯びたジョストの弁舌は止まらなかった。

「正直なところ、君のスキルは解析が不可能だった。使用に際し、魔ま素そのひとつも検出できないのだから当然だ。結果、早々に我々は、現象こそ似ているが仕し組くみの異ことなるスキルの作成を試こころみ始はじめた」

　続けて長々とジョストが語った内容は、女王から受け取った資料の内容とも重複するものだった。

　計画はまず、人体に魔術式を組みこみ、言葉ひとつで現象を発現させる異能を持たせようという方針で始まった。

　まっさきに問題になるのが魔力だ。魔術師ですら、それほどの現象を引き起こすだけの魔力は保持していない。

　その解決策として魔術師たちが出した結論は──人体への、竜の遺骸の移植だった。

　もちろんただ肉体に埋めこむのではなく、霊子分解の上、霊的な融ゆう合ごうを経て、両者の魔力の同一化を図はかろうというもの。

　これを実現すべく試し行こう錯さく誤ごを行ったが、初期の被験者はみな竜の魔力に耐えきれず死亡、よくて廃はい人じんと化すばかりだったという。

「そうした失敗の挙あげ句く、彼ら曰いわく『霊的に常人より優すぐれた存在である魔術師であれば、竜の遺骸の魔力にも耐えられるのではないか』などというあまりにも、あまりにも軽けい率そつで根こん拠きよ薄はく弱じやくな『願望』に縋すがるに至いたり……その名誉ある役に選ばれたのが、『無能』と見み做なされその実、彼らより才能に溢あふれ、嫉しつ妬とさえ買っていた私というわけだ」

　その結果が、現状。

　実験の影響で老化が進み、視力は弱り、右膝を動かすのにも支障が出る始末になった。

　つまりジョストは、女王の認識していたように、自ら進んで人体実験に身を捧ささげたわけではなかった。おおかたほかの魔術師が、ジョストの失踪後に、自分たちに都合よく、それが彼の意思だったかのように口を揃そろえたのだろう。

「と、こう話すと、事の発ほつ端たんである君に私が復讐心を抱き、恨みを晴らすべくこうして目の前に現れたかのように聞こえるかもしれないが」

「…………」

　そうとしか聞こえないのだが、ジョストはニッと笑みを浮かべて続ける。

「安心してくれたまえ。今日の本題はちょっとした『提案』だ。いささか、断られるのではないかという不安も大きく、事前に君の選択肢は狭せばめさせていただいたがね」

　選択肢を狭める手段とやらが、この首輪か。なまじ自分から作成を頼んだモノだけに、魔術で警戒を解かれなかったところで、ほかの何者かの意図に勘かんづくのは難しかっただろう。

「お察しの通り、件くだんの『通り魔』は秘密裏に研究を続けていた私の手によるものだ。それなりの資金と時間、被験者諸氏の『犠牲』を費ついやすことにはなったが、おおよそ当初の方針による君のスキルの模も倣ほうは実現に至ったと言えるだろう。大成功だ」

「…………」

　大成功。

　あの、明らかに正気を失い、暴走状態のジンのように、手当たり次第に周囲を壊して回る存在が大成功とは。

　期待していたわけではないが、持ちかけられる『提案』とやらもろくでもないことだろうと覚悟しておく。

「ただ、研究者としての性とでも言うべきかな。この二年、身分を偽ぎ装そうし研究を続け、その成功が見えた時……ふと思ってしまったのだよ。はたしてこれを成功と呼んでいいものか、と。我々が目指したのは本来、かの少年のスキルの再現だったはず。だができあがったこれは……まがいものでしかない」

　今さらすぎるだろうと、口が自由なら吐き捨てているところだ。

「私は悩んだ。改めて君のスキルを検証したいが、今となってはもう、肝かん心じんの君の足取りを辿る術すべもない。二年前は私も、別件に忙しく、余裕がなくてね。念のため君の首に鈴をつけておくような配慮もできてはいなかった」

　大おお仰ぎように、額ひたいに手を当て首を振ったジョストは、不意にぴたりと動きを止めると、バッと勢いよく顔をあげた。

「するとどうだ！　ギルドを通じた隣国の『情報提供者』がこんな珍ちん事じを話してくれた。曰く、竜を粉こな々ごなに破は裂れつさせ、その加護さえ失わせる奇怪な存在が現れたらしい、と。私が神に感謝したのは、生まれてこのかたあの時が初めてだったろう！　さらにのちのち続報を、気持ちばかりの謝礼のあとで求めれば、その友人はこんな話もしてくれた。

　アムスガルドの王子が現れ街を蹂じゆう躙りんし始めた時、得体の知れない力を持った黒髪の少年が、その野望を打うち砕くだいたのだと」

　遠隔の通信用魔導器とやらを通じて得た情報だろう。

　隣国のギルドの人たちは一応、秘密を守ると約束してはくれたが、懸け念ねん通どおり、全員ではなかったわけだ。

「しかも話の流れからするに、その少年、つまり君だが、彼はここ、アムスガルドに向かっている気配が濃厚だ。いやあ、たかだかひと月程度で『歓迎』の準備を整えるのは、実に骨の折れる、一方でやりがいのある仕事だったよ」

　通り魔の存在も、その歓迎とやらの一環か。

　今のところ、なぜあんな存在を野に放つ必要があったのかは不明だが。

「私もこの二年で、人を見る目は養ったつもりだ。在ざい籍せきしているはずの学院の記録との矛む盾じゆんから、サリスチャンくんが見た目通りの魔術師ではなく、のちのち『謝礼』で動いてくれそうだとも当たりをつけた上で君らに斡あつ旋せん、あくまで本人もそれと知らない内ない偵てい、情報収集のためだったのだが、まさか詐欺師と知ったあとも仲間として受け入れてくれるとはね。おかげで手間がいくつも省はぶけた」

「ちなみにわたしが裏切った？　のは、王都に戻って先輩からいくつか頼まれたあとでー、理由はもちろんお金です★」

　もともと心しん底そこから信頼し合える仲間でもなかったのだから、裏切るという表現には語ご弊へいもあるだろう。

　あの時点ではジョストの目的を知らなかったのなら、通り魔と遭遇した際の、演技とは思えない取り乱しようもうなずける。

「さて、状況の理解が終わったところで本題だ。ジン・アマルギアくん。君に、私の研究への協力を要よう請せいしたい」

「…………」

　ふるふると、ジンは悩むこともなく首を振って拒きよ絶ぜつした。

　研究のための研究とは言っているが、それでも悪用する可能性の方が大きいだろう。

　研究資金やら、カシアがあっさり転ぶほどの謝礼やらも、ギルド職員という、安定はしているが決して高給取りではない身分を装よそおいながらどうやって稼かせいでいたのかも気になる。偏見含みの憶測だが、おおかたロクな手段ではない。

「まあ、そうくるだろうな。いやそうでなければ、歓迎の準備を整えた甲か斐いもない。ところでジン、これが何かはわかるかね？」

「……」

　ジョストが何かを取り出す気配に、ジンは視線の温度を一段、下げた。

　彼がエインやセシル、ライラを拉ら致ちして、それを証明するような彼女たちの持ち物を取り出す……そんな展開を予期したのである。

　が、実際にジョストが取り出したのは、予期を裏切るものだった。

「あれ？　それ例の、金剛石ダイヤモンドじゃないですか」

　カシアが言う通り、彼女が遺跡で確保していたものによく似た、金剛石だ。

「そう。あの遺跡に忽こつ然ぜんと湧わきだす例のモノだね。十年近く前から確認されている現象で、原因は今もわかっていない。ここ最近、急速に湧ゆう出しゆつ量りようが増加しているはずだが、どうだろう？」

　カシアと目を見み交かわす。

　たしかにカシアは、予定よりも、得られる金剛石の量と大きさが増していたというような話はしていたはずだ。

「知っての通り、高価な宝石でもある。私は少々特別な手段でこれを大量に確保し、それによって研究資金に不自由することなくこの二年を過すごせたわけだが……さて。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず。計算ではそろそろその『手段』を披ひ露ろうできるはずなのだが」

　言ってジョストは、懐中時計を取り出して文字盤を眺めた。

　眉をひそめるジンとカシアをよそに、星の瞬またたき始めた空を見上げ、しばらく時間が過ぎた頃、それは起こった。

「……何、この音」

　──ォオオオ、と。

　風の音のような、山鳴りのような、低く尾を引く音が響いた。

　音源は、カシアが怯おびえたように見つめる上空だ。

　雲がかかったのか、つい先ほどまでより夜空が暗い。いや。

「う、噓。あれ、雲じゃな──」

　──ォオオオオオオオッ！

　夜空を見上げ目を見開いたカシアの声は、続く咆ほう哮こうによってかき消された。

　ぞくりと、ジンの背筋を悪お寒かんが走る。

　一瞬、過去の記憶が脳裏をよぎる。

　雲と見み紛まがうほど巨大な、王都の空を覆うように広げられた翼と、やはり巨大な胴から伸びる、八本もの首のシルエットが、かつて故郷を襲った双頭の竜の姿と重なって見えたせいだろう。

　空に、竜がいた。

　頭上からまっすぐに、王都目め掛がけて、その巨大な竜は降ってきて、

　ギィイイイイイイイイッ！

　と耳みみ障ざわりな衝突音と閃光が、王都の空を逬はしる。

「ほう。話に聞く魔術障しよう壁へきか。上空から飛来するＡ級竜の衝しよう突とつにすら耐えるとは、いやはや感心な仕事ぶりだ」

　ジンとカシアが呆然とする中、唯一、この状況を予測していたらしいジョストだけが、淡たん々たんとそんな所感を口にしている。

　その言葉を念頭によくよく目を凝こらしてみると、空を覆う光の正体は、あの竜を阻はばむ壁のような何かとわかった。

　強い閃光を発しているのは竜のいる部分のみだが、王都の上空全体をうっすらと、ドーム状の光の膜まくが覆っている。この位置からではドームの端は視認できないが、おそらく王都外がい縁えん、王都を囲む防壁に、大規模な障壁を展開する仕組みが備そなわっているのだろう。どれだけ大量の竜の遺骸が使われているのかは想像もできない。

　──オォオオオオオオッ！

　だが上空の竜、ジョストによればＡ級だというその竜の諦あきらめは悪い。

　むしろ阻まれたことに腹を立てたようで、空中で何度も翼をはためかせ、障壁とせめぎ合いながらその場に留まる。いや、じょじょにではあるが障壁を押し返しつつある。

「なかなかに粘ねばる。だが」

　呟くようなジョストの言葉の、直後だ。

　ふっと空の閃光が止む。

　障壁が破られたわけではなく、竜がわずかに上昇し、障壁から距離を取ったためだ。

　ようやく諦めたのかと、ジンとカシアが詰めていた息を吐き、

「ちょ、な」

　続く光景に、二人揃って目を見張る。

　空に浮かぶ竜の、さらに頭上。そこに、キラキラと眩まばゆい輝きが集つどい、段々と大きく、巨大になっていく。

　輝きは竜の体たい軀くに匹ひつ敵てきするほどの大きさまで急速に育ち、先端を尖とがらせていく。

　威い容ようを現あらわしたのは、星の煌きらめきを内に湛たたえる、透明な柱。

　金剛石の槍だった。

「逃──」

　げなきゃ、というカシアの声はまたしても、続く轟音に塗ぬり潰つぶされた。

　その直前、ジンはとっさにジョストの方に踏みこもうとして、留まった。首輪の起動器を握ったままのジョストは、きっちり一定の距離を保ち、余裕の笑みでこちらを見ていた。ジンの装備の膂りよ力りよくに対して、対抗策のいくつかは準備しているのだろう。

　起動器を奪い取って拘束を解除、スキルであの竜を始末するというジンの目もく論ろ見みは脆もろくも崩れ、

　王都の一角に、巨大な槍が突き立った。

　地面が揺ゆれる。

　槍の突き立った場所の方角から、悲鳴が響く。

　夕食時だけに火を扱っている家もあったのだろう、槍の方からは煙も立ち昇り始め、王都中が騒ぎ始める。

　空を見上げてももう、光の膜まくは張っていない。

　今の一撃で破られたらしい。阻むモノがなくなった以上、あの竜が宙に留まる理由もなくなり、

　再び地面が大きく揺れる。悲鳴も上がる。今さらな警けい鐘しようの音が、焦燥と不安ばかりを掻き立てていく。

「と、いうわけで。アレがこの金剛石の根源、すなわち私の資金源なわけだが」

　周囲の住宅から逃げ、飛び出していく人々で、にわかに騒がしくなった公園の中、ジョストはいっそのんびりした口調で言う。

　ジンは竜の降り立った、先に金剛石の槍が突き立った辺りを睨む。

　相手が巨大すぎていまいち距離が摑めないが、周辺の大きな屋敷、三、四階建ての集合住宅を挟んでもまだ八本の首が視認できる辺り、それだけの巨体を放っておけば王都がどうなるかは想像できる。

　まだ要求があるのなら早くしてほしいのだが、ジョストは勿もつ体たいぶって言葉を続けた。

「見ての通り、アレは『多た頭とう竜りゆう』だ。個体によって首の数が違い、大きさもさまざま。おおむね体軀と首の数は比例関係にあるが、より特徴的なのは、『多頭竜』全般に対しては、ギルドも格付けを放ほう棄きしている点だな」

　どの個体もＤ級以上ではあるが、Ｂ級もいればＣ級もいる。

　個体ごとに大きさも首の数も魔力の多た寡かもさまざまで、当然、中にはああいうＡ級がいたっておかしくはない、特殊な竜だ。

　だからギルドも、多頭竜全般への格付けは放棄し、確認された個体ごとにいちいち格付けをしている。

　そんなことは知っている。

　だが今はどうでもいい。

　ジンが視線を強めても、ジョストは愉ゆ快かいげに笑うだけだった。

「そう睨まないでくれたまえ、せっかく君の、長年の疑問を解消してやろうというのだから」

　そんな前置きをされた段階で、ジンには話の行先も見えている。

「君の故郷を襲った双頭の多頭竜。彼、いや彼女──雌し雄ゆう同どう体たいなのでどちらでもないか──アレが、何もない寒村を急に襲ったのはなぜか。実は前王、当時の領主主導の探索で、その原因らしきものはすでに発見されていたのだよ。……卵だ。産後の気性の荒い時期に、人間が卵に近づいたのか、単にたまたま巣に選んだ山の付近に、目め障ざわりな人里があると後から気づいたのか」

　要するにあの双頭の竜には、まだ卵だが子どもがいた。

　父や領民たちは、何かに使えると期待したのか、討伐屋ですら滅めつ多たに出会えない、竜の卵が貴重だからとりあえずという形でか、それを確保した。そして。

「ある種、画かつ期き的てきな試こころみではあった。Ｄ級以上の竜の卵を人間が手に入れた、という前例はほとんど記録にないからね。これもまた、君という異端の存在のもたらした恵みと言えるだろうが、あるいはそんな君に対する切り札、もしくは代替兵器としての期待もあったのだろう、彼らは秘密裏に卵を孵かえし、雛ひなを育てた」

　竜が長命だからか、卵が孵るまでの期間も長かった。

　その期間中に父は王位を簒さん奪だつし、竜の雛を育てるに足る場所も探していた。

「選ばれたのは、遺跡の地下、旧王族のための避難所だった。広大な地下空間であり、内部の建物を打ち壊してしまえば、巨大な竜を育てるにも十分なスペースとなる」

　つまり、遺跡でカシアの探知魔術が狂ったのはあの竜のせいだ。

　あの時、ジンたちの一番近く……足下の空間に、巨大な竜が存在していたのである。

「問題の竜は、飼いならし兵器として使用するには強大すぎたが、それでも空間全体に施ほどこした魔術式で力を抑え、大量の麻酔薬と十分な餌えささえ注入し続けていれば、眠らせておくことぐらいはできる存在だった。いや、大量の資金を投入してもそれが限界だったということだが。幸か不幸か、資金自体はその竜が生み出してくれる」

　言ってジョストは掌で、遠くに突き立つ金剛石の槍を示す。

「親はせいぜいＤ級の竜だったが……子の多頭竜は、Ａ級に相当するそれだった。生まれ持ったスキル属性の大別は『地』、細分は金剛石というわけだ。これを生み出す竜のおかげで、研究資金も稼ぎ出せる。前王亡きあと、この存在を独占し、女王にそれを気取らせぬ工作には骨も折れたがね」

　時おり、地上にまでスキルの余よ波はが届いてしまうので余計にと、ジョストはやれやれと肩をすくめる。

「さすがにＡ級の竜だ。成長に従いその余波も、こちらで回収、隠いん蔽ぺいが利かない量になってしまってね。麻酔の効きも悪くなっているし、暗躍は女王にも遠からず知れる」

　ピッ、とジョストは、周囲の建物を無造作に薙なぎ払はらう、多頭竜を指差す。

「ならもういっそのこと、計画続行を訴える私の説得に耳すら貸さなかった女王への意趣返しの意味もこめ、ここらで派手に使ってしまおうじゃないかと、そういう次第だ」

　遠隔で麻酔の注入を打ち切り、なんらかの手段であの多頭竜を王都へと誘導、そうして整えたジンの『歓迎』準備とやらがこれか。

「件の『通り魔』騒ぎについては本来、君を王都に留めておくためだったのだが、まあ、王都の人口を一時的に増やし、被害者を増やすという意味で、無駄でもなかったか」

　その言葉で、通り魔騒ぎが、討伐屋であり、不定期に拠点を離れてしまうジンを、王都に繋ぎ止めるためだったのだと理解する。

　一人を繋ぎ止めるためにギルド全体の営業を停止させるなどまわりくどいにもほどがある。どのみちジンはしばらく王都にいるつもりだったので、無駄に終わっているし。

「いや何、当初は人数制限で、君とエルテンシアくんだけ留めておければよかったんだがね。サリスチャンくんを通じて今現在の君について知っておくメリットも大きいと判断したまでだ。それにせっかくだ、君の『兄弟』たちを披露しておくのも一興だろう。ああもちろん、歓迎会には彼らも顔を出させるつもりでいるよ」

　歓迎会。

　Ａ級の多頭竜と、あの通り魔の集団による王都の襲撃。

　通り魔たちはまだしも、Ａ級の多頭竜は、ジンがスキルを使って加勢しないと、王都内の討伐屋や、軍人の人数、練れん度どではおそらく対処が難しい。

　被害を防ぐためこの首輪の拘束を解いてほしければ、自身の研究に協力しろと、つまりはそういうことだろう。

　つくづく、まわりくどいにもほどがある。

　脅迫だけならもっと省力的なやり方があるだろうに。

　……いやあるいは、脅迫だけが目的ではないのか。

「おおむね趣旨はご理解いただけたかな？　では、こちらの招待状を渡しておこう。参加を希望する場合、君の血を使って署名、捺なつ印いんの上、期限……そうだな、王都が滅びる前にご返送願えると助かるところだ」

　もったいぶった言い回しだが、投げ渡された封筒から出てきたのは、証文、契約書の類たぐいらしき文面を綴つづった羊皮紙である。

　ところどころに魔術式らしき記号が刻きざまれている。

　文面を読むに、一時的に首輪を解除し、ジンによる多頭竜迎撃を許すことと引き換えに、永続的なジョストの研究への協力と献けん身しんを約束させるものだ。

　魔術で契約者に絶対の服従を迫る、強制術式ギアスマジツク。

　これに署名すれば、ジンは一生、ジョストには逆らえなくなる。

　一方でジョストも、約束通り多頭竜迎撃時に限り、首輪を解除することを強制される。

「返答は同封したメモに記き載さいの場所で聞こう。色よい返事を期待しているよ」

　ジョストは足をひきずりながら去っていく。

　なぜこの場ではなく、わざわざ場所を変えて返答を聞くのか。

　そんな疑問もあって、その『色よい返事』とやらが、まるでジンが署名しないことを願っているかのように、ジンには聞こえた。
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「一番および二番砲、多連装拘束術式弾、用意！」

「用意よし！」

「用意よし！」

　王都の市街、火災に煙る大通りの一角に、砲兵部隊の声が響いた。

　王都を南北に貫く中央通り。

　緊急の報に即応した当直砲兵部隊が展開したのは、中心にある王城から見てやや南方、前王の像が建つ環状交差点の周辺だった。

　十分に距離は取っているはずだが、上空から突とつ如じよ飛来した『目標』の、街並みから突き出したような巨体はよく見える。

　降り立った道の幅はばには到底収まらないのか、巨体が身じろぎするだけで、接する煉れん瓦が造づくりの建物は積木の玩具おもちやのごとく崩れ去っていった。

　守るべき街並みを崩されるのは業ごう腹はらだが、手順は守らねばならない。

「目標、東北東、多頭竜！　照準！」

「照準よし！」

「照準よし！」

「そのまま待て！」

　指示しつつ、部隊長は隣の部隊付魔術師を目め配くばせで促うながした。

　うなずいた魔術師は、短く何かを呟き、手にした魔杖を空に掲かかげる。

　杖の先端から光球が飛翔し、一瞬、上空で強く輝いた。

　多頭竜を挟んで対角に展開しているはずの別動隊への合図だ。同時に多頭竜の至近、周辺の建物の屋根から屋根へと跳び回り、命がけで注意を引いている前線部隊への合図も兼かねている。

　直後に、対角側の空と、多頭竜のすぐ頭上にも光球が輝いた。

　対角側の砲撃準備完了、前線部隊の後退もよし。ならもう躊ちゆう躇ちよはいらない。

「撃てぇッ！」

　応じる声はなく、代わりに大気を揺るがす砲声が轟とどろいた。

　地面に固定された砲ほう架か上じよう、六本が束ねられた、一本一本が大人の胴回り以上の太さを持つ砲身が次々に光を噴ふいた。

「弾着、今！」

　観測員の声と同時に、多頭竜の姿を赤い閃光が塗り潰す。

　閃光が晴れた後に現れるのは、首も翼も胴体も、幾本もの光の鎖くさりでがんじがらめに縛られた多頭竜の姿だ。

　顕現したのは拘束術式弾一発につき一○○本の鎖。六砲身が対角と合わせて四門で、二四○○本もの鎖に拘束されている計算になる。

　それぞれ一端が地中深くに突き刺さった鎖の強度は鋼鉄程度だが、拘束対象の魔力を一時的に減じる効力を持つ。たとえＡ級竜でも力任せに引ひき千ち切ぎれるものではない。

　効果時間が短いのが難点だが、短時間でも魔力、すなわちあの竜の肉体を守る加か護ごを弱めることができれば。

「三番から六番砲、攻城砲弾、用意！」

「用意よし！」

「用意よし！」

「用意よし！」

　当初に出した指示で魔力の充じゆう塡てんは終えていたのだろう、指示の後、すぐさま部下たちから気持ちのよい応答が返る。

　砲兵は手て際ぎわと統とう率そつが命の兵へい科かだ。

　この緊急時に、常日頃の訓練通りの手際を見せる部下たちを、部隊長は頼もしく思っていた。

「目標、同じく！　照準！」

「照準よし！」

「照準よし！」

「照準よし！」

　準備を終えて光球の合図を出し、対角側の合図が返るまではほんの数秒。

「撃てぇッッ！」

　今度の砲声は、大気のみならず大地さえ強く震わせた。

　一門一門が六連装砲丸ごと一門以上の太さを持つ、大口径攻城魔砲の一斉砲火。

　砲弾も砲身もＢ級竜の遺骸を素材に製造され、火属性Ａ級竜の遺骸を炉ろ心しんとしたこの砲の瞬間火力は、威力だけなら現在の人類が生み出せる最高峰のそれ。

　まだまだ発展途上の、比較的新しい兵器ではあるが、同様の拘束術式との併へい用ようで、実際にＢ級竜討伐に貢献した実績もある砲だ。

　Ａ級相当と推測されているとはいえ、Ａ級とＢ級に肉体強度の差はない。加護を減じられた状態の多頭竜には、およそ無傷で耐えられる代しろ物ものではなく、

「………………は？」

　部隊長が、そう間の抜けた声を出すのも、目の前の光景からして当然だった。

　多頭竜は、無傷だった。

　一瞬、なんらかの手段で拘束弾の戒いましめが解かれたせいかと思いついたが、今も多頭竜は、赤い光の鎖に絡からめとられた姿のままだ。

　だがありえない。

　いくら強きよう靭じんな肉体を持つ竜、中でも最強クラスのＡ級とはいえ、肉体の強靭さの源泉はあくまでも加護、魔力だ。

　加護がなくては、大きすぎる自重にさえ耐えきれず自じ壊かいするというのが学者の見立て。

　もちろん拘束弾は、完全に加護を無効化するものではないが、Ａ級やＢ級のそれをＣ級以下、あれだけの数ならＤ級以下に落とせていることも期待できるはずなのに。

　──この部隊長にとっての不幸は、目標の肉体の強度を重視するあまり、Ａ級とＢ級の差さ異いについて軽視していたことだろう。

　Ａ級とＢ級との差はあくまでも異能スキルの有無だ。

　肉体の強度、加護の多寡については大差がない。

　Ｂ級竜の肉体を撃ち砕けるほどの砲撃なら、そのままＡ級竜にも通用する。

　だがそれでも各ギルドが、Ａ級とＢ級を別物として考えているのは、

「あれは……あれが……奴の……ッ！」

　スキルの有無によって、その危険度が跳ねあがるからにほかならない。

　よくよく目を凝こらせば多頭竜の全身は今、身体からだを縛る鎖ごと、透明な、巨大な結晶に包まれていた。

　部隊長にはその結晶の正体を見み極きわめる術がないが、その結晶が単なる鉱物や氷でないことは、攻城魔砲の直撃でひび一つ入っていないことから明らかだ。

　出すも壊すも自在なのか、直後に結晶は粉々に砕け散り、破片が周囲の建物を押し潰していく。

　やがて効果が切れた鎖の方も砕け、光の粒となって消えた。

　加護を減じられていてもあれだけの強度の物質を生み出せるスキル。まだ拘束弾の残弾もあるが、今度は拘束弾も、あの結晶によって弾はじかれるだろう。

　撤退すべきだ。

　多頭竜の八本の首は、四本がこちらを、残りが対角側を睨んでいる。

　まだ距離はある。先にどちらを襲うか奴が悩んでいる今なら、

「逃げ──」

　間に合う、などという考えもまた甘かった。

　部隊長が指示を出しかかった瞬間、地面から太い、金剛石の柱が無数に突き出す。

　それで終わりだ。

　部隊長も、部下たちも、魔砲すら、まとめて宙に跳ねあげられた。

　多頭竜にしてみれば、目の前を鬱うつ陶とうしく飛ぶ羽虫を軽く払うような、その程度の攻撃でしかなかったのだろう。

　死人こそ出なかったが、Ｅ級以上の装備で防御を固めていたはずの砲兵たちは、一撃で手足の骨を砕かれてしまった。

　同時に対角側も同様の現象に襲われ、こうして、砲兵部隊は壊かい滅めつした。
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「伝令！　こ、攻城砲弾、通用せず！　砲兵部隊もやられました！　地面からあの柱が突き出したとのこと！」

「…………予備の砲兵部隊は？」

　多頭竜を遠巻きに眺められる位置で伝令の報を聞いたセシルは、かたわらの兵士にそんな確認をした。

「現在、出撃準備中です。砲数は即応部隊の倍は用意しているはずですが……」

「通用するかは怪あやしいな。展開は即応部隊よりさらに距離を取り、砲撃の有効範囲ギリギリの位置に変更。気休めかもしれないが、前衛用の、強度の高い鎧も予備を回そう」

「はっ」

　走り去っていく兵士を見送り、セシルはまた別の兵士に顔を向ける。

「首尾はどうだ？」

「はっ。やはり、応じてくれるのはひと握にぎりでしたが、Ｄ級を二十人は集められました」

　応じつつ兵士が示したのは、固まって待機している討伐屋たちである。

　女王から正式に、ギルドを通じて多頭竜迎撃のクエストは募集されているはずだが、破は格かくの報ほう酬しゆうがあっても、さすがにＡ級らしき竜の足止めなど引き受けてくれる者は多くないようだ。

　危険度を考慮してＤ級以上に限定したのに、これだけ集まったのはむしろ運がいい方だろう。一時的なギルドの営業停止のおかげで、王都内に留とどまっていた討伐屋が多かったおかげか。

「口くち惜おしいが、我々だけでは心こころ許もとないからな。国内戦力の大半は各地の領主のところだし、王都の常駐戦力は多くない」

「はい。それで、ええと、ひょっとしてそちらも？」

「……あ、ああ。討伐屋だ」

　セシルの隣にいるエインをやや訝いぶかしむように問いかけた兵士に、セシルは微妙に引きつった声で応じる。

　エインはぷくっと軽く、頰ほおを膨ふくらませる。

　そこはもっとこう、『こう見えて彼女はＣ級だ。見た目で侮あなどるな』とか、訝しむ兵士を叱しかるぐらいの勢いで紹介してほしいものだ。

　が、待っていてもセシルがそうしてくれる気配はないので、エインは胸を張って自ら一歩、前に出る。

「Ｃ級討伐屋のエインよ。よろしく」

「っ、Ｃ級!?　そ、それは心強い！」

「…………」

　姿勢を正す兵士をよそに、なんかセシルが、ジトッとした目を向けてくる。

　べ、別に噓は言ってないし。や、思った以上に期待の眼まな差ざしが眩まぶしすぎる気がしないでもないけども。

「Ｃ級以上の討伐屋の方はクエストに応じてくれず……軍にもＣ級装備の用意はあるのですが、やはり軍人では限界が。先行した足止めの前衛部隊のＣ級着用者も、重傷を負って後退したようです。ですが、本職の討伐屋の方であれば……っ！」

「へ、へえ。ま、まあ軍人さんだと竜の相手はね？　こ、コツがいるもんね？」

　Ｃ級装備でなお重傷と聞き、内心少し怯みつつも、エインはそう強がった。

　呆れた様子で、セシルがそこで釘を刺す。

「無茶はするなよ。相手はＡ級だ。最悪、王都を捨てることになっても、ひとまず民衆が避難するまでの時間さえ稼かせげればそれでいい」

　セシルからすれば親切心からの注意だろうが、王都を捨てるという、普通ならありえないような選択肢が現実味を帯びていると聞き、エインの内心の怯みは大きくなる。

「オレも全力は尽つくすが……時間稼ぎが精一杯だろう」

　言いつつセシルは兜かぶとを被かぶる。

　彼女が身に着けているのは、この緊急事態に際し、急遽貸与が許可された特別なものだ。

　それだけの装備があってもなお、ハナから討伐を諦めざるをえないような、途と轍てつもない相手だということか。

　だが一方で、諦める必要はないだろうともエインは思う。

「ふ、ふん。確実に倒せる人間ならいるでしょ、一人」

「おおっ、頼もしい……っ！」

「え？　あっ、え、ええそうそうアタシよアタシ！　あんなのアタシ一人で楽勝よ！」

　単に、自分を勇気づけるためにもジンのことを口にしたつもりだったが、どうも自分自身を指して言ったものと解釈されてしまったらしい。

　尊敬の眼差しを向けてくれる兵士に、ジンのことを話すわけにもいかないし、そのまま強がるハメになった。

　セシルが「お前なぁ」みたいな目をしているが、彼の士気を上げてあげたと思えばいいじゃないか。

　が、今のやり取りが聞こえたのだろう、待機している討伐屋たちの方から、呆れた風な声があがった。

「どこのバカだＡ級を一人でとか……って、うお。アレって」

「……ああ。Ｃ級・紅こう爪そう竜りゆうの装備だ。細かい部分もかなりの高級素材で作ってやがる。Ｃ級の中でも一級品だな」

「し、しかもすげえ美少女じゃねえか」

「そういやなんか、隣国に立ち寄った時に聞いたな。ちょうどあんな見た目の、Ｃ級装備でＢ級竜すら単独で倒したとかしてないとかって美少女討伐屋の噂うわさ」

「おいおいじゃあ、まさかアレが？」

　……あ、あれー？

　ジョスト氏からパーティー募集の相談を受けていない、つまりエインの前科について知らされていない人たちだろうか。なんかすっごい期待の眼差しを向けてくる討伐屋の人たち。

　しかもなんか微妙に、前科というか、自分で流した虚報の一部が返ってきたような。

「なあアンタ」

「ひゃ、ひゃいっ!?」

　彼らの一人に声をかけられびくりと肩を跳ねさせるが、キラキラした瞳ひとみの彼らは、エインの動揺に気づいてくれる気配がない。

「俺らも見ての通り討伐屋だ。ただ、恥ずかしながらこの通り、Ｄ級でな。Ｃ級以上と戦った経験すらねえ。どうだろう、アンタの指揮下に入れちゃくれねえか？」

「ああ、頼む。せめて足は引っ張らないようにする。なんなら、無茶な指示でも応えるぜ。……この王都は俺の故郷でね。足の悪い母親に、『心配しねえで待ってろ』なんて大見得切っちまって」

「俺もだ。……来月、そこの教会で式をあげる予定があってね」

「うちの嫁も、今にも産気づきそうでね。避難生活なんざさせたくねえ」

「俺も妹が病気で」

「うちも」

「俺も」

　やめてやめてやめて。

　なんでそんな物凄く命だいじにしなきゃいけない人ばっか集まってくるの!?　しかもたしかＤ級って結構すごい人たちだよね!?　え、無理無理無理だって！　そんな人たちに指示出すとかそんな、アタシには荷が重──。

「来るぞッ！」

「よし固まってると危ねえ、ひとまず散さん開かいだ！　頼んだぜ、Ｃ級の嬢ちゃん！」

「あっ、ちょ、待っ、速ッ!?」

　多頭竜が大きく翼を広げ、八つの顔でこちらを睨んだせいだろう、訂てい正せいする間もなく、彼らは周囲に散ってしまった。

「……どうする。今からでもジンを捜しに行くか？」

　ぽんとセシルに肩を叩いてそう言われ、しかしエインは、観念して首を横に振った。

　たしかにジンならエインよりマシな指示も出せるだろうが、捜しに行っても時間の無駄になるだろう。

　何しろ、人々が危機に晒さらされているこの状況と騒さわぎだ。

　ほかでもないジンが、

「来ないわけないし。アタシらで稼ぐしかないでしょ、時間」

　エインは言って呼吸を落ち着け、背の大おお太た刀ちを抜き放った。
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「いやー、ほんっと話長いですよねあの人……ってちょ、ジン先輩!?」

　ジョストの背が見えなくなった直後、それを追うように歩き出したジンに、カシアがそんな声をかけてくる。

　ジンはわずかに歩調をゆるめ、振り返りつつ眉をひそめる。

　追ってきたカシアは、なぜか慌てたように、

「ま、まさかとは思いますけど、契約する気じゃない、ですよね……？」

「…………」

　まさかも何も、選択肢なんてほかにない。

　時間もないし、声も出せない。ジンは問いに応じることなく、前を向いて歩みを進めた。

「ばっ、いやいやいや、え。ひょっとして気づいてないんですか？　本気でこんな、脅迫のためだけにＡ級竜とか使ってきたと思ってます？」

「…………」

　思ってないが、だから、君のおかげでそう答えることもできないし。

「復讐じゃないなんて大ウソです。むしろそれが一番の目的ですよあの人。ただ、それを晴らす手段がまわりくどいだけで」

　だろうなあと、ジンは思う。

　それぐらいはあの、眼鏡の奥の眼光から明らかだろう。

「あの人からちらっと聞きましたけど、ジン先輩、女の子を守るために、あの人の目を突き刺したんでしょう？　『その程度の理由で』自分の輝かしい道筋にケチをつけた先輩が我慢ならないんですよ、たぶん」

　研究者としてジンのスキルを再び研究したいなど、でまかせ。

　この大おお仰ぎようなお膳ぜん立だては、単なる脅迫のためではなく、それを背景にジンに、ひとつの選択を迫りたいだけなのだろう。

「『英雄気取りのガキが』、大勢の命や苦痛を見捨てて、我が身可愛さでみじめに逃げ出す姿が見たい。真意はそんなところでしょう。どんな大義名分掲げても、本音はダダ漏もれなんですよ」

　望み通り逃げ出してくれれば、それが最高。王都が滅んでも望むところ。

　もし馬鹿々々しくも、やはり他人を優先して契約を結ぶようなら、実験と称して痛めつける形でも恨みは晴らせる。

　どちらに転んでもジョストにとっては一定の旨うま味みがある、リスクの最小化とでもいうのだろうか、らしいといえばらしい狙いだ。

　確信まではなかったが、ジョストが本当はきっちりジンに恨みを抱いているという仮定の下で、予想できた真意である。

「で、あの人はそれを先輩が読むところまで織おりこみ済ずみです。読んだ上で、先輩が逃げ出すように促してます」

　たとえば、『英雄気取りのガキ』でも、英雄気取りのガキだからこそ逃げ出すに足る理由を置いておいてやる、という形で。

　それが悪用の恐れのある、スキルの再現という、ジョストが語った目的だろう。

　もしかしたら、ジンがジョストに協力することで将来、王都の人口よりずっと多い人々が被害に遭うかもしれない。

　それはジンが、ただ拷ごう問もんじみた実験を受けたくないという、我が身可愛さで逃げ出す罪悪感を覆い隠し、正当化する理由になるだろう。

　ジョストとしてはあとで、『そんな建前で自分を納得させて逃げやがった』と嘲あざ笑わらってやればいいわけだ。

「でも、嘲笑いたいならそうさせてやればいいだけじゃないですか。その程度で拷問じみた実験から逃げられるなら、安いものです。でしょう？」

　カシアを置いていったのはこれが目的だろうか。

　ジョストの指示か、カシアの意思でそうしているのか、彼女はそんな言葉で誘惑してくる。逃げましょう、と。

　それでもジンは足を止めない。

「そもそもこの都の人たちのために、先輩が犠牲になる必要なんてないじゃないですか。女王様やライラちゃんは避難経路ぐらい用意してるでしょうし、あとはセシルさんとエイン先輩を連れ出せば、それで十分。残るのは親しくもない他人ばかりで、それだって大半は逃げ出せます」

　大半であって、全員ではないのだが。

　足の悪い老人や病人が逃げ遅れれば死ぬだろう。避難できたとして、ろくな準備もない中での避難生活は楽ではない。老人や赤子など、体力のない者から死んでいく。物資を求めた争いだって起こるだろうし、そこでやはり誰かが死ぬ。

　死ぬ人に庇ひ護ごすべき妻子があれば、遺のこされた彼女たちにも苦難は待つ。

「もともと竜は災害です。災害で人が死ぬのは当たり前で、仕方のないことです」

　本当に、仕方がない。

　ジンは神様でもなんでもない。

　救世主になりたいとも思っていない。

　少し積極的に誰かを救ってみようかと思うことこそあれ、そういう、理想と呼べるほどの、尊とうとい何かは持っていないのだから。

　それでも単に、足が止まらないのは、

『助けて』

　いつもと同じ、ただ『あの声』が聞こえるせいだ。

　こればかりはどうしようもないのだが、そういえば、この声については特段、誰にも話していなかった。

　ジョストといいカシアといい、外からはさぞ、トチ狂った英雄気取りに見えるのだろうが。誤解を解こうにも、今は舌が回らない。

　脳裏の女の子に、ジョストに服従すれば、それはそれで犠牲者が出るのでは？　と問いかけてみても、やっぱり足は止まらない。

　未来に出るかもしれない犠牲者よりも、目の前で確実に出る犠牲者を救え。

　そういうことだ。

「……なんで」

　一切、歩調をゆるめないジンに、カシアが苛いら立だったような声を漏らす。

「自分より、……自分を、あなたを大事に想っている誰かより、そんなに他人が大事なんですか」

　ふるりと、ジンは首を横に振る。

　そういう、はいかいいえで答えられる問いばかりならありがたい。

　だがその答えは、いっそうカシアを苛立たせたようだ。

「じゃあどうして!?　どうして他人なんかの、何も返してくれない人たちのために、そこまで自分を犠牲にできるんですか!?」

　……これはどうも、ジンに聞いているようで、ジンに聞いているわけではないらしい。記憶の中の誰か。『英雄』だったという、彼女の母親だろうか。

　ただ呪いめいたトラウマのおかげで似たような行動を取っているだけのジンには、英雄の気持ちなど知りようはない。

　ただ、そう。

　しいて、似たような経験を思い返すなら。

　たとえばジンにも、親しい誰かを、親しくなくても、自分のような奴に好意を向けてくれるような、そういう女の子なんかを、守りたいという気持ちぐらいはわかる。

　思えば、一番最初に。

『死ね』

　と、双頭の竜を吹き飛ばした時も。

　直後に感じたのは安あん堵どと、嬉しさだった。

　大好きな父を。

　大好きな領民たちを。

　意味のわからない、不気味な力のおかげではあっても、どうやら自分が守れたらしい。そのことは素直に誇らしかったし、幸運だとさえ感じていたのだ。

　ただそのあとの出来事が、そんな記憶を塗り潰してしまっただけで。

　誰かを、いや、自分にとって大切な誰かを救えることそのものは、時には自分を犠牲にしてもいいくらい、魅力的な出来事だろう。

　だから、きっと、単純に。

『本物の英雄にとっては、ただ、「見知らぬ他人」さえ、「大切な誰か」に含まれちゃうってだけじゃないの』

「…………っ」

　ジョストに渡された『招待状』の裏面に、署名ついでの血文字を使ってそう記しるすと、カシアはギッと奥歯を鳴らした。

　カシアの過去に何があったのかは知らない。

　知らないので、ジンの答えの何がカシアをそうさせたのかもわからなかった。

「……行かせません」

　白刃を抜き放ったカシアは、そんなことを言って、ジンの進路に立たち塞ふさがった。

「逃げましょう、先輩。他人なんてどうだっていいじゃないですか。一人が嫌なら一緒に逃げてあげます。わたし、先輩になら──」

　いつもの、悪戯いたずらめいた誘惑にしては悲壮感がありすぎた。

　ジンは足を止めることなく、どころか鋭く踏みこんで、

「っ」

　涙でにじみ、前さえろくに見えていないであろうカシアの視界の隙すきを盗むと、腹部に拳を打ちこんだ。

　カシアはその場にくずおれる。

　意識こそ失ってはいないようだが、少しの間、立ちあがれないだろう。

　先を急ぐ。

「……置いて、いかないで……」

　耳に残った小さな声の残響を、振り切るように。
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　本当は、誇らしかった。

「いつもすまないねえ」

「本当に、なんと礼を言っていいやら。……礼ならもうちょい、謝礼の方に色をつけろって話なんだが」

　行く先々の村人たちに、いつも感謝と尊敬の念を向けられている、母の背中が。

「いえいえそんな。こんな素す性じようも知れない私なんかに頼っていただいて、こちらこそ助かってるくらいですよ」

　八年前のその日も、母はいつも通り、ある村の近隣に出没する竜の討伐を終え、村人たちとにこやかに笑みをかわしていた。

「ママ！」

　幼いカシアは、預かってもらっていた家の戸口から母の姿を見つけ、いつも通り真っ先に駆け寄っていく。

「おっ、カシア～。いい子にしてたか～？」

「ん！　もちろ……あ」

「おお？　なんだ。さてはまた何かやらかしたか？」

「ち、違うもん」

　とっさに否定したものの、「いい子」らしからぬことをしてしまった自覚はあった。

　預かってくれていた家のおばさんが、苦笑を浮かべて寄ってくる。

「ちょーっと、村の男の子たちと喧けん嘩かになっちゃっただけよね～？　……それでちょっとだけ、やりすぎちゃって」

「や、やりすぎてないもん」

　本当はちょっと、ちょっとだけ、母仕込みの剣術で、木の棒を使いボコボコにしたことはやりすぎたかもとは思っていたが。

「おいおい。なんでそんなことしたんだ。謝ったのか？」

「だ、だってアイツらが、ママの悪口言ったんだもん」

「ほお。どんな？」

「……こんな村、とーばつやさんが助けにくるわけないって。きっと何か、さんぞくとか、そういうのの下調べとかだって。悪いことたくらんでるんだって」

「ごめんなさいねえ。その子たち、村の一部の、口さがない大人の言うこと真に受けちゃったみたいで。この村にとっては『英雄』なのに。カシアちゃんはよくやったわよ」

　おばさんはそう言ってかばってくれるが、母はハハハと苦笑して、仕方ないですよと言った。

「我ながら、理解されにくいことしてるなって自覚はありますし。ただその、私の生まれた村もここによく似たところで……竜に襲われて燃え落ちちゃって。だからつい、他人事には思えないっていうか」

「あら、そうだったの……それは、辛い思いを」

　なぜだか、その時のそんな会話はよく覚えている。

　その先の記憶は曖あい昧まいだ。

　それが起こった場所が、同じ村だったのか、別のよく似た村だったのかも今となっては、はっきり思い出せない。

　覚えているのは──炎だ。

　燃え盛る炎の記憶がある。

　逃げる途中、背中にぶつかった燃える瓦が礫れきの痛みと熱さ、恐怖の記憶も。

　原因は、まるで母の記憶から飛び出してきたかのような、村を襲う巨大な影だ。

　たまたま村に滞在していた母は、村人の避難の時間を稼ぐため、迎撃に出た。

　たった一人で。

　勝てるわけがないと、カシアにすらわかるような相手なのに。

「やだ、だめ、ママぁっ！」

「いいから！　……この子のこと、頼みます」

「お願い、やだ、置いて──」

　いかないでと言い切る前に、母の背中は炎に消えた。

　最後の会話の記憶はそれだけだ。

　村人たちは逃にげ延のびて、母だけが死んだ。

　村の焼け跡からは、燃え残った母の、血に濡ぬれた白い剣身の両手剣だけが見つかった。

　物語なら、きっと悲劇はそこで終わりだが、現実には、命が助かったところで、畑も家も焼き尽くされた村には、さらなる悲劇しか待っていない。

　辛うじて非常用の食糧庫は残っていたので、すぐに飢えるというほどではなかったが、十分ではない。

　食い扶ぶ持ちを減らし、少しでも金を稼ぐため、村の連中はカシアを、「仕方ないんだ」と泣きながら、娼しよう館かんへ売った。

　恩人の娘だろうと、村にとってカシアは他人だ。

　だからたしかに仕方がないのだろう。

　だがカシアにとっても村の連中は他人だし、娼館に売られるなんて嫌だったので、仕方なく、カシアは娼館へと自分を送る数人の目を盗み、逃げ出した。金の当てのなくなった連中がどうなっても、それはそれで仕方がない。

　なんとか母の剣だけは引きずって持ち出して、重さで手の皮をズルズルにしながらも山を下り、そこで力尽きて……その後の修行を思うと運がよかった、と言い切れない相手ではあるが、魔術の師に出会い、拾ひろわれた。ちなみにカシアの養育費は借金としてきっちり計上されていて、いまだに返し切れていない。あのクソ師匠。

　そうした紆う余よ曲きよく折せつもあり、カシアは自分本位に生きると決めた。

　母のように、他人のために命を賭すような真似はしたくない。

　絶対に嫌だ。

　英雄は尊いし、尊敬にも値あたいするのだろうが、それだけだ。

　そんなものより、カシアは金や、即物的な利益を愛してやまない。

　バカな他人を騙して師匠への借金を返済することにも、躊躇はなかった。

　……なのに。

　そのはずなのに。

　あの人は。
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「君には失望させられたよ、ジン。よもやそこまで考えナシのバカだとは」

　さっさと約束の場所、人の出払ったギルドの酒場へと姿を見せたジンに、ジョストはそう嘆なげいてみせた。

「…………」

　ジンは署名を終えた『招待状』を差し出す。書面を破ればまだ強制の術式は解とけるが、ジョストに渡してしまえば、それもできなくなるだろう。

「わかっているのかね、ジン。こうなれば私は是ぜが非ひでも君のスキルを再現し、それを悪用……そうだな、侵略に野心のある大国にでも売りつけることになるぞ？」

　結果、大勢が死ぬ。

　そうほのめかされても、ジンに躊躇は生まれない。

　それに、ここへ来たのは『あの声』に突き動かされてのことではあるが、ジンの意思もまったく介かい在ざいしていないわけではない。

　ジンに理想はない。

　この声が消える日を求め、誰かを救ってみようという目的はあるが、無理なら無理で諦めもつく程度のものだ。

　だからジンの行動原理は、もう少し後ろ向き。

　理想を、最良の結果を追い求めるよりも。

　最悪の結末だけは回避する。それに尽きる。

　今、ジンにとって最悪は……王都を見捨てて逃げ、その上でジョストに捕まり、結局、スキルを利用されてしまうこと。復讐というジョストの目的を思えば、存分にジンを嘲笑ったあと、そうする可能性は小さくない。

　ならせめて、契約を交かわしてでもひとまず今現在救えるものを救ってしまえば、そういう最悪だけは回避できる。

　そういう判断があったので、『あの声』に反抗しようとも思わなかった。

　どのみちジョストの手の内から逃れえないのは業腹だが、首輪をつけられた失態の時点で、状況は詰みである。やれるのは可能な限り被害の少ない敗戦処理だけ。

　もちろん今後、拷問じみた実験に耐え、ジョストの隙を探し、殺すつもりではいる。

　多頭竜を始末した上でさらに、スキルを悪用される未来をも防ぐことまで、現時点で諦める必要はない。

「……やれやれ、私も実年齢からすれば大たい概がいだが、君も相当、達たつ観かんがすぎるな」

　ジョストは大仰にため息を吐き、それでジンが逃げるという、最上の結果は諦めたのか、酒場に並ぶテーブルの間を縫って、こちらへと近づいてくる。

　ジョストが足を止める。

　そこでにやりと、ジンを見て笑う。

「そういえばひとつ言い忘れていた。君の反抗を防げなかった私に与えられた罰は、何も実験だけではなくてね。いや実にひどい、なんともひどい罰を受けたのだよ。まるで興味がないというのに、あのような非道を強制されるなど。しかしまあ人間、食わず嫌いはよくないな」

　言葉の意味に察しがついて、ジンはギリリと、無意識に拳を握った。

「小児性愛の趣味はないつもりだが──存外、悪くなかったぞ。あのガキの心地は」

　ぐしゃりと粘ねばついた感触で、どうやら掌を深く抉えぐってしまったと知る。

『あの声』と、あの光景が脳裏をよぎる。彼女を嬲なぶり、殴りつけるあの腕の中のひとつに、こいつが。

　ここへきてようやく殺意が湧いた。

　湧いたが、それで交渉を長引かせるような愚ぐまでは犯さなかったのは、やはり『あの声』のおかげだろうか。

　ジンはテーブルのひとつに『招待状』を置き、距離を取る。ジンが往おう生じよう際ぎわの悪い抵抗を見せぬとみて、ジョストはつまらなそうに、置かれた書面へと手を伸ばし、

「今回だけですからね」

　不機嫌そうな声が響くと同時に、カシュ、とジンの口元が露あらわになった。

「っ！」

「死──」

　ジンが口を開くより早く、ジョストは身みを屈かがめてテーブルの死角へと逃げこんだ。足が悪いわりに素早い反応だ。

「その場に留ま──」

　ジンも負けじと素早くテーブルに手を伸ばし、書面を破って効果をなくす。ジョストの言葉の強制力が発現する寸前、間かん一いつ髪ぱつだ。

　ジョストの隠れたテーブル下から舌打ちと、声が響く。

「……これは驚いた。一体どういうつもりかね？　サリスチャンくん」

「状況通りですよ。……ほんと、どういうつもりでしょうね我ながら」

　酒場の入り口に立っているのは、痛そうに腹をさすっているカシアだ。












　その手には、さっきジョストに渡したはずの起動器が握られている。ジョストには偽にせ物ものを渡したのか、それとも幻術か。魔術師であるジョストにまで効力があるかは保証がないから、おそらく前者だ。

　……そうすると、ジョストを見送ったあの時点で、カシアはこの展開を選択肢に入れていたことになる──。

「裏切ったようにみせかけてまだ裏切ってなかったとか、そういうパターン？」

　念のため首輪をはずしながら、ジンは問う。

　カシアはぎりりと悔しそうに歯を鳴らし、

「単に、その人にもらう金額よりも高い値段ふっかけてこれ売りつけるつもりだっただけですよーだ」

　と舌を見せた。……ジンもびっくりな、底知れない守しゆ銭せん奴どぶりである。

「よもやそこまでとは。人を見る目は養ったなどという増長は訂正の上、深く恥はじさせていただこう。だが解げせないな。会話の流れから察するに、ジンはそんな交渉を持ちかけられていないようだが？」

「うるっさいですね細かいことをグチグチと。女心は複雑怪奇なんですぅー！」

　なんかよくわからないがカシアがキレて、ダンダンと足を踏み鳴らしている。

　その答えになっていない答えには、ジョストも閉口したらしい。

「……どうも君には、意図せず女性を誑たぶらかす悪あく癖へきもあるようだな。改善したまえジン」

「身に覚えがない」

「よく言う。あのガキに、エルテンシアの令嬢、そして彼女だ。少しはあやかりたいもの……いや失しつ敬けい、あのガキは譲ゆずってもらったのだったな？」

「死ね」

　スキルの発動外にいると知っている相手に、これを言うのも久々だった。

　殺意を示すように、ジンは腰の剣を抜き放つ。

　だがテーブルの死角からは、ジョストのひょうひょうとした声が響き続ける。

「老体にそのような言葉を向けるものではないよ。おかげさまで歩くことさえひと苦労でね。どうせこのまま殺されるんだ。恨み言のひとつにくらい付き合って──」

「見みえ透すいてる、なッ！」

　言いつつ振り向き、ジンは手にした剣を投げ放つ。

　標的は、入り口付近に立ったままのカシアの肩口、

「ちょ、え、ひぁ!?」

「ガッ──!?　っ、き、さま……ッ！」

　その背後に忍び寄っていた、ジョストの右目だ。そこまで狙ったわけでもないが、くしくも以前にジンが傷つけた目が、眼帯ごしに再び貫かれている。

「な、なぜ……っ!?」

　呻うめくような声は、依然としてテーブルの死角から聞こえてきている。

　魔術か魔導器によるものだろう、声の発信源を誤ご魔ま化かしているのだ。

　ジンはそこまで、律儀に疑問に答えてやるつもりもない。

「ま、待ちたまえ、その決断力は美徳だろうが、もう少し、そうだ、あのガキの最期について気にはなら」

「死ね」

　ジョストの身体はあっけないくらい簡単に弾け飛んだ。

　それで今回の黒幕は一足先に、退場だ。

　ジョストの生なま温あたたかい血と肉片を浴あびたカシアは、さすがに量が量なせいか、悲鳴をあげる。

「うっ、ひあああああ!?　ちょ先輩！　また、少しは位置考えてっ！　ってか、なんでわかったんですか今の!?」

「俺のスキルを知っていて、姿の隠いん蔽ぺいとか、その手の魔術を準備しないわけがないし。あそこまで露骨に、余計な挑発までされれば何か細工をしてると予想ぐらいできる」

「い、言われてみれば。でもあの、姿の隠蔽ってそれ、普通、魔術師のわたしに気取られないよう、ここまで素早く使える易やさしいものでは」

「例の通り魔のプロトタイプなんだ。そういう無茶も利きくんじゃないか。それより今は」

　言って、ジンは酒場を出て駆けだした。

　周囲の建物の屋根を見渡すが、視認できる距離に多頭竜の首は見当たらない。

　道は避難中らしき人混みに埋め尽くされている。

　おそらく多頭竜がいるのは人々の進行方向の反対だと思うが、そちらへ進もうとして怒鳴られた。

「おいバカ突っ立ってんじゃねえ！」

「邪魔だ邪魔！」

「逃げろ！　急げよ！」

「クソ、何やってんだお上かみは!?　あんな女の子に率ひきいられてる連中じゃ、時間稼ぎにもなりゃしねえだろ！」

　女の子、と聞いて嫌な予感がよぎる。

　エインがまた、無駄に見み栄えを張って無茶をしているかもしれない。

　急ぎたいが、人混みを掻かき分わけて進むのも簡単ではなかった。

　猪ちよ突とつ竜りゆうの装備の膂力で力任せに突っ切ることは不可能ではないが、みんな必死にこちらへ走っているこの状況でそんなことをすれば最悪、連鎖的に転倒者が出て死傷しかねない。

「ちょ、先輩！　もっとこう、ピンチを救ってくれた後輩にっ！　言うべきことが！　あるんじゃないんですかねちょっと！」

　追ってきたカシアの声に、ジンはハッとして振り向いた。

　そもそもそのピンチの原因も君だろう。なんて反論より先に、思い浮かんだアイデアを口にする。

「カシア。例の君の幻術で、周囲の人間をどけることってできる？」

「は？　ええと、なんとなく先輩をよけてもらうぐらいならできますけど……」

「……よし」

　それなら進むスピードを上げられそうだ。

「ちょ、ちょっと。まだやってあげるとはひと言も」

「──頼む。君の力を、貸してほしい」

　時間がない。

　ジンがまっすぐ、工夫なく頼み、手を差し出すと、カシアは呆気に取られたように、その手を見つめた。

　直後になぜか、じわりと瞳に涙を浮かべる。

「え。あれ？　な、なんで……こ、これはなんか、目にゴミが……っ」

「……？」

　そんなカシアの姿にジンも戸惑ったが、理由を問うより早く、彼女はぶるぶると首を振り、目元を拭った。

　それから呆れたような吐息を漏らして、

「しょ、しょーがないですね。請求書は覚悟しといてくださいよ？」

　ぎゅっとジンの手を握り、笑みを浮かべて魔杖を掲げた。
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「む、無理でしょこれは……」

　地面に刺した大太刀を支ささえにしながら、エインはそんな泣き言を漏らした。

「弱音を吐くな、と言いたいところだが……これは、さすがに」

　隣で呻いたのは、全身鎧フルプレートのセシルである。

　ちなみにこの、王都の危機に際し、彼女は虎の子、アムスガルドに現存する最後のＳ級装備を身に纏まとうという栄誉に与あずかっている。

　さすがはＳ級装備ではあった。

　保有するスキルは『時間停止』という、反則級の超常現象。

　任意の対象の『時間』を止め、しかもその対象への攻撃は通るという、Ｓ級らしい、概がい念ねんという曖昧なモノを操れるからこその、戦で使えばそれこそ一人で小国の軍隊を丸ごと相手にできてしまいそうなスキルだ。

　そして事実、目の前の、崩れかけた建物の屋根から首を突き出す巨大な多頭竜を、現在、足止めすることはできている。

　地面を踏みしめるだけで、人が立っていられないほどの地揺れを引き起こす存在だ。

　見上げれば、胴体から伸びる長い、八本の首と顎あぎとは天に向けて咆哮した姿勢のまま、停止している。

　が、それだけだ。

　先ほどから、周囲の建物の屋根に展開したＤ級装備以上の兵士と討伐屋を合わせ百人がかりで、斬撃に刺突、矢に砲弾にと攻撃し続けているのに、流血の気配さえない。

　単に血の流れも停止しているから、というわけではなく、加護を宿した分厚い鱗にすべて弾はじかれてしまうのだ。

　拘束術式弾と攻城砲弾の合わせ技なら、スキルによる防御ができない今の多頭竜にダメージを与えられるかもしれないのだが……。

「じょ、嬢ちゃん！　あっちはなんとかやり方がわかってきたが、そっちはどうだ!?」

　駆け寄って声をかけてきたのは、さっきのＤ級装備の一人だ。

　彼らは、この忙しい時にどこかから王都に入りこんで来た、例の『通り魔』、それも集団の相手をしてくれている。

　この通り魔たちの奇襲のおかげで、唯一、あの状態の多頭竜に通用しうる火力を持つ予備砲兵部隊は壊滅し、現在も砲撃支援は期待できずにいる。

　まるで誰かが、それを狙って通り魔たちを寄よ越こしたような、最悪のタイミングだった。

　ただ、不幸中の幸いというべきだろう。

　ジンのスキルの模倣とはいえ、実態が不可視の魔力の塊かたまりを、「死ね」という言葉と同時に放っているだけだと種が割れれば、対処はそれほど難しくなかった。

　要は、バカでかい砲弾を撃ってくる魔砲使いだと思えばいい。

　ジンのような、視界に映る限りは対象にできる超広範囲攻撃というわけでもないし、おまけに連中には理性もない。

　敏びん捷しよう性せいに自信のある集団を主力に、正面に立たないよう注意しつつ、時には通り魔同士の相討ちを誘発、そんなエインとセシルでとっさに考案した戦術で、なんとかなっていた。

「だ、大丈夫。思ったより硬くって手こずってるけど。あとひと息よ」

「そ、そうか？　悪ぃな、ならもうちょっと人手借りてくぜ？」

「え、ええどうぞ。問題ないわ」

　と強がって、対通り魔組への引き抜きを認めてみたが、まあ、こっちは何人いようがあまり成果に変化はなさそう、という意味で実際引き抜かれても問題はない。

「す、すまんエイン。これは、もう、キツい……かも……」

「もっ、もうちょっと頑張ってよ！　え、ちょ、噓でしょセシル!?　セシルー!?」

　多頭竜に向け両手を突き出していたセシルが、膝をついてうな垂れ始めて、エインはいよいよ焦った。

　どうやら時間停止のスキルは、使用者の体力を吸いあげて維い持じするものらしいのである。効果時間の限界はつまり、そのままセシルの体力の限界だ。

　代わってやろうにも、代わるといったんスキルが切れてしまうし……などと悩んでいる間にその時はきた。

「……くー」

　と膝をついたまま可愛らしい寝息をセシルが立て始め、

『ゴガァアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　八つの折り重なった咆哮が、天を貫く。

「や」

　ばい、なんて言い切る隙さえなかった。

　多頭竜が大きく翼を広げた直後、

「ぎっ!?」

「がっ、は!?」

「ぐあああッ!?」

　そこかしこの地面や、足場にしていた建物の屋根から突き出した金剛石の柱が、討伐屋たちと、兵士と、通り魔の身体さえまとめて宙に撥はね飛とばした。

「っ、ぐ、たぁ……っ」

　さほど鋭えい利りな柱ではなかったので、今ので即死した者こそいないようだが、Ｃ級装備のエインですら結構なダメージは受けた。

　立ちあがれる者は、理性のない通り魔を含めてもエイン以外にはおらず、

『……………………』

　頭上高くから、八対もの視線がエインを射い貫ぬいていた。

「逃、げろ、嬢ちゃん……っ」

　振り絞るように言ってくれたのは、Ｄ級の誰かだろうか。

「は、はは」

　逃げられるなら逃げたいし、たとえ逃げ切れる目がないとわかっていても、以前のエインなら、我が身可愛さで逃げ出した場面だろう。

　でも今は。

　少しぐらいは、成長したし。

「ふ、ふん。この程度、どってことないわよ」

　せめて、自分が昔吐いた噓のせいで、こんな自分に大事な命を託たくしてしまった、彼らの信頼を裏切るような真似だけは、したくない。

　だからエインは大太刀を握りしめ、敵を睨んだ。

　恐怖の象徴とでも呼ぶべき巨大な竜と睨み合い、隙を窺う。












『…………』

　その時だ。

　唐とう突とつに、エインに向けられていた八対の視線が、明後日の方向へとそらされた。

　釣られてその場の全員が、同じ方向へと目を向けるが、そこには何もない。ただ建物の瓦礫と、建物の壁の貼り紙の残ざん骸がいだろうか、小さな紙片が風になびいているだけだ。

「っ！」

　多頭竜の奇行の意味はわからないが、これをチャンスと見て、エインは跳んだ。

　せいぜい自分を勇気づけようと、誰かの真似をしながら刃を振りあげ、多頭竜へと躍りかかる。

　真似とはいっても、単に、こんな台詞セリフを叫んだだけだが。




「し、ねええええええええこのぉおおおおおおおッ！」「死ね」




「……ん？」

　一瞬、自分の声に、誰かの声が重なった気がして首を捻ひねるも、

　──ド、パァアアアアアアアアアアアッ！

　と直後に降り注いだ大量の血と肉片で、すぐにたしかめることはできなくなった。

「って、ちょ、さすがに多す、わぷっ、ぐえっ」

　肉片といっても元の巨体が巨体なせいか、加護が消えているとはいえ重量だけで結構なダメージ。

「死ね」

　と周囲が大混乱に見舞われているそのどさくさに、通り魔たちのいた辺りで誰かが声を発した気配を感じる。

　顔を向ければ、降り注ぐ赤い土砂降りの奥深く、遠くの屋根に。

（遅くなった）

　と片手を掲げる、エインの待ちわびた人物──ジンの姿があった。すぐ隣ではカシアが、屋根についた魔杖に身体を預あずけ、疲れた顔をしている。

　もしかして、とエインはさっきの、多頭竜の注意を引いた紙片の正体に思い至るも、

「すげえ、すげえよ嬢ちゃん！」

「ハンパねえ！　とんでもねぇなやっぱりよぉ！」

　多頭竜と一緒にあの紙片──カシアの呪じゆ符ふに目を向けていたせいでジンとカシアの介入に気づかず、色々誤解しているらしいＤ級討伐屋たちに囲まれてしまい、答え合わせはしばらく後になってしまった。
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「……思っていたより、早い別れになったな」

「ああ。短い間だったけど、ありがとう。楽しかったよ」

　王都の門前で、ジンはセシルにそう言った。

「求きゆう婚こんの件の返事は……まあ、変える気になっていれば、旅立つわけもないか」

「……ご、ごめん」

「謝るな。逆にみじめになるだろうが。何、お前よりもっといい男を捕まえられるよう、オレはオレなりに頑張ってみるさ」

「…………ごめんアタシ今、セシルが数々の見合い話を『ジンはもっとこうだった』とか言って台無しにしていく未来が見えた」

「ぐ」

　エインの言葉を否定し切れないのか、セシルが悔くやし気げに呻うめく。

　いや、さすがにジンよりいい相手ぐらい、貴族ならいくらでも見つかるだろうに。

「今考えてること口に出したら、セシルに代わってアタシがぶん殴なぐってあげる」

「へ？　お、おう。じゃあ黙だまる……」

　最近なんか、女の子に思考を読まれる機会が増えた気がするが、そんなに表情に出やすいのだろうか。むしろ表情は乏とぼしい方だと自じ負ふしているのだが。

　──ジョストの引き起こした、今回の騒動にはなんとか決着がついた。

　加か護ごの消えた多た頭とう竜りゆうの遺い骸がいは、女王の命でギルドを介かいさず処理してもらい、遺跡の地下空間にあったジョストの工房から、完全な『施せ術じゆつ』を行われる前の実験材料……人身売買の被害者たちも救出された。

　まだ薬物の後遺症などは残っているが、これもアムスガルドが責任を持って治療し、いずれは故郷へ送り返してくれるという。

　ジョストが多頭竜を王都へと誘おびき出だした手段については、多頭竜が降り立った地点近くの建物地下から見つかった、大きな卵の破は片へんと、遺跡から王都までの経路に点在していた、卵の中身らしき液体がそれだと判明している。

　雌し雄ゆう同どう体たいで、卵への執着が強い多頭竜の特性を利用したのだろう。

　もともとジンが原因で起こったトラブルなので、なんだかマッチポンプじみているが、今回の件で女王から正式に『多頭竜討伐クエスト』の報酬も出て、当面のエインの維持費もなんとかなりそうだ。

　となれば、これ以上、ジンの過去にまつわるトラブルが生じかねないアムスガルドに長居をする理由はなく、こうして予定よりずっと早く、旅立ちの日を迎えたわけだが。

「さ。ライラ様。そろそろお別れしますよ」

「っ、や！」

「ラ、ライラ様ぁ……」

　さっきからジンの腰にしがみついたままのライラは、いつになく、というか初めてみせる聞き分けの悪さで頑がんとして動こうとしてくれない。

「にーさまといっしょにいく」

「でもライラちゃん。それだと先ぱ、お兄ちゃん困っちゃうよ？」

　言ったのは、なぜかこの場に居い合あわせているカシアだ。

　ジンが困ると言われると応こたえるのか、ライラは「う……」と潤うるんだ瞳ひとみで、ジンを見上げた。ほんとうちの妹、健けな気げで可愛い。

「大丈夫。ライラちゃんがいい子にしてたら、もしライラちゃんに何か困ったことがあった時、ちゃーんと帰って来てくれるから。ね？」

「……ほんとう？」

「あ、ああ。うん。もちろん」

　なんだろう。遠回しに『またほいほい自己犠牲的な行動取ったらこの子が悲しみますよ』とか、その手の釘くぎを刺さされている気がする。

「大丈夫大丈夫。ライラちゃんのお兄ちゃん、『英雄』だもん。ほかの人も放ってはおけないから行っちゃうけど、ライラちゃんのピンチには、誰より先に駆けつけてくれるよ。だからいい子で、待ってられるよね？」

「…………んっ」

　意外と子どもの相手が上う手まいのか、カシアの言葉で、ようやくライラは手を放してくれた。これはこれで名残なごり惜おしい。

　そうしてセシルとライラに手を振って、ジンたちはまた旅に出た。

　周囲が山に囲まれているので、馬車は使わず徒歩での移動だ。

「……で。何がどうしてこうなってるわけ」

　山道を進みながら、不意に、エインが納得いかなげにそう漏もらす。

「え～？　なんのお話ですかぁ？」

　応じたのはそんな、すっとぼけた声音のカシアだ。

「ア・ン・タ・が、どーして一緒に来てるのかって話に決まってるでしょ！」

　そう。明言はしていないがどうも、カシアはジンとエインについてくるつもりのようなのである。

　女王からの報ほう酬しゆうはカシアにも分配されているし、これ以上、自分たちについてくる必要も旨うま味みもないはずなのだが。というか、またいつ金に転ころんで裏切ってくるかもわからないので、正直できれば距離を置きたい。

　彼女のことだから、そんなジンの内心を見抜けていないわけでもなかろうに、

「んー。なんだかお二人からはトラブルとそれにまつわるお金の匂いがするっていいますかぁ。もうちょっと稼かせぐ機会がありそうな気配がそこはかとなくぼんやりと」

　やはりすっとぼけたことを言ってはぐらかす。

「……どう思う？　これ」

「……正直さっぱり。目的が見えない」

「あ、ちょっと、除のけ者ものはやめてくださいよぉ。わかりました、言いますよちゃんと理由。それでいいですかジン先輩？」

「へ？　え、いや。別にいいけど」

　なんでそれを言うのにジンの許可を求める？　と首を捻ひねると、

「ジン先輩とは色々とありましたから。……その、少しは、責任を取っていただこうかと。きゃ、言っちゃった★」

「「はぁ!?」」

　なんか謂いわれのない嫌けん疑ぎを向けてきやがった。

「責任って一体なんの」

「も、もう、そんなこと女の子に言わせないでくださいよぉ」

「──ジン？」

　ぎ、ぎ、ぎ、とエインが瞳どう孔こうの開いた目でこっちを見てくる。なにこれ怖い。

「何したの？　ていうか何をヤッたの？　そこんとこ詳くわしく」

「な、なんもないって。明らかに噓うそでしょこれ」

「噓ってそんな、ひどいですよぉ、わたしは何度も止めたのに」

「止めたって……うん？　まさか色々あったってあの時の」

「心当たりあるんじゃんちょっと！」

「いやそうだけどそうじゃなくてだな！」

　なんだか話がこじれてきて、結局、カシアがついてきた理由は有う耶や無む耶やのまま、道中は進む。

　結局また彼女の術中かと目を向けると、カシアはにこりと微笑ほほえんで、

「もう、置いていっちゃ嫌ですからね、先輩？」

　そんな言葉を囁ささやいてきた。

　なお意味深なそのやり取りに、除け者にされたエインが腹を立ててしばらく機嫌を取るのに苦心したのだが、それはまた別の話だ。


　　　　　　[image: ]



　本当は、誇ほこらしかった。

『英雄』として立つ母の背中が。

　本当は、憧あこがれていた。

　自分もいつかと、そう思っていたのだ。

　だからそう、あの時、願った言葉は。

『置いていかないで』

　自分を残して、一人にして、逝ってしまう母を恨うらんだ言葉ではなく、

『一緒に、連れていって』

　自分も隣となりに、『英雄』の隣に立って、戦いたかった。

　自分も『英雄』にしてほしかったわけじゃない。

　ただ一緒に戦って、そうして少しでも、『英雄』の重荷を、軽くしてあげたかった。

　少しぐらい、報むくわれてほしかったのだ。

　……今となってはもう、色あせて、擦すり切きれて、元の形もわからない願いだけれど。

　彼は、後ろ向きなくせにどこまでもまっすぐに進む彼は、どこか歪いびつだ。だから彼が母のように歪みのない、善意だけの『英雄』そのものだとは、思ってもいない。

『──頼む。君の力を、貸してほしい』

　それでも初めて。

　お金になるかもわからないのに、興味が湧わいてしまった。だから。

「もう、置いていっちゃ嫌ですからね、先輩？」

　詐さ欺ぎ師しらしく、姫き賊ぞくらしく、本心を噓と、甘えた声音で覆おおい隠かくして、わたしは囁き、こう願うのだ。

　どうかこの歪な『英雄』が、少しでも──報われますように、と。






あとがき






　一巻から引き続き手に取っていただいた方、お久しぶりです。

　また一・二巻をまとめて手に取っていただき、二巻あとがきから目を通していただいている方、はじめまして。著者の黒くろ九くいなです。

　お久しぶりとは申しましたが、一巻をお買いあげいただいたみなさまのおかげで、思いのほか短い間かん隔かくで、二巻も刊行させていただける運びになりました。改めて本当にありがとうございます。

　一巻刊行後、読んでいただいた上にご感想までいくつかいただき、シンプルに「面白い」という一言から鋭するどいご指摘まで、ただただ嬉しく、二巻執筆の励はげみになりました。

　二巻本編も楽しんでいただけていれば望外です。




　……メールなどでもそうなのですが、ご覧の通りこう、キャラの口調でも借りないと必要以上に文体が堅苦しくなる悪あく癖へきが昔から治りません。

　昔のライトノベルによくあった「あとがきにおける本編キャラと著者のかけあい」でもやれば、少しは砕くだけたあとがきになるかと思い、想像してみたのですが、


ジン「…………」

著者「…………」



　お互い相手の目すら見ないので成立しませんでした。

　エインたち女子はなんかこう、著者が気き後おくれするので無理です。ほかの男性キャラはいささか以上に価値観の合わないヤバげな人が多いですし、声の大きな青年とかも、特に話題が思い浮かびません。……雑談って難しい。

　小説におけるあとがきは、社会生活における雑談に似たところがある気がします。

　業務上の報告連絡相談、小説でいえば本編の魅力ほど重要度は高くないはずですが、時に報連相以上に難しく、上手にこなせないと何かに負けた気がしてくるこの感じ。

　つまり今、敗北感でいっぱいでございます。




　謎の敗北宣言の後で恐きよう縮しゆくですが、最後に謝辞を。

　一巻に引き続きお力添えいただいた担当編集の儀ぎ部ぶさま。ファミ通文庫編集部のみなさま。刊行に当たりご尽力いただいている出版社内外のみなさま。

　著者の想像を高々と、成層圏をぶち抜くように超える魅力的イラストで引き続き二巻も彩ってくださった、bun150ブンさま。ラフを拝見する度たびに感動で拝おがんでおります。

　私的な関係者のみなさま。

　そして本書を手にしてくださったみなさま、重ね重ね本当にありがとうございました。
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